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エリート御曹司が花嫁にご指名です










一　高嶺の花の恋心




「一いち条じょうさん、お食事にお誘いしたいのですが」

　私、一条汐しお里りは社屋の一階ロビーで、何度か仕事で話したことのある男性に声をかけられた。

　ランチタイム終了まで残り十分。金曜日の今日は、行き交う社員たちもどことなくウキウキしているように見える。そんなことを考えているときのことだった。

　秘書課の大先輩で、社長秘書の渋しぶ江え三み和わ子こさんが隣にいる。

「あ、あの、もう食事は済ませてきましたし」

　ランチはご一緒できません、ごめんなさい、という意味で頭を下げる私に、声をかけてきた男性は弱ったように手を頭にやる。目鼻立ちの整った細身の男性だ。彼は経理・財務課に在籍で、確か主任だったと記憶している。

「い、いいえ。ゆ、夕食に」

　顔を赤らめて緊張したように上ずる男性がおかしかったのか、隣の三和子さんが笑いを堪こらえている。

「夕食……専務の会食が突発的に入ることがあるので――」

「わ、わかりました！　申し訳ありません！　し、失礼します」

　まだ話している途中で、男性はその場から慌ただしく去っていった。その後ろ姿をポカンと見つめる私だ。

　隣から、上品な顔立ちといでたちに似つかわしくない、おかしくてたまらないという笑い声が聞こえてきた。

　振り返って、お腹を押さえて「ひー」と苦しそうな三和子さんへ視線を向ける。

「三和子さん、なにがおかしいんですか？」

　話の途中で去られてしまい、複雑な心境だった。

「かわいそうに。汐里さんが、専務の名前を出すから」

　専務とは、私が専属秘書として仕えている桜さくら宮みや優ゆう成せいさんである。国内最大手の航空会社〝ＡＬＬオール　ＡＩＲエアー　ＮＩＰＰＯＮニッポン〟の取締役専務。

　桜宮専務の曽祖父が創始者で、現在の社長は父親。桜宮家の長男として生まれた専務は御曹司。社長の引退後には、桜宮専務が跡を継ぐだろう。

「専務の名前を出してはいけないのですか？」

　私たちは歩きだし、エレベーターホールへ歩を進める。

「ええ。だってあなたは、桜宮専務の庇ひ護ご下かにいるって周知の沙汰よ。本当は恋人同士なんじゃないかとも噂うわさされているわ」

「だからって……話の途中で……。ビビるくらいなら、誘わなければいいのに」

「そうよね～」

　三和子さんは相あい槌づちを打つ。

「あんな男はダメよ。しっぽ巻いて、行っちゃったじゃない。桜宮専務のお気に入りの汐里さんを誘うには、もっと男気がなくちゃ」

「そうでしょうか……」

　桜宮専務と私が恋人同士だという噂は、切れることなく飛び交っている。

　本当は違うのに……。

　私がＡＡＮに入社を決めたのは、私立の女子大に在学中、就職活動をするにあたり、桜宮家の主治医となっている自分の父親に勧められたから。

　商社や銀行なども受けたけれど、桜宮家の面々とも顔見知りだったから、ＡＡＮは居心地がよさそうに思えた。しかも、ＡＡＮは国内最大手の企業で、お給料も他より高かった。

　そして、桜宮家の長男である専務の秘書となって、今年で六年目になる。

　恋人同士という噂のせいもあり、私は二十七歳のこの年でも、付き合った男性がいない。

「あ、来たわ」

　重役階専用のエレベーターに三和子さんが乗り込み、私も後に続く。十五人乗りの箱には私たちだけ。私は二十五階のボタンを押す。

　我が社は品しな川がわ区の湾岸地域に本社ビルを構え、二十五階の最上階が役員・重役専用フロアとなっている。

「高たか嶺ねの花に声をかけることができただけでも、褒めてあげるわ」

　ふふっと笑みを漏らす三和子さんは、斜めに流している前髪を、指先でサラッと払った。

　一ひと重えで切れ長の和風美人の彼女は、私より四歳上で、二年前に結婚をしたけれど、去年離婚している。もう結婚は懲り懲りで、独身を貫くと聞いている。

「高嶺の花の使い方を間違っています。私ではなく、三和子さんじゃないですか」

「あら、違うわよ。誰も付き合うことが叶かなわない秘書課の高嶺の花は、汐里さんよ」

　反論すれば堂々巡りになる。次の言葉に困っていると、二十五階にエレベーターが到着した。三和子さんが降りて、私も続いた。

　秘書たちは重役の執務室にもデスクがあるが、エレベーターを降りた正面にある秘書室でも仕事ができるように、フリーデスクが用意されている。

　秘書室へ入る前に、私たちはエレベーター横にあるレストルームでメイクを直す。

「ほら、鏡を見て」

　隣でメイクを直していた三和子さんと、鏡の中で目と目が合った。

「くっきり二ふた重えの猫のような綺き麗れいな目に、鼻筋の通った美の見本のような形の鼻でしょ。唇はランチを食べてすっかりリップが落ちても、濃いピンク色。まったく、女の私でさえもキスしたいくらいよ」

　三和子さんに手放しで褒められて、困惑する私だ。そんな私を尻目に彼女は続ける。

「それに、整った輪郭に、艶やかなブラウンの髪」

　胸の位置まである髪は、就業中は邪魔になるため、後ろでひとつにバレッタで留めていた。

「この完璧な顔は、私では太刀打ちできないわよ」

　ニッコリ笑う三和子さんに、私は首を左右に振る。

「本当に、今まで恋人ができなかったことが信じられないもの」

　そう。私はこの年になるまで、男性と縁がなかった。実家が病院を経営しており、裕福なため、男女共学の幼稚舎以降、小学校から大学まで女子ばかりの私立の学校へ通っていた。

　優しい兄がふたりいて、男性が苦手にならずに済んだのは幸いで、こうして仕事ができている。

「婚活パーティーにでも参加してみようと思っているんですが」

　私の発言に三和子さんはギョッとなって、リップを持ったままこちらを向いた。

「婚活パーティーに？　そんなところへ行かなくても、お医者さまの兄ふたりに紹介してもらえばいいんじゃないの？」

　その提案は絶対にあり得なくて、大きく頭を横に振る私だ。

「ふたりは絶対に紹介をしてくれません」

　優しいのはいいのだが、過保護なところがあり、一生独身の私を養ってやるというのが彼らの口癖。三十五歳の長男・尊たける兄さんはまだマシなのだけど、三十二歳の次男・壮そう二じ兄さんはひどいシスコンなのだ。

　私に恋人ができたら、どんな反応をするか怖い。そうはいっても、ふたりの意見を尊重して一生独身ってことは絶対に嫌。

「シスコンの兄たち、本当に困ったものね」と、以前から話をしている私と一緒に、三和子さんはため息をこぼした。




　レストルームを出て、三和子さんは秘書室へ。私は資料を集めている途中の仕事を終わらせるために、専務室へ向かう。

　本日は重役たちの月一回のランチミーティングで、秘書課の室長のみ同行していた。

　専務室の出入口近くにあるデスクに着くと、肩をがっくり落とす。

　せっかく誘おうとしてくれていたのに……。でも、桜宮専務の名前でしっぽを巻いて逃げる男性なんて、うまくいくわけがないか。

　パソコンの電源をＯＮにして、起動するのを待つ間、窓へと顔を向ける。一面の大きな窓から見えるのは東京湾。時折、旅客機が大空を飛んでいるのも見える。

　七月下旬。今年の梅つ雨ゆも二日前に明け、窓の向こうではぷかぷか浮かぶ小さな雲や、静かな水面がキラキラ輝く東京湾の海が、真夏の到来を教えてくれているようだ。

　桜宮専務と私が恋人同士だと噂されているのは知っていたけれど、事実無根。

　桜宮家の主治医である父親との縁で、幼い頃から何度か桜宮専務とは顔を合わせていた。

　だけど、七つ年が離れているため、桜宮専務はほとんど見かけることがなく、遊んでくれたのは私より五歳上の桜宮家の長女・華はなさんだ。次男の朝あさ陽ひさんは中学生のときから、パイロットになる夢を叶えるため、アメリカへ留学してしまっていたから。

　朝陽さんは私の兄・壮二の親友で、そのこともあって彼が帰国後、ときどき三人で食事に行ったりしていた。

　桜宮専務もイギリスの有名大学へ留学し、卒業後、世界の主要都市にあるＡＡＮの支社へ赴任して、二十八歳で本社へ異動になった際、専務取締役になった。

　私が入社したのはその一年後で、当時、三ヵ月後に退職予定だった先輩秘書に仕事を教え込まれ、後任の専務秘書となったのだ。




　明日の会議資料を作成しているうちに、桜宮専務が戻ってきた。いつ見ても非の打ちどころのない、眉目秀麗の桜宮専務だ。

　作業を中断して、私は即座に椅子から立ち上がり、「おかえりなさいませ」と頭を下げる。

「ただいま」

　百八十五センチあると聞いている高身長の桜宮専務は、颯さっ爽そうとした足取りで自分のデスクへ向かう。その背中の後を、私はついていく。

　彼は襟につくくらいの黒髪で、少し癖がある。前髪はアップハングにしており、眉はきりりとし、漆黒のような黒い目はなんでも見透かしてしまいそうなほど鋭い。意志の強そうな口元はどことなく官能的で、完璧なイケメンだ。

　先月結婚した弟の朝陽さんは、桜宮専務を少し柔らかくした顔立ちの美麗な男性で、我が社の最年少機長である。容姿端麗で御曹司であることから、ＣＡたちの間では『王子』と呼ばれている。

　そんなＣＡたちから絶大な人気の朝陽さんが見初めたのは、我が社のグランドスタッフの砂さ羽わさんだった。今、ふたりは幸せな新婚生活を、ここからさほど離れていない品川区のタワーマンションで送っている。

　結婚式の準備を私が手伝ったこともあって、砂羽さんとはいろいろな話ができるほど仲がよくなっていた。

「汐里。いつものように、ランチミーティングの議事録は後で南なん場じょうからもらうように。ファイリングを頼む」

「かしこまりました。ただ今コーヒーをお持ちします」

　頭を下げ、専務室を出てカフェスペースへ向かった。

　入社した当時から、桜宮専務はふたりきりのとき、私を『汐里』と呼ぶ。他の重役や秘書がいるときは『一条くん』と。私を小さい頃から知っているせいで、下の名前が呼びやすいのだと思っている。

　そう考えても、桜宮専務の形のいい薄めの唇から、滑らかな低音で呼ばれると、いつも心臓が暴れだす。気づかれないようにするのが大変だった。

　秘書になった最初の頃は、以前会ったことのある素敵なお兄さんという気持ちだった。その気持ちはだんだんと〝好き〟に変わっていった。

　秘書という仕事は、桜宮専務のプライベートなことまで耳に入ってくる。三十五歳の健康な男性に、今まで恋人がいなかったわけではない。

　でも結婚にまでは至らず、どの女性とも長続きしないようだった。現在、私が知る限りではフリーと認識している。

　就業後、デートに出かけるであろう桜宮専務を見るたびに、胸が痛みを覚えていたものだ。以前、社屋のロビーで桜宮専務と元カノとの待ち合わせを目にした記憶を、よみがえらせてしまった。

　頭から元カノを追い出し、カフェラテやカプチーノなどを淹いれられるマシンの前に立って、アイスメニューからブラックコーヒーのスイッチを押した。

　ブラックコーヒーにほんの少しだけ甘みが感じられるのを、桜宮専務は好む。最初の頃は微妙な塩あん梅ばいがうまくできずに、何度もやり直しをさせられていた。今ではそんなこともなく、彼の好み通りにコーヒーを淹れられる。




「どうぞ」

　淹れてきたアイスコーヒーを、邪魔にならないように、そして手が届きやすい場所に置く。

「ありがとう。インターナショナルの共同運航便の報告書を頼む」

「かしこまりました」

　昨日ファイリングした書類がしまわれているキャビネットへ歩を進め、目的のファイルを手にして桜宮専務の元へ戻り、手渡した。

「ご用がなければ、十六時から広報課の笹ささ島じま部長とのミーティングまで、秘書室で控えております」

「わかった」

　用事がある場合は、内線で伝えることになっている。

　秘書室は南場室長がいて気が抜けないが、桜宮専務の存在を感じながら仕事をするよりも気が楽だった。桜宮専務の動きひとつで、神経を過敏にさせてしまうから。




　秘書室へ入ると、三和子さんは席を外していた。フリーデスクに着いているのは、専属秘書ではないサブの秘書が四人と、専用のデスクで仕事をしている南場室長だ。

　彼はものすごい勢いでキーボードを打っている。先ほどのランチミーティングの議事録を作成しているのだと推測する。

　専務室を出てから淹れたミルクティーが入ったプラカップを片手に、私もパソコンの前に腰を下ろし、パスワードを入力して仕事を始めた。




　その夜、二十時三十分過ぎに帰宅した私は、両親とともに夕食を食べていた。職場から二十分ほどの実家は、駅から七分ほどの〝一条総合病院〟の横にある。

　代々住んでいる土地で、増築や改築などを行い、我が家は７ＬＬＤＤＫＫと、なんとも入り組んだ間取りになっている。

　今は、亡くなった祖父母が住んでいた一画は使用しておらず、いずれは去年結婚した長男の尊兄さんがリフォームして住むことになる。新婚夫婦は実家の近くに住んでおり、休日にはふたりで食事に来ることもある。

　次男の壮二兄さん、私が『壮兄』と呼んでいる彼は、大学生のときは大学に近いマンションでひとり暮らしをし、現在は実家暮らし。

　院長である父は帰宅して晩酌をしているが、壮兄はいない。父と母の会話から察するに、壮兄は当直らしい。

「私が後でお夜食を持っていくわ」

「持っていってくれる？　助かるわ。我が家の男たちは、上げ膳据え膳が当たり前だから」

　壮兄は食に無頓着で、ひとり暮らしをしていた頃、三日に一度は母が料理を持っていっていたのを思い出す。

　お母さんが過保護だから……。

　大人なのだからお腹が空けばコンビニやレストランへ行けるのに、心配でいろいろとやってしまうから、それが当たり前になっているのだ。

　とはいえ、壮兄の当直時、私も帰宅していればお夜食を持っていくのが恒例になってしまっているのは否めない。

「尊のように、壮二も嫁さんを見つけてくれれば、母さんもなんやかんやと世話をしなくて済むだろうに。汐里、恋人の話は聞かないか？」

「全然聞かないわ」

　そっけない返事になってしまったけれど、本当に知らないのだから仕方がない。

「そうか。汐里ももうすぐ二十八だな。お前ももう嫁に行ってもいい年だ」

　自分に矛先が回ってしまい、心の中でため息をつく。

「そう言われても、お付き合いしている人もいないのに、結婚だなんてまだまだ先よ」

「汐里は容姿端麗なのに、どうしていないのかしら……」

　母はいつもそこに行き着く。

　そして私も適当に、「どうしてだろうね？」で話を終わらせるのだ。




　おにぎりと、夕食のおかずを詰めた食品保存容器と、キンキンに冷えたアイスコーヒーが入ったボトルを保冷バッグに入れて、病院へ足を運ぶ。

　時刻は二十二時を回ったところだ。夏の夜はあちこちで虫の音が聞こえ、どこかで騒いでいる若者の声もしていた。

　夜間救急外来の出入口からカードキーで中に入って、明かりが落とされた廊下を進む。何歩か歩いた先の警備員室から、いつも現れる警備員が出てこない。

　見回りをしているのね。

　二階にある当直室へ、エレベーターではなく階段を使って上がる。驚かそうと思って、当直室のドアをノックせずに大きく開いた。

「壮兄！」

　ニッコリ笑顔で兄を呼んだ次の瞬間、私は目を見開き、言葉を失う。

　会社の専務室で別れた桜宮専務がソファに座り、壮兄に左の手のひらを包帯で巻かれていたのだ。

「専務っ！　いったい、どうしたんですか!?」

　私の慌てた様子に、桜宮専務は静かな口調で「落ち着け」と諭す。

　トレーの上に血のついた脱脂綿が置かれているこの状況なのに、いつものように彼は冷静沈着だ。

「お、落ち着いています」

　上ずってしまうところが、そうでないことを物語ってしまっているが。

　夜食が入った保冷バッグをテーブルの上に置いて、私はふたりに近づく。

「しおりん、夜食を持ってきてくれたんだ。ありがとう」

　壮兄は私の驚きをまったく気にせずに、ニコッと笑みを浮かべた。トレーの上をもう一度見てから、私は視線を桜宮専務に戻す。

「怪我をしているじゃないですか。それもこんなに血だらけで」

　よく見れば、チャコールグレーのスーツにも血痕がある。大判のハンカチで押さえていたのだろう。どす黒い血がべっとり付着していた。

「たいしたことはない。壮二、そうだろう？」

　包帯を巻き終えた壮兄は、トレーの上のものを蓋がついた大きなペール缶に捨てている。

「ああ。出血の割には縫うほどのこともなかったから。しおりん、そんな心配そうな顔をしなくてもいいよ」

「退勤後に、なにがあったんですか？」

　突っ立ったまま、私は桜宮専務の包帯の巻かれた左手から目を逸そらせずに尋ねる。

「バーで酔っぱらいに絡まれた女性を助けただけだ」

　いとも簡単に言ってのけた桜宮専務は、すっくとソファから立ち上がった。壮兄は私たちから離れ、部屋の隅にある洗面台で手を洗っている。

「そんなっ。今はナイフで刺される時代ですよ？　無理はしないでください」

「わかっている。小言はごめんだ」

「専務……」

　私はまだ心臓が暴れているというのに、桜宮専務はまったく解さず、気にしていない様子だ。

「壮二、助かった。じゃあ」

　戻ってきた壮兄に桜宮専務は声をかけて、出ていこうとした。

「タクシーを呼びますから、座ってください」

「そうだよ。優成さん、しおりんに任せて。腰かけて、夜食を食べよう。いつも食べきれないくらい多いんだ」

　壮兄の誘いで、桜宮専務はすんなりとソファに戻る。

　保冷バッグのファスナーを開けて、壮兄が中のものをテーブルに出しているのを見ながら、私はスカートのポケットからスマホを取り出して、タクシー会社へ連絡した。

「ほら。おにぎりが五つも入っているとか」

　文句を言いながら、壮兄は対面の桜宮専務におにぎりをひとつ手渡す。

「食べきれなかったら、スタッフにあげればいいでしょう」

「はいはい」

　ラップを取り去って、壮兄はおにぎりにパクッとかじりつく。桜宮専務も同様に食べ始める。その姿にホッとする私だ。本当になにかあったらと考えると、血の気が引く思いになる。

「専務、十五分後にタクシーが来る予定です」

「ありがとう。汐里、座ったらどうだ？」

「はい」

　桜宮専務の隣に腰を下ろした。

「しおりん！　どうして俺を通り過ぎて、優成さんの隣に座るんだ？」

「えっ？」

　壮兄の指摘に、桜宮専務の横でハッとなる私だ。無意識に座ってしまい、立ち上がろうと腰を浮かせる。そこへ私の手首が掴つかまれた。

「座れ。壮二、汐里は俺の秘書だ。無意識に隣に来るのは仕方がないだろう？」

「そうだけど、妬けるな。ほら、優成さん、しおりんの手を離して」

「壮兄っ。な、なにを言って！」

　掴まれていた手から、温かい体温が離れた。

　壮兄の冷やかしも私だけがテンパって、優成さんはサラッと受け流し、おにぎりを食べている。

　ドキドキと心臓を暴れさせてしまうのは、もうやめなければ……。




　お風呂から上がり、Ｔシャツと綿素材のショートパンツのルームウェアに着替え、自室のドレッサーの前で髪の水滴をタオルで拭ぬぐう。

　毛を傷めないように丁寧に押さえながらやっていたが、無性に込み上げてくるものが出てきて、わしゃわしゃとタオルを乱暴に動かす。

　あれから桜宮専務は、タクシーで白しろ金かね台だいの自宅へ帰っていった。『騒がせたな』と、ひとことだけ残して。

　本当に、万が一のことがあったら……と思うと、呼吸が苦しくなってくる。

　週末に社用のゴルフコンペがなくてよかったわ。

　桜宮専務のことを考えないようにして、ドライヤーで長い髪を乾かしながら、視線はドレッサーの隅に置いてある女性ファッション誌へと向ける。パラッと片手でめくったページに目が留まる。

【恋をしたら人生バラ色】

　綺麗な女性が両手を大きく広げて、嬉うれしそうな笑顔をこちらに向けている。

　恋をしたら人生バラ色……。ううん。そんなことないわ。恋をしたって、実らなかったら毎日がグレー一色。

　私の口から漏れるのは、バラ色ではなく、青色吐息。もういい加減に吹っ切って、新しい人生を歩まないと。




　翌日、久しぶりに愛車に乗って乗馬クラブへ赴いた。小学生の頃から始めた乗馬は、辞めることなく、ずっと続いている。社会人になってからは、それほど頻繁には来られなくなったけれど。

　一番夢中になっていた時期は高校生の頃で、乗馬馬術競技にも出るほど打ち込んでいた。

　土曜日の正午、乗馬クラブでは会員たちがサロンで生ビールやソフトドリンクを飲み、談笑している。クラブ会員のほとんどが、乗馬後に飲むのが恒例になっている。

　都内にあるこの乗馬クラブの会員は、医者や会社社長、弁護士、俳優など、裕福な人たちばかり。女性はブランド物で着飾り、ソファの上に無造作に置いてあるバッグは、いずれも手に入りにくいハイブランドのものだ。

　楽しそうに話をしている会員たちを尻目に、すぐに乗馬ができるようにと自宅から着てきた、白いポロシャツに黒いデニムキュロットの服装で、受付へ歩を進める。

　デニムキュロットは、スリムなデニム地で伸縮性に優れ、騎乗時に安定感が出るように尻革部分にシリコン素材が施されている。

　近づく私に、カウンターの中にいた女性が華やかな笑みを浮かべた。

「汐里！　待っていたわ」

　彼女は乗馬クラブのオーナーの娘で、馬術競技の日本代表になるほどの腕の持ち主。そして私の親友でもある、二ふたツつ木ぎ珠じゅ理り奈な。

　小学生の頃から一緒にレッスンを受けていた親友は、十八歳から五年間イギリスへ、向こうの乗馬を習うために留学した。現役を引退し、今年の三月に結婚した彼女は現在妊娠中。妊娠後期を迎え、お腹は大きく膨らんでいる。

　私の周りは結婚ラッシュである。

「汐里！　いらっしゃい！」

　満面の笑みでカウンターの中から出てきて、彼女は私に抱きついた。

「珠理奈、そんなに強くっ！　お腹、大丈夫!?」

「平気、平気。久しぶり」

　あっけらかんと笑いながら離れた珠理奈は、数歩離れて私を上から下まで舐なめるように見る。

「ど、どうしたの？　なにかおかしい？」

　彼女の視線にうろたえた私は、小脇に抱えていた乗馬ヘルメットを顔に持っていく。

「ちょっと、なにやってるのよ」

　顔を隠した乗馬ヘルメットを、珠理奈は笑いながら取りはらう。

「おかしくないって。その逆よ。完璧なスタイルに顔。ねえ、うちのモデルにならない？」

「ええっ？　モデル？」

　目を丸くしてギョッとなっている私の腕を掴んで、彼女はカウンター近くの空いているソファへ連れていく。

「今度うちのホームページをリニューアルするんだけど、本当のモデルを使うと、馬に慣れてないから違和感があるし。私が妊娠中じゃなかったらやるんだけど。汐里だったら、完璧なの！　ね？　お願いっ」

「お願いって……モデルなんてやったことないし……」

「大丈夫！　大丈夫！　汐里は立っているだけで気品があふれてるし、絶対に素敵なホームページになると確信してるの。忙しいと思うけど、お願いっ！」

　顔の前で両手をピタッと合わせて、頼みのポーズをする。

「……珠理奈」

　寝耳に水の依頼に困惑しながらも、今までの自分を変えたいと望んでいたことを思い出す。

　私の返事をもどかしそうに待っている彼女だ。

「わかったわ。うまくできるかわからないけど、やってみる」

「うわっ、やったわ！　早速お父さんに知らせなきゃ。今日来てくれてありがとう。連絡しようと思ってたところなの」

　二ツ木乗馬クラブのオーナーは珠理奈の父親で、乗馬協会の理事に名を連ねている。

「今、エリザベスを用意させるわね」

　カウンターの中へ戻り、珠理奈は受話器を上げ、私が慣れ親しんでいるエリザベスという十三歳の牝ひん馬ばを準備させるよう、スタッフに告げている。

　指でＯＫサインを作って私に見せる珠理奈に頷うなずくと、私はサロンから馬うま場ばへ出るドアへ向かった。

　室内アリーナの出入口でヘルメットを装着して、軽く準備運動をしていると、白馬がスタッフに連れられてきた。

「ベス！」

　数メートル先にいるエリザベスを呼ぶ。すると、エリザベスの歩調が少し速くなり、すぐ近くで停止した。

「ベス、久しぶりね。今日はよろしくね」

　エリザベスの鼻や頬を撫なで、首の辺りをポンポンと叩たたく。すると彼女は嬉しそうに私のほうへ顔を摺すり寄せてくる。

　エリザベスとは、このクラブに十年前にやってきたときからの付き合いだ。高校生から大学生の頃は、毎日ブラッシングをさせてもらうほど、私は彼女に夢中だった。

　社会人になって、会いに来る回数は少なくなったけれど、私たちの信頼関係は損なわれていないと信じている。

　現に、エリザベスはとても嬉しそうに見える。私は彼女の背に騎乗し、土が敷かれたアリーナへ誘導した。

　ゆったりと常なみ歩あしし、エリザベスの状態を確認しながら、速はや歩あしから駆かけ歩あしへと移行していった。




　半月ぶりの乗馬で、心地いい身体の痛みを覚えて帰宅する。

　乗馬クラブでシャワーを浴びてきたのに、車から降りた途端、ノースリーブの綿素材のワンピースから露出する腕やノーメイクの顔に、太陽の日差しが容赦なく照りつけ、汗が出てくる。

　帰宅途中、アイスクリームショップで買ってきた、チョコチップがたっぷり入ったミントアイスが楽しみで、玄関へ足早に向かう。

　時刻は十六時で、エアコンで冷えたリビングのソファに壮兄が寝そべって本を読んでいた。

「おかえり。二ツ木に行ってたんだって？」

　今朝、当直から帰ってきた壮兄は、私が家を出る際は眠っていた。今もまだ眠そうに見える。

「家にいてもやることないしね。チョコミントアイス買ってきたの。食べる？」

「食べる、食べる」

　身体を起こした壮兄に、アイスが入っているショッパーバッグを渡し、手を洗いに行った。

　リビングに戻ると、壮兄はテーブルにふたつ、チョコミントアイスが入ったカップを並べていた。残りのカップは冷凍庫へしまったようだ。

「いただきます」

　私は壮兄の隣に腰を沈め、早速カップを開けて口にする。

「んー。生き返るー」

　甘さの中にミントの爽快感が口いっぱいに広がり、頬を緩ませる私だ。

「土曜日の夕方、兄妹でチョコミントアイスを並んで食べるって……わびしいね」

　両親は一泊二日で、熱あた海みの別荘へ出かけている。

「そうか？　休息も必要だしな。そうだ。夕食は近くにできた石窯のピザレストランへ行かないか？」

「壮兄、誰も誘う人いないの？」

「いないこともないが、しおりんだと面倒くさくないし？」

　どちらかといえば、尊兄さんよりも壮兄のほうが美麗な顔をしている。壮兄は患者さんや看護師さんからも人気があり、頻繁に縁談が舞い込んでいた。それなのに浮いた話のひとつもなくて、両親が嘆いている。

　私も同じだけど……。

「私だと面倒くさくないって。他にいるんだったら、その人を誘ってみたらいいのに」

　それだから、三十二歳で独身なのだ。モテるはずなのに、本人にその気がないから。

　本気で壮兄が女性を好きになったら、すぐにでも結婚できると思う。イケメンで優しいし、気が利くし、お医者さまで裕福。

「朝陽さんが結婚して、『俺も』ってならないの？」

　話をしているうちに、持っていたカップのチョコミントアイスが溶けかけていることに気づいて、急いで口に入れる。

「ならないね。ごちそうさん」

　呑のん気きに言ってのけ、壮兄は食べ終わったカップをキッチンへ持っていった。

「お前は焦っているのか？」

　戻ってきた壮兄にふいに聞かれ、ハッと顔を上げる。真剣なまなざしで見つめられ、瞳を逸らしたくなった。

　私の恋愛話なんて、兄妹でしたくないし。

「女の二十八歳って、複雑なの」

　ドサッと隣に腰を下ろし、壮兄は肩をすくめる。

「まだ二十七だろ？　俺が面倒を見てやるって言っているんだし？『年齢が』って言っていると、妥協で結婚しかねない。そんな結婚なんていいことないさ。俺が認める男じゃないと許さないからな」

　笑いながらたたみかけてくる壮兄に、重いため息が漏れそうになるのを、グッと堪えた。

「あと一週間も経たずに二十八よ。俺が認める男って、誰を連れてきてもそんな気はさらさらないでしょ。少し疲れたから部屋で休むわ」

　金曜日に私はひとつ年を取る。今まで年齢のことなんて気にしていなかったのに、最近は頻繁に頭をよぎり、焦燥感に駆られる。

　すっくと立ち上がり、ドアへ向かう私に、声が降ってきた。

「十八時に予約しておくからな」

　今日はどうしてもピザが食べたいらしい。

「わかったわ。壮兄のおごりだからね？」

「ＯＫ。いつもそうだろう？　好きなだけ食べていいよ」

　振り返ると、私の機嫌を損ねた壮兄はニヤニヤ笑っていた。




　七月も今日で終わる。最終週の月曜日は桜宮専務の会議が五つも入っており、忙しくて気が抜けない。会議には経営戦略部の部長や課長クラスに、社長や重役たちも含め、それぞれの秘書なども出席するので、場所は二十四階の大会議室になる。

　その後、ランチミーティングを挟み、各所の会議室へ移動するスケジュールとなっている。

「おはようございます」

　九時が始業時刻の桜宮専務の出社は、八時三十分。私はさらに十分ほど早めの到着を心がけて出社している。

　桜宮専務の出勤時刻よりも遅いからといって、文句を言われたことはないけれど、完璧な秘書を目指している私は、彼よりも早い出社と決めていた。

「おはよう」

　専務室に入って、桜宮専務はまっすぐ自分のデスクへ向かう。そんな上司の左手を私は目で追う。まだ包帯は巻かれていた。

「コーヒーをお持ちします」

　ドア付近で明瞭に言葉にして、専務室を後にした。

　誰もいないカフェスペースでテキパキと用意をして、専務室へ戻る。桜宮専務はデスクに向かい、三十分後に行われる経営戦略会議の資料を読み進めていた。

「会議の前に、傷の消毒をさせていただきたいのですが」

　アイスコーヒーを置いた私は、壮兄に頼まれていたことを口にする。

「消毒？」

　資料から顔を上げて、桜宮専務は私から自分の左手へ視線を落とす。

「はい。兄から、傷の具合も診るようにとのことでした」

「わかった」

　了承を得て、私は自分のデスクに置いていた小さなバッグを持って振り返る。執務デスクで診させてもらおうと思ったのに、桜宮専務はソファへ移動していた。

「隣に座って」

　床に膝をつこうとする私に、包帯を外そうとしていた彼は、隣に腰を下ろさせる。

　何ヵ所かの傷口に、消毒液をしみ込ませた脱脂綿をそっと当てる。

　思ったよりもひどくなくて、ホッと安あん堵どする私だ。それでも痛みはあるだろう。

　こんなふうに手に触れることなんてなかったから、顔に熱が集まり始めるのがわかる。桜宮専務の男らしい手に触れていると、心臓がドキドキと高鳴ってきて、俯うつむいて処置をしている私は顔をなかなか上げられない。

　鼓動を気にしないように、新しい包帯をきちんと巻き終える。

「できました。傷口の化か膿のうは見られなかったので、問題ないかと思います」

「うまいもんだな」

「えっ？」

　思わず顔を上げると、桜宮専務は手を確認していた。包帯の巻き方を褒められたようだ。

「医者の娘ですから」

　平静を装い、サラッと口にする。

　中学生の頃までは、将来は医者になりたいとさえ思っていたが、馬術に夢中になって勉強漬けの毎日を過ごさなくなり、諦めたのだ。

「ありがとう」

　低音の滑らかな声でお礼を言った後、桜宮専務は立ち上がり、執務デスクへ戻っていく。

　ローテーブルに散らばったものを片づけ、私は会議へ行く準備を始めた。




　すべての会議後、専務室に戻ってきた私はデスクに着き、今日の会議資料のファイリングを始める。その後、会議の内容をまとめる作業に入る。

　すでに日は落ちて、オフィスの窓の向こうは暗い。海を移動する船のライトが時折点滅している。

　桜宮専務は広報部長と少し話があるとのことで、私だけ専務室へ戻ってきていた。

「あっと……明日のスケジュールを調整しなきゃ」

　急きゅう遽きょ、社長が羽はね田だ空港と関連オフィスを視察するとのことで、桜宮専務も同行することになっていた。

　パソコンのスケジュールソフトを開き、メモを書き入れたノートを確認しながら、視察時間を入れていく。時間は十時から十三時。その時間に入っていた予定をずらし、担当者にメールを入れた。

　社長の同行ということで、社長秘書の三和子さんもいる。明日の羽田視察が楽しみ。

　変更のスケジュールを桜宮専務へ送り、資料を確認しながらファイリングしていると、桜宮専務が戻ってきた。

「お疲れ。もう二十時だ。それは明日、視察から戻ってきたらやればいい」

「この作業はもう少しですから。残りは明日に回します」

『帰っていい』と言われたからといって、『はい』と行動に移すわけにはいかない。

　夜の予定がなければ、桜宮専務はたいてい仕事をしている。今日も執務デスクに座るなり、パソコンを立ち上げ、仕事を始めている。

　少しして、私は仕事に集中している桜宮専務に断りを入れて、専務室を出た。




　翌日は出社後、社長の社用車と桜宮専務の愛車の二台で、羽田空港のＡＡＮ社屋へ赴く。

　桜宮専務の車は、流線型のラインが美しい深緑のドイツ車。運転技術に長けている彼の隣の助手席に、私は座っている。

　社用車よりも自分で運転するほうを桜宮専務は好み、同行する私も頻繁に乗せてもらっている。

「社長は砂羽さんに会いたいんだろう。彼女のローテーションは調べ済みのはずだ」

　プライベート以外では、桜宮専務は父親を『社長』と呼ぶ。普段は『親父』と。

　パイロットで御曹司の夫がいるにもかかわらず、砂羽さんはまだグランドスタッフとして勤務していた。明るく働き者のお嫁さんで、社長夫妻から大事にされている様子。ふと彼女を羨む気持ちが芽生える。

　私も嫁ぎ先で、彼女のように大事にされたい。でも、そんなことを考えるのは早すぎるわね。まだ相手もいないのに。

「砂羽さんは素敵な方ですので、社長が可か愛わいがるのも無理はありません」

　車はＡＡＮの駐車場へ入るところだ。助手席から後ろへ顔を向け、社長の社用車がついてくるのを確認した。

　駐車スペースに車が停められ、車外へ出ると、社長と桜宮専務が並んで歩き、私と三和子さんは後ろからついていく。

　ＡＡＮ羽田の責任者と各部署の幹部たちが、社屋の出入口で出迎えている。彼らとの挨拶後、責任者と数人の幹部がつき、社屋を視察する。

　視察は年に数回行われ、そのたびに責任者や幹部たちは緊張した面持ちだ。

　まずはヘルメットをかぶり、飛行機の格納庫でシモンズ社の新型旅客機を見学。ラグジュアリーなビジネスクラスの席数が増え、エコノミークラスもゆったりとスペースが確保されている旅客機だ。

　ファーストクラスは無理だが、ビジネスクラスならば、という顧客をターゲットにしており、エコノミークラスでも快適に海外へ飛べるようにとの狙いである。

　新型旅客機を満足そうに見学し、社長は三和子さんに「乗ってみたいかね？」と笑いながら声をかけている。




　十二時近くになり、出発ターミナルのチェックインカウンターへ向かった。砂羽さんに会うために。

　グランドスタッフの制服は、水色の半袖のブラウスに、紺地にピンクの細いピンストライプが入ったタイトスカート。首に巻くスカーフは水色に赤の縁取り。そのスカーフが、我が社のトレードマークになっている。

　冬の制服は、長袖のブラウスに、スカートと同じ生地のジャケットを身につける。

　遠目から見ても、砂羽さんは制服がよく似合っている。お客さまに笑顔を絶やさず、テキパキと仕事をしていた。

　頭を下げてお客さまが離れていく。砂羽さんは、顔を上げたところに社長と桜宮専務が立っていて、びっくりしていた。少し離れた場所から眺めていた私は、その様子に微ほほ笑えむ。

　そして、ふと視線をずらした私は、小さな子供がよちよち歩いている家族連れが目に入った。母親は抱っこ紐ひもで小さな赤ちゃんを抱いている。父親に向かって手を出しながら歩く子供に、私は釘くぎづけになった。

　可愛い子供がふたりもいる彼らが羨ましい。私も早く赤ちゃんが欲しい。

「――里さん、汐里さん？」

　幸せそうな子供を目で追っていた私は、三和子さんの声にハッとする。

「あ、すみません……ぼうっとして……」

「いいのよ。砂羽さんって素敵な女性ね。桜宮機長は小柄な女性がタイプだったのね」

　三和子さんの言葉に、私は小さく頭を左右に振った。

「好きになった女性が、小柄だったというだけだと思います」

　ふたりは子供の頃、空港の展望デッキで最初に出会った。大人になって偶然に会えたのだと、砂羽さんから馴なれ初そめを聞いていた。

　ふたりを見ていると、幸せな結婚をしたくなる。そして赤ちゃんを抱きたい。

「桜宮機長のご結婚で、大多数のＣＡたちが嘆いたと耳にしたわ。今の彼女たちのターゲットは桜宮専務ね」

「ですね。桜宮専務は独身で、モデルのようにイケメンですから」

　仕えている人がモテると素直に認めたとき、砂羽さんから離れた社長と桜宮専務が、こちらへやってくるのが見えた。




　視察が終わり、羽田空港のＡＡＮ最高クラスのラウンジの個室でランチをする。ファーストクラスの乗客や特別な搭乗客のみ利用できる、ラウンジの個室だ。私も桜宮専務の同行で、年に一、二度来るくらい。

　個室の窓からは空港の滑走路が見え、次から次へと離着陸する飛行機を目にすることができる。

　料理は三和子さんがあらかじめシェフに頼んでおり、テーブルに着いた途端に運ばれてくる。

　ＡＡＮのラウンジ料理は、利用客から、国内の最高級の牛から作るハンバーグが絶品だとの声もある。

　前菜やサラダ、ラウンジ自慢のハンバーグが置かれていく。ゆったりとした時間は過ごせないので、料理は一度に用意されるのだ。

「優成。朝陽は砂羽さんと結婚して幸せそうだな。お前もそろそろどうだ？　浮いた話はひとつも耳に入ってこないが」

　社長に話を振られ、桜宮専務は口元をナプキンで軽く拭ふいて、肩をすくめてみせる。そんな息子の態度に社長はため息を漏らす。

「隣に素敵な女性がいるというのに」

　ひと口サイズに切ったハンバーグを口に入れようとしていた私は、ギョッとなって喉に詰まらせそうになった。

　隣って、私のことだわ……。

　横に座る桜宮専務へ、思わず視線を向ける。

「汐里さん、うちの優成はどうかね？」

　桜宮家の主治医である父が、社長と親交があるので、社長はいつも娘のように接してくれる。ＡＡＮに入社するまでは『汐里ちゃん』呼びだった。

　いきなりそんなことを聞かれても答えに困る。私の本音をここでさらけ出すわけにはいかない。

　三和子さんに助け舟を出してもらいたくて、社長から彼女に視線を移したとき、桜宮専務が口を開いた。

「親父、そんな話は汐里に失礼だろう？」

　彼の声色は一段低く聞こえ、その場の空気を引き裂くような音がした気がする。そう思うのは私だけなのかもしれないけれど。

　まったく場の空気がわからない様子で、社長はニコニコ笑って私に謝る。

「そうだったな。汐里さん、すまなかった」

「い……いいえ。……そ、そんなこと……」

　私は桜宮専務の言葉にショックを受け、不覚にも動揺した返事をしてしまった。

「汐里も驚きすぎて困惑している」

　そっけなくウーロン茶を飲んでから、桜宮専務はナイフとフォークを手にして再び食べ始めた。




　その週の木曜日、秘書室にいた私に一階ロビーの受付から電話が入る。

『桜宮専務にお会いになりたいと、大おお塚つかさまとおっしゃる女性の方がいらしているのですが。先日助けてもらったとかで……』

　受付の社員は少し当惑した様子だが、それよりも私の頭は、先日、桜宮専務が負った怪我を思い出していた。

「確認してみますので、待たせてください」

　受話器を置き、専務室へ内線をかける。

『はい』

　桜宮専務の静かな声が聞こえてくる。

「ロビーの受付に、大塚さまとおっしゃる女性が、お会いになりたいといらしているそうですが」

『大塚？』

　怪け訝げんそうな声だ。

「先日、助けていただいたとかで」

『……ああ……。わかった。通してくれ』

「はい」

　即座に私は受付へ内線をかけ、上に来ていただくよう伝えた。そして秘書室を出て、エレベーターホールで大塚さまを待つ。

　インジケーターを見つめていると、下からやってきたエレベーターが停まり、ドアが開いた。

　小柄な女性が降りてきた。大きな花柄のワンピースに、肩までの明るいブラウンの髪が緩やかなウエーブを描いている。

　目がぱっちりしており、可愛らしいという言葉がピッタリだ。

　こんな女性なら、騎士道精神を発揮するのも頷けるわね。

「大塚さまでいらっしゃいますか？」

「桜宮さんに早く会わせてよ！　もう、まどろっこしいったらありゃしないわ！」

　私は彼女の高飛車な物言いに驚いた。その瞬間、受付の社員が発していた言葉のニュアンスが困っていたことに納得がいく。

「はい。ご案内いたします」

　彼女の先に立ち、専務室へ歩を進めた。ドアをノックし、大塚さまを入室させる。

「桜宮さんっ！」

　こちらへやってくる桜宮専務のほうへ、大塚さまは一オクターブ高い声で名前を呼び、駆け寄る。彼女は彼の前でピタッと止まり、深々と頭を下げた。

「あのときは本当に助かりました。ありがとうございます。私の代わりに怪我をさせてしまって、ずっと気になっていたんです。大丈夫でしょうか？　あの、これ、有名なショコラティエが作ったチョコなんです」

　心配そうな瞳を向けた大塚さまは、小さなショッパーバッグを桜宮専務に押しつけた。先ほどの高飛車な物言いは、怪我が心配で一刻も早く会いたかったからなのかもしれない。

「バーのオーナーが俺のことを話したと連絡があった。だが、気にしないでいい。もう傷はよくなっているので」

　お茶を用意するために、私が専務室を出ていこうとした、そのとき――。

「汐里」

　桜宮専務から名前を呼ばれて立ち止まり、驚きの表情を見せないように振り返る。

「汐里、こっちへ来てくれないか」

　人がいるのに、またもやプライベートの呼び名を……。

　そこで悟った。私となにかあるように見せかけて、彼女の好意が無駄だということをわからせたいのだろう。

　笑みを浮かべて、桜宮専務の元へ向かった。

「汐里、チョコは好きだろう？　これをいただいたから、後で食べるといい」

　俳優さながらの甘い笑みを私に向けて、桜宮専務は大塚さまからいただいたショッパーバッグを持たせた。彼の麗しい笑みを見せつけられて、私は平常心を保つのに必死だ。

「大塚さま、わざわざ彼の手の傷を心配してくださり、ありがとうございました。私が毎朝消毒しましたので、すっかりよくなりました。もうお気になさる必要はありません」

「そ、そうでしたの……お、お礼を言いたかったんです」

　動揺を必死に隠そうとしている彼女は、もう一度、桜宮専務に熱い視線を送る。

「来ていただいたのに申し訳ない。これから会議があるので」

　微かすかな期待をしている大塚さまが、大きく肩を落としたのがわかった。

「では、またバーでお会いできたら嬉しいですわ」

　小さく微笑みを浮かべて、彼女は残念そうにドアのほうへ向かう。

「ひとつだけ……」

　帰ろうとした彼女の背中に、桜宮専務は言葉をかけた。

「は、はい！」

　嬉しそうな声が専務室に響く。

「いろいろな男と付き合うのは勝手だが、今度は助けが入るとは限らない。気をつけることだな」

「し、失礼なっ！　男のほうが寄ってくるのよ！　せっかく来たのにお説教されるとは思わなかったわ！　顔はいいけど、性格は最低な男ねっ！　美人秘書をはべらせて、そっちこそ、やり手ですことっ！」

　大塚さまは心底憤慨した様子で、肩をプルプル震わせて乱暴に専務室を出ていった。

「……彼女を、ここへ通すべきではなかったのではないでしょうか？」

　結局は彼女に悪態をつかれ、踏んだり蹴ったりではないかと思う。

　ため息を漏らす私に、桜宮専務は気分を害した様子もなく、ふっと笑みを漏らす。

　助けた大塚さまの本質を、桜宮専務はわかっていたのかもしれない。案の定、彼はそれを示唆する言葉を口にした。

「これでよかったんだ。何度も来られては困るからな」

　桜宮専務は執務デスクに戻るが、私はあんなふうに人を罵る女性を初めて見たショックで佇たたずんでいた。

「ありがとう。汐里。さすが機転が利く」

「い、いいえ」

　普段は向けられたことがない、先ほどの甘い笑みを思い出してしまった。まともに桜宮専務を見られずに、視線を自分の手元に落とす。

　あ……チョコレート……。

「これは、いかがいたしましょう？」

　彼女が言った通り、有名なショコラトリーのショッパーバッグで、私も滅多に買わない、ご褒ほう美びに買う高級チョコレートだ。

「汐里が食べてくれ」

「それは……ちょっと……」

　彼のために選んだチョコレートを、無神経に食べられるわけがない。

「なら、ごみ箱に捨てろ」

「それも……」

　もったいない……。ショコラティエが丹精込めて作ったものだから。

「汐里はどうしたいんだ？」

　わけがわからない、と桜宮専務は眉根を寄せて首を傾かしげる。

「……私はいただきませんが、秘書課で」

　もらった理由を話さずに食べてもらおう。

「それでいい。この後、広報課の者が色校を持ってくる。すぐに俺に渡してくれ」

　仕事モードに切り替わった桜宮専務に、私は気を引きしめ、「かしこまりました」と返事をして専務室を退出した。










二　退職願の行方




　羽田を視察した日、私は少し前から考えていた退職を決心した。このままでは、赤ちゃんを腕に抱く日が来ない。

　望みのない恋と仕事を諦めて、お見合いをして結婚。そして子供のいる家庭を築き、幸せに暮らしたい。だから仕事漬けの単調な毎日より、私生活の充実を選ぼうと心に決めた。

　一身上の都合と書いた退職願は、バッグの中。桜宮専務のことを考えてしまうと、退職願を提出する勇気が出ず、金曜日になってしまった。

　大塚さまがいらしたときに私に向けられた彼の笑みを、ふいにもう一度思い出して、首をプルプル左右に振る。

　社長が私との交際を尋ねたときも、桜宮専務は意に介さずだった。

　吹っ切らないとね……。

　その思いを強くするために、二十八歳になった今日、朝食の席で父に『誰かいい人がいたら紹介してほしい』と頼んだ。先日、そろそろ見合いでもしなさいと口にしていたのに、父はあっけに取られていた。

　テーブルをバンッと叩いて立ち上がったのは、壮兄。

『壮二？　どうしたの？』

　母は、壮兄が不機嫌極まりない顔つきなのがわからないようだ。私は壮兄の反応は想像できていた。

『見合いなんて反対だ』

『でも、出会いがないから、汐里がお父さんに頼んでいるのよ？　あなたがどうのこうの言ってもねぇ』

『壮兄が反対しても、私はお見合いするって決めたから』

　私のお見合いにまで口を出すなんて、シスコンにもほどがあるとビシッと言いきる。

　重いため息を漏らして、壮兄は首を左右に振り振り、リビングダイニングから出ていった。

　そんな一時間前のことを思い出しながら、私は今、桜宮専務のアイスコーヒーを用意している。

　専務室へ入ると、桜宮専務は窓辺に立ち、景色を眺めていた。

　ううん。眺めているのではなく、考え事をしているのかもしれない。

「コーヒーをお持ちしました」

　背を向けている桜宮専務に声をかけ、執務デスクの上にアイスコーヒーを置く。

「ありがとう」

　彼は振り返り、こちらへ歩を進めてきた。

「そうだ。今日のランチの予定を入れておいてくれ」

「かしこまりました。お時間は？　レストランの予約をいたします。何名に？」

　しっかり頭に叩き込むつもりで、無駄のない動作で椅子に腰かける桜宮専務を、私はまっすぐ見る。

「俺と汐里だけだ」

「えっ……？　もう一度お願いします」

　聞き間違いよね？

「今日は誕生日だろう？　夜は先約があるから、ランチをごちそうする」

　目を丸くして、驚きを隠せない。私の驚きに構わず、桜宮専務はパソコンの電源を入れ、書類を手にする。

　専務秘書になって以来、ふたりで食事をすることも多々あったけれど、それはあくまでも仕事上の関係だ。今まで誕生日に食事に連れていってもらったことはない。

「どうした？　ぼんやりして。誰かと約束している？」

「いえ、あの――」

「予約も俺がしておくから。ここを十二時に出る。そのつもりでいてくれ」

　間の抜けた「は……あ……」という返事しかできなかった。

　自分のデスクへ向かう最中も、頭の中で〝？〟マークが増えていく。どうして誘われたのかわからない。

　そこへデスクの上の電話が鳴り、ハッとして意識を集中させる。それは秘書室からで、桜宮専務宛の電話を取り次ぐと、仕事を始めた。




　桜宮専務が連れてきてくれたのは、会社から車で十分ほどのところにある高級レストランだった。白と黒を基調としたシックなインテリアに、高い天井。窓からは停泊しているさまざまな大きさのクルーザーが臨める。

　真夏の今の時期、その景色を見ているだけで涼しげだ。

　さすが桜宮専務ね。お店のチョイスがいい。

　そう思った途端、女性を連れてきたことがあるのだろうと脳裏をよぎり、悲しさよりもむなしさが先に立つ。桜宮専務ではなくて、私を好きだと言ってくれる人と、こんなところでデートをしたい。

　天井までの高い窓があるテーブルに着く。ここまで案内される間に、食事をしている他の客を目にしたが、男性はスーツ、女性はおしゃれな服装で、仕事中のランチではなくプライベートで来ているように見受けられた。

　コースを選び、料理を待つ間も、緊張は否めない。

「機内食のプランが――」

「今は仕事じゃないんだ。帰ってから聞くよ」

　なにか話さなければと思った私は、即座に遮られてしまった。

　仕事じゃなければ、ただ単に私の誕生日を祝う会……？

　思案しているうちに、ウエイターがやってきて、丈の長いグラスにノンアルコールのシャンパンを注いでいく。

「汐里、誕生日おめでとう」

　シャンパングラスを掲げて、桜宮専務はお祝いの言葉を口にした。

「ありがとうございます」

　まだ緊張感は続いており、顔が引きつっている気がする。

「覚えていてくださっているとは思いませんでした」

　こんなことは初めてなので、淡い期待をしてしまいそうになる。

「壮二が、手の具合を尋ねる電話のときに、雑談で今日が君の誕生日だと言っていたんだ」

　それでだったのね……。

　私の淡い期待は、シャンパングラスの中身のように、しゅわしゅわと消えていく。

　桜宮専務の手の傷はよくなっていた。三日間ほど私が消毒をし、包帯を交換していたが、現在はテープだけになっている。

「いくつになったんだ？」

「二十八です。兄が余計なことを話したせいで、お食事を設定してくださり、ありがとうございます」

　壮兄から聞かなければ今はなかっただろうと思うと、胸が痛みを覚える。

「二十八か。君が小さな頃から知っているから、そんなに経ったとは思えないな」

「その言い方はお年寄りみたいですね。私と桜宮専務は、それほど離れていないじゃないですか」

　容姿端麗な桜宮専務は、三十五歳の男盛りで、今もテーブルに着いている女性客の視線を私はときどき感じていた。

　ふっ、と桜宮専務は鼻で笑い、前菜のカルパッチョを綺麗なナイフとフォーク遣いで口へ運ぶ。

　彼にとって、私は職務に忠実な秘書で、プライベートでは知人の娘。その立ち位置でしかないのだろう。

　会話は仕事のことではなく、主に双方の兄弟の話。

「華さんから、誕生日カードを送っていただきました」

　心のこもったカードとクッキー、そしてラグジュアリーなバッグが昨日届いた。カードのことしか言わなかったのは、誕生日プレゼントをねだっているように思われたくなかったからだ。

「君たちは仲がよかったからな」

「はい。優しいお姉さんです」

　華さんが日本を離れたのは、彼女が十八歳のとき。アメリカの有名大学の機械工学科へ入学し、首席で卒業後、シアトルにあるシモンズ社へ入社した。華さんは女性ながらに飛行機開発のエンジニアだった。

　現在三十三歳の華さんは、三年前にシモンズ社の御曹司であるハワード・シモンズ氏と結婚して、女の子を産んでいる。年に数回、日本へ戻るときには必ず会っている関係だった。

　メインディッシュは、マデラ酒を使ったソースの軟らかい牛肉。とてもコクのあるソースに舌鼓を打つ。桜宮専務も気に入った様子だった。

　ペロリと平らげ、三種のアイスとジェラートの盛り合わせが運ばれてくる。私の好きなチョコミントアイスがあったので、笑みを深めながら堪能した。

　そして食事が終わったのは十三時三十分。いつものランチ休憩よりも時間がかかってしまったけれど、上司がいるから気にせずにいられる。でも桜宮専務はこの後、会議がある。

　私は腕時計へ視線を落とした。あと三十分で会議が始まる時間だ。

　もうこうしてふたりで食事をすることはなくなる。そう考えて、私の胸がズキッと痛みを覚える。

　退職したら、彼と会えなくなるのだ。

「……桜宮専務、今日はお祝いをしてくださり、ありがとうございました。ごちそうさまでした。とても美お味いしかったです。素敵なレストランですね」

「雰囲気もいいし、美味しかったな。また来よう」

　桜宮専務が席を立ち、この時間が名残惜しかった私も椅子から離れた。

『また来よう』……は、ふた通りに解釈できる。ひとつは次回も私と。もうひとつは誰かを誘って。前者ではないだろう。もう気持ちを吹っ切らなければ。

　ようやく私は退職願を出す決心をした。




　秘書室に戻ったとき、いつもの席に南場室長がいた。

「室長、お話があるのですが」

「改まって、どうしましたか？」

　視線を仕事中の秘書たちへ向けてから、南場室長は立ち上がる。

「カフェスペースへ行きましょう」

「はい」

　私は南場室長の後についていく。カフェスペースに着くと、彼は「なにか飲みますか？」と尋ねた。

「いいえ。室長はどうぞ」

「話を先に聞きましょう。なにかありましたか？」

「会社を辞めたいのですが」

　次の瞬間、南場室長は驚きを通して、口をあんぐり開けて言葉を失った。そして頭を小さく左右に振って、咳せき払ばらいをひとつした。

「辞めたい？」

「はい。一身上の都合で辞めさせていただきたいのです」

「……私の一存では、なんとも……。桜宮専務には？」

　私は首を横に振る。

「いいえ」

「一条さんが辞めて一番困るのは桜宮専務ですから、話を直接通してください」

　動揺の色を見せながらも、きっぱり言葉にした南場室長は、コーヒーマシンにプラカップをセットする。

「ええっ……」

「そうしてください。では」

　でき上がったアイスコーヒーのプラカップを手にして、南場室長はカフェスペースを出ていった。

　桜宮専務に直接……。

　いずれ知られることだけど、私の口から話すのは気まずい。けれど、行動に移さなければいつまで経っても進まない。今日は金曜日。退勤する直前に話そう。




　十八時を回り、これから桜宮専務は旅行代理店の社長と会食に出かける。今日の会食に私は同行しない。

　上司が執務デスクの上を片づけているのを見て、私はすっくと立ち上がった。退職願と書かれた白い封筒を手に持って。

「桜宮専務」

　執務デスクの前に立った私に、手を止めて桜宮専務は顔を動かした。

「郵便か？　急ぎでなければ、そこに置いておいてくれ」

　顔を上に向けるときに、私が持っている封筒を見たのだろう。

　椅子から腰を上げ、斜め後ろのポールにかけられたサマースーツの上着を手にした。

「いえ。今見てほしいのですが」

　上着を羽織りながら、桜宮専務は再び私へと視線を向ける。

「わかった」

　彼は手を私のほうへ伸ばした。

　私の暴れる心臓はこれ以上ないほどで、手も微かに震えている。大きく息を吸い、両手を組むようにして、持っていた白い封筒を差し出した。しっかり表面を向けて。

　桜宮専務の伸ばされた手が止まる。封筒はまだ彼の手に渡っていない。

「退職願？」

　鋭い視線に私はひるみそうになった。

「誰の退職願だ？」

「私のです。室長に提出しようとしましたら、専務に直接相談してくれ、と」

　決心が揺らがないよう、間髪を容れずに言葉にすると、桜宮専務は唖あ然ぜんとした。

「汐里の？」

　まったく解せない様子で腕を組んだ桜宮専務は、形のいい眉をギュッと寄せる。

　差し出した退職願は行き場を失い、執務デスクの上に置いて、桜宮専務のほうへそっと滑らせた。彼は苦虫を嚙みつぶしたような表情で退職願を手にして、中から一枚の紙を出す。

「一身上の都合とは、なんだ？」

「一身上の都合なので、そう書いたまでです」

　怒りを抑えたような桜宮専務の低い声に、震え上がりそうになりながらも、まっすぐ彼の目を見て、きっぱり言った。

「その一身上の都合はなんなのかを聞いているんだ」

「桜宮専務、お約束に遅れてしまいます」

「構わない。汐里、教えてくれないか？」

　本当の退職理由は言えない。

「個人的な理由なんです。専務、大事な代理店の社長との会食です。遅れずに行ってください」

「……これで受理したとは思わないでくれ。理由を説明してほしい。週明けに話そう」

　桜宮専務は私の返事を待たずに、専務室を出ていった。

　ドアがバタンと音をたてて閉まると、私は大きく息を吐いた。あれ以上話をしていたら、私の精神が持たなかったかもしれない。

　彼は納得してくれていない。秘書なんてたくさんいるし、私でなければ、ということでもないのに……。

「週明けに話そうって……」

　土日に桜宮専務の納得がいく理由を考えなければならなくなって、頭が痛い。




　日曜日は珠理奈から頼まれた、二ツ木乗馬クラブのホームページリニューアルの撮影があり、私は朝早く愛車で向かった。

　乗馬はお手の物だけど、鞍くらの上で表情を作るのは慣れていないせいか難しい。

　乗馬ヘルメットからブーツまで、正式な乗馬服を身につけている。黒のジャケットにスリムな白のズボンで、それらは真新しく、この日のために珠理奈が用意したとのことだ。この他にジャケットを脱いだ姿や、ズボンを取り替えての撮影もある。

「汐里、綺麗よー」

　カメラマンが無数にシャッターを押す中、私を見守っている珠理奈が大きな声を上げる。

「ちょ、そんなこと言わないで。照れるでしょ！」

　乗馬クラブのメンバーが馬場の隅で撮影を見学しているのもあって、恥ずかしい。馬上で大げさな笑顔にならないように気を使いながら、私は珠理奈をたしなめる。

「だって本当のことだもの。ね、桐きり谷たにさん」

　シャッターを切る桐谷さんに、珠理奈は声をかけた。

「綺麗なのは事実なんだから、諦めて。ほら、顔を顰しかめない。美人だからそれもいいけど。はい、スマイル！　そうそう、笑顔で。いいね！」

　大柄な身体を身軽に動かし、桐谷さんはシャッターを押し続けている。彼は腕のいい有名カメラマンで、女優やモデルなどの写真集を手がけている。被写体をその気にさせるのがうまいのだろう。

　私をリラックスさせるように言葉をかけながら、自分が動き回り、ときには寝そべってファインダーを覗のぞいていた。

「はい！　ＯＫ！　次の衣装に着替えてきて」

「ありがとうございました」

　私は馬上から地面へ身軽に降りる。そこへ、大きく突き出たお腹に左手を当てながら珠理奈が近づいてきた。

「お疲れさま！　はい。水飲んで」

　右手に持っていた冷たいミネラルウォーターのペットボトルを、私に渡してくれる。

「ありがとう。ちょうど喉が渇いていたの」

　真夏の撮影で、汗をかかないようにあまり水分を摂らずにいるが、やはり喉は渇いて身体が水を欲している。

　ゴクゴクと冷たい水を喉に流して、「ふう～」と口をすぼめた。

「夏場にジャケットじゃ暑いわよね。早く脱いで」

「ごめん。新品なのに汗が……」

「いいの、いいの。今回着てもらった服や小物は、汐里にプレゼントするものなの。ショップとタイアップができたから、もらってね」

　都内で最大の会員数を誇り、裕福なメンバーが多い二ツ木乗馬クラブが推しているショップなら、タイアップして損はないだろう。

「ありがとう。どれも素敵だから嬉しいわ」

　私と珠理奈は更衣室へ向かった。室内へ入るとエアコンが効いていて、外へ出たくなくなる。

「げんなりしているわね。大丈夫？　水分を摂ってね」

「大丈夫。涼しいから気持ちいいわ。さてと、次の服は？」

「ちょっと待って！」

　近づいてきたクラブスタッフの女性から、珠理奈は衣装を受け取った。

「これでお願い。サロンで待っているわね」

「了解」

　衣装を珠理奈から渡された私は、更衣室へ歩を進めた。




　撮影は十五時までかかり、無事に終了した。

　乗馬服からノースリーブのワンピースに着替えた私は、珠理奈と乗馬クラブ近くのイタリアンレストランで早い夕食をとることにする。日に当たりすぎたのか、頭痛がしていたけれど、珠理奈と久しぶりの時間を過ごすほうを選んだ。

　おしゃれなイタリアンレストランの広い店内は、夕食にはまだ早い時間帯のせいで、数人のお客さましかいない。

「かんぱーい」

　私たちはグレープフルーツジュースで乾杯した。

「汐里、お疲れさま！　本当に助かったわ。でき上がりが楽しみよ」

「珠理奈も一日中いて、疲れていない？　お腹は大丈夫？」

　お腹が大きい彼女は、母親という自覚が出てきたのか、どっしり構えているみたいに見える。

　私も、妊娠したら珠理奈みたいになれる？

「大丈夫、大丈夫。お父さんも満足していたわ。モデル料を弾むって」

　そう言って、珠理奈はシーザーサラダをパクッと口へ入れた。

「モデル料？　聞いていないわ。いらないからね。乗馬服をたくさんいただいちゃったし」

「それとこれとは別よ。といっても、すごい金額じゃないから期待しちゃダメよ。謝礼程度だから。ねえ、それよりも本当に会社を辞めるの？」

　今日の打ち合わせの電話をもらった際、退職すると珠理奈に伝えていた。明日、桜宮専務と話をするのだと思い出し、気持ちが落ち着かなくなる。

「うん。金曜の退勤前に退職願を出したの」

「そんな思いきったことを……で、辞めてどうするの？　桜宮専務にもう会えなくなるのよ？」

「お見合いをして、いい人だったら結婚する」

「ええっ!?　綺麗さっぱり桜宮専務を忘れて、お見合い相手と結婚できるわけないじゃないっ。汐里の性格ならなおさらよ」

　私の片想いをずっと見守っていてくれた親友は、目を大きく見開いて、驚きを隠せない。

「でも、このままでいたら、私は母親になれないわ」

「汐里の気持ちはわかるけど……仕事を辞めずに結婚相手を探すっていうのはどう？」

　小さく笑みを浮かべて、私は首を左右に振った。

「そんなことをしていたら吹っ切れないし……もういいの。誕生日のお祝いだって、金曜に初めてランチに連れ出してくれたけど、ただそれだけ。長年勤めた秘書を慰労するだけだったの」

「ただ食事をするだけ？」

「そう。いつもと変わらない食事で、私の胸がドキドキ高鳴っていただけ」

　オマール海え老びと真ま鯛だいの新鮮なオードブルがテーブルに置かれ、気を紛らわすために二枚の皿に取り分ける作業をする。

「すんなり受理されたの？」

「ううん。一身上の都合だけではわからないって言われたわ。週明けに話そうって」

　桜宮専務と対たい峙じすることを考えると、眉根に皺しわが寄って、ため息がこぼれそうだ。

「美人で仕事ができる秘書を手放したくないと思うわ」

「それは言いすぎよ」

　茶化した珠理奈の物言いに、私はクスッと笑う。

「私の代わりはいるし、慣れれば大差なく仕事をこなせるもの」

「そうかしら……」

「大丈夫！　一身上の都合の理由はちゃんと考えたから。一ヵ月後には毎日乗馬をしているかもしれないわ」

　空元気な私に、珠理奈は心配そうな瞳を向け、「汐里が決めたことなら応援する。でも、後悔する前によく考えてね」と言ってくれた。




　家の駐車場に到着し、壮兄の車の隣に愛車を停め、外へ出る。頭痛は珠理奈と別れてから、もっとひどくなっていた。

「ふう～」

　ズキズキする頭を動かさないようにして、いただいた乗馬服が入っている大きなショッパーバッグを肩にかけ、重い足を玄関へ運んだ。

「ただ今戻りました」

　リビングダイニングへ入ると、両親は食事中だった。壮兄はいない。

「おかえりなさい。撮影はうまくいったの？　食事は？」

　若い頃にモデルをしていた母は美人で、私は母親似だと言われている。

「うん。まあまあ。夕食は珠理奈と食べたわ。疲れたからもう休むね」

「汐里、顔色が悪いが？」

　内科医の父には、いつもすぐに知られてしまう。

「少し頭痛がするだけ。薬を飲んで寝ます」

「ああ。そうしなさい」

　キッチンの中へ進み、冷蔵庫からミネラルウォーターのペットボトルを手にして、二階へ上がった。

　窓が開いていない部屋はムッとした暑さで、すぐさまエアコンのスイッチを押してルームウェアに着替えた。

　十二畳の洋室は少し涼しくなり、高校生になってから買い替えたアンティークデスクの引き出しから頭痛薬を取り出す。艶があるこげ茶のマホガニーのアンティークデスクは、今もお気に入りだ。

　薬を水で流し込み、ベッドに力なく横になった。いつもよりも騎乗している時間が長くて、足が痛い。

「身体がなまっているのね。前は一日中乗っていても痛くなかったのに」

　ひとりごちて目を閉じようとしたとき、ドアがノックされた。

「しおりん？　大丈夫か？」

　ドアが小さく開き、心配げな壮兄の声がした。

「平気よ」

　私はドアのほうへ視線だけ向ける。

　ベッドサイドのランプの明かりを頼りに、壮兄がベッドに近づいてくる。帰宅してそのまま私のところへ来たようで、麻のベージュのジャケットを着ていた。

　ベッドの横で膝をついた壮兄は、私の額へ手を置いて熱を確かめる。

「少し熱いな」

「撮影で汗をかきたくなくて我慢してたから、水分が少し足りなかったみたい。食欲もあるし、たっぷり水も飲んだから心配はいらないわ。頭痛がするだけなの」

「軽い熱中症だな。今より頭痛がひどくなったり、吐き気がしたらスマホで呼んで」

「ありがとう。おやすみなさい」

　まだ二十時にもなっていない宵の口だが、目を閉じると眠りに引き込まれていった。




　翌朝、スマホのアラームが鳴る前に起床した私は、身体を起こした途端、めまいに襲われる。

　まだ体調は戻っていないか……。

　額に手を置いてみたが、それほど熱いわけではない。仕事も山積みで休むわけにもいかない。筋肉痛もある、だるさの抜けない身体で、足を床につけた。

　出勤の支度を済ませ、壮兄という関門に備えて、大きく深呼吸をする。

　下りた先のリビングダイニングでは、母が三人分のベーコンエッグとサラダを用意していた。

「お母さん、おはよう」

「おはよう。体調はよくなったの？」

　テーブルでオレンジジュースをグラスに注いでいた母は、手を止めた。

「まあまあ。久しぶりに長い時間、馬に乗ってたから足が痛いけど」

「もういつまでも若くないのよ。出産だって早いほうがいいんだから」

　苦笑いを浮かべる私に、追い打ちをかけるようなことを言われて、ため息が漏れそうになった。

　退職のことはまだ話していなかったから、母としてはもどかしいのだろう。

「それくらいわかってるから。お父さん、お見合いのことはなにか言ってた？」

「汐里が気に入りそうな人を喜んで探しているわよ」

　そこへ、ワイシャツにスラックスを身につけた父が姿を見せた。

「ん……壮兄は？」

「壮二は夜中に呼び出しがあってな」

　夜中に患者さんに緊急事態があったのだろう。医師はつくづく大変な仕事だと思う。

　とりあえず、壮兄に体調チェックをされずに済むのはよかった。少しの熱でも仕事に行くなと言うはずだから。




　いつもよりも十五分ほど早めに出社し、ＩＤカードで専務室に入った私は、ギクッと足を止めた。

　時刻は八時十五分。桜宮専務がすでに仕事を始めていたのだ。ジャケットは脱ぎ、ワイシャツの袖を捲まくって、いつもはきっちり締められているネクタイが緩んでいる。

　喉仏から緩められたネイビーのネクタイまでのラインに、こんなときなのに色気を感じてしまった。

　朝からそういった姿を見ることは滅多になくて、心臓をドクドク打ち鳴らす。

「おはようございます」

　一面の窓を背にしている桜宮専務に、出入口で声をかけ、頭を下げると、動揺を見せないよう自分のデスクへ移動する。

　桜宮専務と対峙する心構えができる前に、早くも彼の姿があって狼ろう狽ばいしていた。

「おはよう。早速だが話を聞こうか」

　席を立ち、桜宮専務はソファに移動するとドカッと腰を下ろして、長い足を組む。

　ただそれだけなのに、自分がどのくらい魅力的なのかを彼は理解していない。いるだけで女性の目を引きつけてしまう人である。

　デスクの上にバッグを無造作に置き、私は桜宮専務の前に座った。グレーのタイトスカートを撫でつけ、膝頭をピタッと合わせ、膝下から足先までを斜めにする。

　そして背筋をピンとさせ、少し苛いら立だちを見せる桜宮専務の顔へと視線を向ける。

　彼は身体の前で腕を組み、小さなため息とともに口を開いた。

「さてと、退職したい理由を聞こう」

　膝の上で握った両手に力を入れ、私は自分を奮い立たせる。

「海外へ出たいんです。短期間ではなく、長期で。世界に目を向けて、自分を見つめ直したくて」

「長期といっても、どのくらいのスパンで？　どこへ行き、どうやって自分を見つめ直すんだ？」

　次から次へとたたみかけられ、言葉がグッと詰まってしまう私だ。

「……まだ決まっていません」

「行き先は決まっていなくとも、自分をなぜ見つめ直したいんだ？　順風満帆な人生を送っているように思えるが？」

　桜宮専務には、私が順風満帆に過ごしているように見えるのね……。確かに一般の人よりも、家族や仕事関係では恵まれているかもしれない。ただし、私に足りないのは愛してくれる人。

　はあ……こんな話、口が裂けても言えない。愛情に飢えているだなんて……。

「汐里？」

　桜宮専務の鋭い目が、私を射抜くように見ている。

「……足りないものがあるんです。私は欲張りなので、それをどうしたら手に入れられるのか、探しに外へ出たいんです」

「仕事をしながらでは見つけられないのか？　その漠然とした足りないものを」

「山を乗り越えてからじゃないと、見つけられそうもないんです」

　彼は目を細める。まるで私の心の中を見透かすように。

　目と目を合わせていられなくて、私はそっと左手の腕時計へ視線を落とした。

「十時の会議まで、あまり時間がありません。そろそろ……」

　私にだって、出勤後のいろいろな確認と、会議の準備もあるのだ。

「そんなものは待たせておけばいい。俺は今、一番の大問題と向き合っているんだ」

　足を組み直し、桜宮専務は威圧的な雰囲気を醸し出している。

　大問題……。

「それほどの問題だとは思えません。他に秘書はいますから、選出されたら私が辞めるまでに、仕事をできるようにさせます」

「できるように？　それだけでは務まらないことくらい、わかっているだろう？　俺が求めるものを完璧にサポートしてもらわなければならないんだ。汐里のように」

　引きとめる理由が、私に好意を抱いているからだったら、即座に退職願を撤回するだろう。

　でも、仕事を完璧にこなせる秘書がいなくなるのが困るからだとはっきりさせられて、胸がツキンと痛みを覚えた。

　治まっていた頭痛が、この時間でぶり返してきている。気力がほぼなくなって、桜宮専務と話し合いができそうにない。ズキンズキンとした痛みに、無意識に額へ右手を置いた。

「本当に……お願いします」

　話を終わらせたくて、すっくと立ち上がった私は、深々と一礼する。顔を上げようとしたそのとき、目の前がグラッと揺れて足に力が入らなくなった。

「汐里!?」

　スーッと意識が暗闇の中へ引き込まれていく感覚に抵抗できず、桜宮専務の驚きの声を最後に、わからなくなった。




「そうだ。急に意識を失った。熱がある。ああ。あと五分で着く」

　桜宮専務のきびきびした低い声が聞こえてきて、私はハッとして目を開けた。

　シートが倒された助手席に乗せられていた。目を開けた先には、運転する桜宮専務の彫刻のような横顔が少しだけ見える。

　病院へ連れていかれる最中なのだろう。向かっているのは一条総合病院のはず。

「専務、申し訳ありません」

　シートの横に手をやって、身体を起こそうとした。

「気がついたか。そのまま横になっているんだ」

　ステアリングから手を離して、私のほうへ手が伸びる。でもそれは私に触れることなく戻っていく。

「突然、気を失ったりして申し訳ありませんでした。もう大丈夫ですから」

「いいから寝ていろ」

　断固とした声色の桜宮専務だ。ここで押し問答をしても疲れるだけなので、素直に聞くしかない。

「壮二に連絡した」

「はい……」

　電話の相手は、やっぱり壮兄だったのね。

　そっと腕を顔のほうへ持ち上げて、腕時計で時間を確かめる。

　まだ九時を回ったところで安堵した。私を降ろしてからでも会議に間に合う。

　そして桜宮専務の運転する車は、病院の車寄せに停められた。ドアロックが解除された瞬時、外側から開けられた。

「しおりん！」

　心配そうな顔の白衣姿の壮兄が頭を車内に入れて、私の額から頬、手首に触れる。

「壮兄は整形外科医でしょ。尊兄さんに」

　一番上の兄は内科医だ。

「俺が連れていくから」

　壮兄は、私の脇と膝の裏に腕を差し入れようとした。

「ちょ、ちょっと待って。医者なんだから、抱き上げないで。患者さんの目に触れるわ。歩けるから」

「気を失った割には元気だな」

　不機嫌そうな壮兄だけど、抱き上げて連れていかれるのは恥ずかしいし、人の目もある。

　壮兄を押しのけようとしたとき、彼の後ろに桜宮専務が立っているのが見えた。

「壮二、どけ。俺が連れていく」

「そ、それもダメです」

　素直に壮兄は立ち位置を桜宮専務に譲り、私はあっという間に抱き上げられていた。

「専務、下ろしてください」

　恥ずかしくて、さらに熱が上がったように思える。

「言っておくが、社内で何人もの目にこの状態を晒さらされていたからな。恥ずかしければ俺の肩に顔をうずめているんだ」

　恥ずかしすぎて、言われた通り桜宮専務の肩口に顔を伏せる私だった。彼のグリーン系の爽やかな香りを胸いっぱい吸ってしまって、胸がドクンドクンと忙しい。

　この高鳴りが届かないように祈るばかりだ。




　ベッドがたくさん並んでいる処置室に通され、静かに下ろされる。

「ありがとうございます。専務、会議の時間が」

　スーツのジャケットの袖を少しずらして、桜宮専務は高級車が買えると言われる価格の腕時計へ視線を落とす。

「しっかり休養するように」

「はい……ありがとうございました」

　もう一度お礼を口にした私に、桜宮専務は小さく頷いた。

「俺が今朝しおりんに会っていたら、出社させなかったのに」

　壮兄は私を睨にらんでから、処置室を出ていく桜宮専務を見送って、戻ってきた。




　尊兄さんに診察され、軽い熱中症から脱水症状を起こしていたとの見解だった。処置室で点滴を受けた後、自宅のベッドに寝かされた。夜にまた点滴とのことで、ベッドサイドには点滴スタンドが用意されている。

　桜宮専務に迷惑をかけてしまったわ……。

　気を失うなんて初めてのことで、私自身、驚いている。

　少し楽になったものの、睡魔に襲われ、今朝の桜宮専務との話し合いがうまくいったのか考えているうちに、眠りに引き込まれていった。




　その夜、仕事を終わらせた壮兄が点滴の用意を始める。ベッドの上で食事を済ませた私は、ずいぶん気分がよくなって、身体も軽くなった気がしていた。

　明日は出社できそうだと、腕に針を刺す壮兄に話す。

「それはやめたほうがいい。昨日、ちゃんと診るべきだったよ。そうすれば倒れることもなかったのに」

「そうだけど……仕事が忙しいの」

「さっき優成さんから電話をもらって、体調が戻っても明日は休むようにと言っていたよ」

　点滴が管に落ちる速度を、壮兄が調整する。

「えっ……」

「俺からストップをかけろって。無理しないように、とね。それと、余力があれば、ちゃんと考えるようにって。優成さんの言葉、意味わかる？」

　退職の件だわ……。

「う、うん……」

「さすが優成さん、しおりんの性格を熟知しているよ。釘を刺さないと無理をするしね。じゃ、また様子を見に来る」

「うん。壮兄、ありがとう」

　横になりながら、部屋を出ていく壮兄の背中を見送る。

　桜宮専務は忙しいのに、先手を打たれるとは思ってもみなかった……。




　上司の指示通り、翌火曜日は休暇を取らせてもらい、水曜日に出社した。月曜日と同じ時間に専務室へ到着すると、まだ桜宮専務の姿はなかった。

　私のデスクには書類が置かれ、数えきれないくらいのメモがベタベタと貼られている。それらはすべて桜宮専務の達筆な文字。その一枚を手に取ったとき、専務室のドアが開いて、上司が姿を見せた。

　メモを再びペタッと戻し、桜宮専務のほうへ歩を進ませる。

「おはようございます。このたびは大変ご迷惑をおかけしました」

　両手を身体の前で組んで、深々と直角に近いお辞儀をした。

「大丈夫なのか？」

「はい。問題ありません。すぐにコーヒーをお持ちして、メモを処理します」

「ああ、頼む。ご覧の通り、汐里がいないと仕事がうまく回らない」

　暗に辞めるなと言っているのは察することができるが、小さく微笑んで専務室を退出する。

　カフェスペースへ行くと、秘書課の後輩たちがコーヒーを淹れながら話をしていた。

「いいな～。汐里さんを抱き上げて颯爽と歩く専務の姿を拝めたなんて」

「でしょ。めちゃくちゃカッコよかったわ。汐里さんが羨ましかったもの」

　どうやら私の存在に気づかないで、ふたりは月曜日の話をしているようだ。

「本当に専務と汐里さん、付き合っているんじゃない？　お似合いよね」

「美男美女でね」

　悪口を言われているわけではないのに、居心地が悪くてここを離れようとした。

「あなたたち、美男美女の話はいいから、早くコーヒーを持っていきなさい」

　三和子さんだった。私の横に立ち、ふたりを真面目な顔でたしなめる。

　話に花を咲かせていた彼女たちは私に気づき、ビクッと身体を硬直させるような姿勢になった。そして、慌てて「おはようございます！　お先に失礼します」と言って、それぞれがコーヒーを持ってカフェスペースを出ていった。

「まったく。昨日もあなたたちの話で盛り上がっていたのよ」

　やれやれ、と三和子さんは苦笑いを浮かべる。

　今日の三和子さんの装いはクリーム色のパンツスーツで、仕事ができる女の代名詞のようなカッコよさがある人だ。

　私は桜宮専務と再び対峙しなくてはならないこともあって、黒のタイトスカートと黒のブラウス。これで黒のジャケットを着たら葬儀にも出られる。

「意識を取り戻したのは車の中で……やっぱり、専務室から抱き上げられていたんですね？」

「そうみたいよ。私も見たかったわ」

　ふふっと笑う三和子さんだ。

「で、もう体調はいいの？」

「はい。お騒がせいたしました。軽い熱中症から脱水症状を起こしたと」

　いつまでも話しているわけにもいかず、私はマシンにプラカップをセットして、アイスコーヒーのスイッチを押した。

　三和子さんが仕える社長の朝はお茶と決まっており、マシンの隣に立ち、急須に高級宇治茶の茶葉を入れている。

「特に悪辣な噂話ではないから、箝かん口こう令れいは敷かないわよ。しばらくは、ちょっとうっとうしいと思うけど。みんなはロマンスを期待しているのよね。ふたりとも手の届かない存在だから」

「私は手の届かない存在なんてことないです」

　アイスコーヒーが入り、ガムシロップを注意しながら注ぐと、木のマドラーで混ぜ、蓋をした。

「でも、みんなはこれでふたりが恋人同士だと確信しているわ」

　そう見られるのは頭が痛いけれど、あと一ヵ月間のこと。

「三和子さん。今週、退勤後にお時間が空いている日はありますか？」

「いつでもＯＫよ。後でメッセージを送って」

　私たちは話を終わらせ、それぞれの執務室へ戻っていった。




「コーヒーをどうぞ」

　執務デスクにプラカップを置こうとする。ふいに伸ばした桜宮専務の手が、プラカップを掴む私の指に触れた。私はドキッと鼓動を大きく跳ねさせてしまった。

「ありがとう」

　受け取ったプラカップに口をつけて、彼はアイスコーヒーを飲む。

「うまい。やはり汐里の淹れるコーヒーがいい」

　そんなこと、一度も言ったことないのに……。きっと昨日、好みのコーヒーが飲めなかったからそう言ったに違いないわ。

「では」

　お辞儀をして自分のデスクへ着席し、本日の桜宮専務のスケジュールを確認する。

　九時三十分から、旅客機内サービスの会議が入っている。月曜日にはなかった予定だ。デスクの上の書類は、一日かかっても処理が終わらなさそうに見える。

「病み上がりだ。無理せずやってくれ」

　私の考えを読んだかのごとく、桜宮専務の声が降ってきた。

　書類から顔を上げると、こちらを見ていた瞳と視線がぶつかり、また心臓を跳ねさせてしまった。

「は、はい。ありがとうございます」

　今日の桜宮専務は、やりづらい……。

　違うわね。私が意識しすぎているのだ。桜宮専務は普段と一緒。

　そう結論づけて、まずはメモの処理を始めた。




　会議の時間が押して、終わったのが十二時三十分。この後の会議は十六時からで、ランチをとったら溜たまった書類の整理をしよう。

　サンドイッチを買ってこよう。そうすれば秘書室で食べながら仕事ができる。

　性格上、仕事を溜めるのが嫌だし、突発的に同行することもあるので、少しの時間でも書類に目を通して処理したい。

　そんなことを考えながら、デスクの上の書類を抱える。

「なにをしているんだ？　食事に行くぞ」

「えっ……ランチミーティングが!?」

　記憶になく、スケジュールを見落としていたのかもしれない、と青くなりながらパソコンのマウスに触れた。

「違う。昼を食べながら仕事をしようとしていただろう？　そこにあるものは急がないから」

「はあ……」

「行くぞ」

　端的に口にした桜宮専務は、片手をスラックスのポケットに入れ、ドアへ歩を進める。重厚なドアを開けて振り返り、その場で困惑している私へ視線を向ける。

「食事に行こう」

　どうやら彼は、私にちゃんと食事をさせたいようだ。病み上がりだからだろう。

「はい」

　私は書類をデスクに置いて、待っている桜宮専務の元へ急いだ。




　連れてこられたのは、社屋に隣接した高級ホテルの和食レストランである〝紅葉もみじ〟。ＯＬのランチじゃ気軽に食べに来られない高級店だ。

　個室に案内され、目の前の桜宮専務は、お茶をすすっている。エアコンが効いている店内は温かいお茶が美味しい。

　特にここの店は、上等な茶葉で淹れるお茶も素晴らしいと評価されており、社長もこの紅葉がお気に入りだと三和子さんから聞いている。

「好きなものを頼めよ、と言っても、遠慮して選べないだろう。コースでいいよな？」

　メニューに興味がなさそうな上司は、パタンと閉じる。

「桜宮専務、ランチにここは高級すぎます」

「そうか？　病み上がりだから、和食のほうがいいだろう？　鰻うなぎは好きだったよな？」

　気にせずといった桜宮専務に、私は言葉を返せない。

「はい……気にかけてくださり、ありがとうございます」

　襖ふすまのところにいた着物姿の仲居さんに、彼はコースをオーダーした。

「壮二から、乗馬クラブのモデルをしたせいだと聞いた。以前から乗馬のことは知っていたが、まだ乗っていたんだな」

「ときどきです。もう若い頃のようには乗れません。自己管理ができず、本当に申し訳ありませんでした」

「驚いたが、謝ることはない。若い頃のようには……って、まだ若いだろう？」

　顔を顰めた私は、大きく首を左右に振った。

「若くはないです」

　だから焦っているのに……。

「俺には入社した頃と同じように見える」

「だとしたら、入社してから今まで進歩していないということになります」

　会話が一方通行に思え、なんだかヤケっぱちになってしまう。

「汐里はいないと困る存在だが？」

「……桜宮専務。いくら褒めてくださっても、辞めさせていただきますから」

　声が震えないように、お腹の底に力を入れ、きっぱり言いきる。

「一ヵ月でも二ヵ月でも休めばいい」

　茫ぼう然ぜんとなって、桜宮専務を見つめた。

「それって……」

「それでも足りなければ、三ヵ月でもいい。汐里に辞められると困るのは目に見えている」

　三ヵ月あれば、誰でも困らないくらいの秘書になるはず。しかも新人をあてがうわけではないのに。

　口を開こうとしたとき、仲居さんふたりがひつまぶしの膳を運んできた。

　大きなお盆の上には、ひつまぶしのお櫃ひつの他に、白焼きやお吸い物、うざくやごま豆腐、香の物と、食べきれないほどの料理が並んでいる。

「食べよう」

「いただきます」

　贅ぜい沢たくなランチだ。鰻は私の大の好物。美味しそうな照りのある鰻の身を、小さなしゃもじで茶ちゃ碗わんによそう。

　まずはそのまま食べて、残りを薬味とお茶でサラサラッといただく。今朝まで食欲はなく、トースト一枚だけしか食べられなかったのに、現金なことに、大好きな鰻とあって食べたい欲求が出ている。

「どうだ？　少し休んで戻ってくるというのは？」

　ここまで言ってもらえるのは嬉しい。けれど、辞めて桜宮専務を忘れなければならないのだ。

　でも今、辞めると言い張れば、この場の雰囲気が悪くなる。

「わかった。夏季休暇中に考えてくれないか。今は食事に集中しよう」

　今週の土曜日から八月十六日まで、お盆休暇がある。空港旅客関連の業務に携わっていない従業員の夏季休暇になる。旅客関連部署の従業員は繁忙期なので、この期間以外の好きな日に休みを取るシステムだ。

「……はい」

　決心は変わらないけれど、私が頷くのを見て、桜宮専務は料理に手を伸ばした。




　退勤後に三和子さんと会ったのは、翌日の木曜日。私たちは渋しぶ谷やに出て、何度か訪れたことのある肉バルで夕食をとっている。

　テーブルの上にはスペアリブや店自慢のポテトサラダ、そして中ジョッキのビール。昨日、鰻を食べたおかげで、食欲や体調が回復しているようだ。

「どうしたの？　話があるんでしょう？」

　そう言って、三和子さんは冷えてジョッキに水滴のついたビールをゴクッと喉に通す。私が誘った時点で、勘のいい三和子さんは話があると気づいていたようだ。

「はい。私、退職願を出したんです」

　唐突に切り出された三和子さんはびっくりした様子で、ジョッキをドンッとテーブルに置いた。

「今、なんて？」

「会社を辞めようと思っているんです」

　対面に座る三和子さんの顔を見て、私ははっきり口にした。

「ちょっと！　寝耳に水よ？　どうして辞めたいの？　こんな働きやすい会社、他にはないわよ」

「もちろん、それは承知しています」

「で、桜宮専務は？　あー、冷静にならなきゃね」

　グビグビと三和子さんはビールを飲む。ジョッキの中身はすっかり少なくなっている。私は首を横に振った。

「困る、と……」

　桜宮専務の反応を思い出すたびに、ため息が漏れる。

　お盆明けにもう一度話すとなると、辞める時期がさらに延びてしまうということだ。

「そうよね。他の秘書たちでは、汐里さんのように完璧にこなせないもの。でも、なぜ？　さっきも言ったけれど、うちより条件のいいところなんて滅多にないわよ？」

「転職をするわけではないんです……」

「え？　それは……結婚？」

　びっくりまなこの三和子さんに、私はふふっと笑みを漏らす。

「近いです。まだ相手はいませんが。お見合いをして結婚したいんです」

「お見合いっ？　汐里さんなら声をかければ……うちの会社はダメね」

「はい。大々的に恋人募集なんてできませんし。私、赤ちゃんが欲しいんです」

　ときどき見かけるベビーカーや、母親に抱っこされている赤ちゃんに胸が疼うずく。ここ最近、日増しにそうなっている。女性ホルモンがそうさせているのだろうか。

「赤ちゃんが？」

　唖然となる三和子さんは、「ふう～」と息を吐き出し、コクンと頷く。

「欲しい気持ちはわかるわ」

「このまま桜宮専務の秘書でいたら、一生結婚できそうにないので」

　私の話を聞きながら彼女はジョッキを口に運んだが、空になっていることに気づき、店員を呼んでお代わりを頼む。

「そっか……。でも、桜宮専務は汐里さんを手放すかしら……。あ、その理由を話したの？」

　私はクスッと笑った。

「そんなこと言えないですよ」

　正直に理由を告げたら、桜宮専務の反応はどうなのだろう……。

「海外へ行って自分を見つめ直したい、と。そうしたら、三ヵ月間の休暇をあげるから、戻ってくるようにと桜宮専務が」

「あらっ！　三ヵ月間も休職させてくれるの!?」

「最初は一ヵ月、二ヵ月。返事ができなかったら三ヵ月と。それだけ時間があれば、配属された秘書も慣れますよね」

　秘書課にいる秘書たちの顔を思い浮かべる。入社三年目の宮みや本もとさんがいいのではないかと思っている。専任秘書ではないし、南場室長も目にかけている様子。

「ううん……誰も汐里さんの代わりにはなれないわ。桜宮専務の秘書になったら、浮ついちゃって仕事どころじゃなくなるわよ、きっと」

「そうでしょうか……？　宮本さんが適任ではないかと」

　運ばれてきたジョッキを三和子さんは口にしてから、ブンブンと首を左右に振る。

「彼女はダメよ。桜宮専務ファンですもの。公私混同しちゃうわ」

「ファンだとしたら、しっかり従事するのではないでしょうか……」

　私のように。

「桜宮専務と汐里さん、お似合いなのに。社長も結婚させたがっていたでしょう？」

「……結婚は当人の気持ちが大切ですから」

「確かにそうだけど、当事者同士が盛り上がって結婚しても、離婚する場合もあるし」

　自分のことを例に挙げて、三和子さんは綺麗な顔に苦笑いを浮かべる。

「汐里さん、決心は固いの？　どうしても？」

「はい。これから婚活を頑張ります」

　きっぱり口にして、決心は変わらない、と私は意思表示する。それは自分に言い聞かせる言葉でもあった。




　その日、私の帰宅を待ち構えていたかのように、玄関横の書斎から父が出てきた。

「汐里、話がある。リビングへ来なさい」

「はい」

　バッグを肩から提げたまま、私は父の後についていく。リビングのソファには母もいる。

「おかえりなさい。座って。お父さんがお見合い相手を選んでくれたのよ」

　娘の気が変わらないうちに、父は探したみたい。ローテーブルの上には一枚の写真が置かれている。

　バッグをソファの端に置き、両親が並んで座る対面に腰を下ろした私の前に、父が写真を滑らせる。

「名前は白しら石いし克かつ美みくんといって、年は三十二歳。渡わた会らい医科大学付属病院の麻酔科医だ」

　医師会のパーティーで知り合ったという父の話を聞きながら、写真に目を落とした。腰から上の、わざわざこのために撮ったかのような写真だった。

　彼は短髪で黒ぶちの眼め鏡がね。スーツを着ている体たい躯くは細く見え、真面目そうな印象だ。

　私は白石さんを見てもピンとこなかった。

　この人と、話が進めば結婚……。

「どうだ？　見た目ではわからないが、男らしいんだ」

　写真を見つめたままの私に、父が補足する。

「ん……会ってみないとわからない」

「白石くんは十三日なら都合がいいと言っているんだが、汐里はどうだ？　日曜だし、もう夏季休暇じゃないのか？」

　数日後の日曜日だ。急なお見合いに、私の頭がついていかない。

　私自身がお見合いをすると言ったのに……。

「汐里、この人に決めなくていいのよ。フィーリングというものがあるのだから、合わなければお断りしてもいいの」

　母は私の気持ちを考えてくれているようだ。母の言葉に後押しされて、私は「十三日に会う」と言った。

　白石さんは地方の人で、ご両親も遠方ということで、大げさなお見合いではなく、ふたりでお茶をする気軽な感じになるという。

　私もそのほうがいい。カフェで会って話をする。双方が気に入ったら、その先へ進めばいいのだから。










三　お見合いはあっけなく




　夏季休暇の前日の金曜日。今日は本社の重役以上が参加する食事会が、十八時からある。毎年恒例のこの食事会は、秘書たちの慰労も兼ねてなので、私たちも出席する。

　この日ばかりは秘書たちも、無礼講とまではいかないが、高級ホテルの美味しい料理を食べて歓談する。

　今日の秘書課は華やか。秘書室に入った途端、カラフルなワンピースやスーツ姿の秘書ばかりだ。秘書課で唯一の男性である南場室長は、いつもと変わらないグレーのスーツ。

　ペパーミントグリーンのパンツスーツを見事に着こなした三和子さんが、近づいてきた。

「おはよう、汐里さん。黒のシックなワンピースね。レースが綺麗。よく似合っているわ」

「おはようございます。三和子さんは綺麗な色で、爽やかですね」

　今日の私は三和子さんの言葉の通り、全身黒。華やかな色味の服を着る気持ちには、なんだかなれなかった。

　それでもレースが生地に施されているので、食事会に出席してもおかしくないだろう。今は極力、目立ちたくない。

「カラフルの中に黒一点。目立たないように着てきたのだと思うけれど、かえって目を引くわよ」

「ここだからですよ。重役たちがいれば目立たなくなりますから」

　ニッコリ笑い、三和子さんは「それは食事会に行ってのお楽しみね。さてと、仕事、仕事！」と言って私から離れていく。

　そこで私が秘書室へ来た理由を思い出した。南場室長へ、桜宮専務からの書類を渡すのだった。

　この部屋でひとりだけ席が決まっている南場室長のデスクに、私は歩を進めた。

「室長、お疲れさまです。こちらが休み明けの役員会議に必要なデータと資料です」

「ありがとうございます」

「では、失礼します」

　お辞儀をして、その場を立ち去ろうとした私の背に、南場室長から声がかかる。

「一条さん」

　名前を呼ばれて振り返る。

「はい」

「……いえ、なんでもありません」

　なにか言いたげな表情を、南場室長はサッと戻した。

「……はい。失礼します」

　専務室に向かう廊下で、彼の顔はなんだったんだろうと、私は微かに首を傾げる。

　あ！　そうだわ。退職願の件がまだはっきりしないから、そのことを聞きたかったのかもしれない。




　新しん宿じゅくにあるＡＡＮの高級ホテルのフレンチレストランを貸し切っての食事会は、毎年豪勢な料理が振る舞われる。私もいつも楽しみにしていた。

「桜宮専務、配車のお時間は十七時三十分でよろしいでしょうか？」

　朝から精力的に働いている桜宮専務の今日の装いは、オーダーメイドの黒い三みつ揃ぞろいのスーツ。ネクタイは明るめのラベンダー色と濃いパープルの幾何学模様で、着やせする体躯は、なにを着ても見栄えがしてモデルのように素敵だ。

　私が今まで出会った男性の中で、一、二を争う色気をまとっている。争う相手は桜宮専務の弟・朝陽さん。恐るべし桜宮家のＤＮＡである。

「俺の車で行くから、手配はしないでいい。その時間に出よう」

　私は秘書たちと電車で向かうつもりだったから、「え？」とあっけに取られた。

「同じ場所へ行くんだ。一緒でいいだろう？」

「は、はい。よろしくお願いいたします」

　戸惑いながらも、表情にはなるべく出さずに頭を下げた。




　いつもと違うわ……。桜宮専務の様子が……。

　新宿の夜景が綺麗に見渡せる四十階の高級フレンチレストランの室内へ、動揺を隠しながら視線をさまよわせる。

　白いテーブルクロスがかけられた長テーブルのひとつには、社長をはじめとする重役たち。もうひとつのテーブルには秘書が座っているのが通例。

　だけど、今日はなぜか私の席が桜宮専務の隣にあって、有無を言うことも叶わず腰を下ろさせられてしまった。

　周りは常務や理事などの重鎮たち。救いなのは、私の隣には三和子さんがいるということ。

　こちらのテーブルにいるのは、秘書課では、あとは南場室長だけ。彼は対面の出入口に近い端にいて、フレンチレストランのスタッフたちと段取りをして、目を配っていた。

　三和子さんと目が合い、彼女もやれやれといった様子で小さく肩をすくめてみせる。彼女も向こうのテーブルへ行きたい様子。

　秘書たちの席へと視線を移動させてみれば、まだふたりは座れる余裕があった。

「秘書課の華がふたりいると、美々しいですな」

　六十代の理事のひとりが、満足げに顔をほころばせる。

　大げさな褒め言葉に、私は居心地が悪い。聞こえないふりで、端に座る南場室長へ顔を覗かせる。

「どうした？　落ち着かないか？」

　隣の席に座る桜宮専務が訳知り顔だ。

「当たり前です。どうして向こうの席じゃないんですか」

　小声で異議を唱える私に、桜宮専務は意地悪たっぷりに笑みを浮かべる。

「華が必要だという意見を尊重したんだ」

「お言葉ですが、私たちはコンパニオンではありません」

　周りに聞こえないくらいの声なので、自然に私たちは顔が近くなっていた。そんな私たちに、上機嫌な声が降ってくる。

「ふたりはお似合いだな。仲がよくてよろしい」

　桜宮専務の父親である社長だった。弟の朝陽さんに続いて、兄の桜宮専務を結婚させたがっている社長の意図が、その物言いではっきりわかった。華が必要だという意見を出したのは〝社長〟なのだと。

　桜宮専務は私をなんとも思っていないのだから、冷やかされると、穴があったら入りたい心境に陥ってしまう私だ。




　上等なシャンパンでの乾杯の後、各々が好きなお酒でコース料理を堪能している。フランス料理にはワインという壁が取っぱらわれていた。それはビール好きの社長が決めたよう。

　私は好きなシャンパンをいただき、三和子さんはポリフェノールたっぷりの赤ワイン。桜宮専務はソフトドリンクを飲んでいた。いつもなら最高級のお酒を飲んでいるはずなのに。

　桜宮専務以外の重役たちは意外にビール派が多く、半数が飲んでいた。

　好みの飲み物が贅沢に振る舞われる中、桜宮専務が今日は自分の車を出し、お酒を飲まないことが不思議で、私はずっと考えていた。

　もしかしたら、今日の桜宮専務は体調が悪い……？

　顔色や表情は普段と変わらないけれど、お酒は強いし、付き合いがいいからこういった席では断らない。

　対面に座る常務との会話が途切れたところで、私は桜宮専務のほうへ顔を向けた。すると視線に気づいた彼は、『どうした？』と言うように小さく首を傾ける。

「具合が悪いのでしょうか？」

「いや、なぜ？」

「今日はお酒を召し上がらないので。もし必要なら運転代行サービスを依頼しますが」

「頭を悩ませる秘書がいるからな。酒で楽しむどころじゃないんだ」

　サラッと嫌味を言われて、グッと押し黙りそうになる。

　それって、私のことよね？

「お酒を飲まない理由にはならないかと……」

「そんなに飲ませたいのか？　俺が潰れたらどうするんだ？　秘書として自宅へ送り届けてくれるのか？　それとも部屋を取って介抱を？」

　へ、部屋を取って、か、介抱？

　この六年間、意味深な言葉を彼が口にしたことはなく、思わず目を剥いた。

「クッ。そんなに驚くなよ。大きな目がもっと大きくなっている」

「じょ、冗談はやめてください。もちろん代行を呼んで、ご自宅へ送らせていただきます」

　顔がカアーッと熱くなり、手元のシャンパンをゴクゴクと一気に飲み干す。

「お、おい」

　普段の私がそれほど飲まないのを知っている桜宮専務は、慌てた様子を見せる。それが私には嬉しい。

「大丈夫ですよ。これくらい」

　空になったグラスを見ていたレストランスタッフが、なにを飲むかをすかさず聞きに来る。

　私は同じものを頼み、待たされずにグラスがシャンパンで満たされた。

「まあいい。俺が送っていくから、好きなだけ飲めよ」

　なんだろう。調子が狂ってくる。

　数えきれないくらい桜宮専務には送ってもらっている。彼の表情がいつもより柔らかく感じるのは、私が酔ってきている証拠なの……？

　常務に話しかけられ、桜宮専務の意識がそちらへ向いたことにホッと安堵して、いつの間にか目の前に置かれていた甘鯛のソテーを食べる。

「汐里さん、なんだかいい感じに見えるのは気のせいかしら？」

　甘鯛のカリッとさせた皮と、ふんわりしている身の触感を楽しんでいると、三和子さんの声に「えっ？」となった。

「な、なにを言っているんですか。気のせいです」

「そうかしら」

　赤ワインのグラスを手で小さく動かしながら、三和子さんは笑みを浮かべる。美女とワインが絵になりすぎて、女の私でさえも心臓をドキッとさせてしまう。

　結婚は懲り懲りなんて、もったいないな。

「社長が汐里さんを嫁に迎えたがっているのが、ありありとわかるわ。これは他の重役たちへの牽けん制せいだと思っているの」

　声を低くして、周りに聞こえないようにこそこそ話なので、三和子さんをまじまじと見つめてしまう。

「えっ？　今、なんて……？」

「重役たちの息子や孫は適齢期の男性が多いの。汐里さんは理想のお嫁さんとして人気だから、取られないようにあえて牽制しているのよ」

「そんなの考えすぎですよ」

　もしも社長がそんなことを本当に考えているのだとしたら、恥ずかしすぎる。




　飲みすぎるというほどのこともなく、美味しいフレンチを堪能して、重役たちをホテルの車寄せで見送る。次々に社長や重役が高級セダンに乗って帰宅する中、桜宮専務が私の前で足を止めた。

「行くぞ」

「ええっ？」

　まだ秘書たちが全員いるところで桜宮専務から声をかけられ、目が丸くなる。近くにいた彼女たちは当然のように「お疲れさまでございました」と彼に挨拶をしている。

「私は電車で大丈夫です」

「約束したはずだ」

　そんなことを言っても、私は酔っぱらっていないのに……。

「汐里さん、お疲れさま。桜宮専務がああ言ってくださっているのだから、お言葉に甘えなさいな」と、三和子さんに背中を押される。

「では……お先に失礼します」

　ここですったもんだしているのもスマートではない。車寄せに停められた愛車に近づく桜宮専務の後を追った。

　ドアマンに助手席を開けられ、席に座ると、すぐに桜宮専務はエンジンをかけて車を発進させる。

「遠回りになるので、送らなくてもよかったんです。社長とご一緒に帰宅すれば――」

「親父は飲みに行ったよ」

「そうでしたか……」

　レストランでの桜宮専務の言動が思い出され、今になって鼓動が暴れ始めた。

『そんなに飲ませたいのか？　俺が潰れたらどうするんだ？　秘書として自宅へ送り届けてくれるのか？　それとも部屋を取って介抱を？』

「汐里」

「は、はいっ！」

　心臓がドキドキしているせいで、ふいに話しかけられた私はビクッと背筋を正して、上ずった返事をしてしまう。

　この高鳴りはシャンパンのせいよ。

　鼓動を静めるために、胸に手を置きたいところを我慢する。

「まだ答えは出ていないよな？　休暇なら好きなだけ取ればいい」

　退職願の件だ。まっすぐ前を見ながら、桜宮専務は私に静かに話しかけてくる。

　ピンと背筋を伸ばしたまま、答えに困る私だ。私の気持ちは変わっていないから。

「その件は……」

　歯切れの悪い私に、桜宮専務はこれ見よがしに大きなため息をつく。途端に居心地が悪くなって、早く着くことをそっと心の中で願う。

「頑かたくななのはどうしてだ？　自分を見つめ直しに海外へ行くにしても、帰国後、職があれば気持ちは楽じゃないのか？」

「三ヵ月では、なんとも……」

　そこで沈黙してしまい、当惑する私だった。




　会話がない時間が続き、耐えられなくなったとき、自宅前に車が停まった。

「ありがとうございました」

　膝の上に置いていたバッグの持ち手をギュッと握ったまま、助手席で頭を下げ、お礼を口にした。

「あれは、壮二じゃないか？」

　病院のほうから、壮兄がブラブラと歩いてくる。

「はい。兄です」

　壮兄も桜宮専務の車に気づき、足早になった。私が車外へ出ると、一緒に桜宮専務も運転席から出てきた。

「優成さん、お疲れさまです。しおりんを送ってくれてありがとうございます」

「壮二、病院から今帰りか？」

「ちょっと呼び出されて」

　ため息とともに苦笑いが出る壮兄は、思い出したようにポンと手を打つ。

「あ！　そうだ！　優成さん、聞いてください。しおりんが見合いをするんです!!」

「見合い？　誰が？」

「誰がって、今言ったじゃないですか。しおりんですよ！」

　首を小さく傾げる桜宮専務に、壮兄は焦じれたように言って、唖然となっている私を睨む。

　驚いた様子で二の句が継げないような桜宮専務から、鋭い視線を向けられ、身の置きどころがない。

「そ、壮兄！　なんで言うのっ！」

「汐里が見合い？」

「そうなんです。自分から父にお見合い相手を探してって頼んだんですよ。しおりんが、見合いでしか相手を見つけられないやつに持っていかれるなんて考えられない！」

　私だって、お見合いでしか相手を見つけられないんですけど……。

「汐里、海外で自分を見つめ直したいんじゃなかったのか？　だから辞めたいと」

　刺すような視線を向けられて、じりっと一歩二歩、後退する私だ。桜宮専務の問いに答えられない。

「えっ!?　しおりんがそんなことを？　それに会社を辞める？　聞いてないですよ」

　夏季休暇明けにいろいろ聞かれるのは、まぬがれないだろう。もう開き直るしかないわ。

「壮兄、もう余計なことを言わないで。桜宮専務、送ってくださりありがとうございました。お気をつけてお帰りください」

　もう一度頭を下げ、壮兄の腕をガシッと掴んで門扉のほうへ足を運んだ。

「しおりん！　見送らないのか？」

　いつもと違う様子の私に驚きながら、壮兄がついてくる。

　私は振り返って桜宮専務を見ることができなかった。

「しおりん、会社を辞めてまで見合いをして結婚したいのか？」

　玄関に入るなり、壮兄は私に詰め寄る。

「そうよ。私は結婚して子供が欲しいの」

　今日は特別にピンヒールを履いており、それを脱ごうとする。

　余計なことを桜宮専務へ話してしまった壮兄に苛立ちを覚えながら、なかなか脱げないピンヒールへ手を伸ばし、乱暴に脱いで玄関横の階段へ進む。

「お前は優しいし、子供好きだからそう考えるのもわかるけど、早まるのはよくない」

　後ろからついてきて、壮兄は静かな声で諭してくる。

「早まってるわけじゃないわ。まごまごしてたら高齢出産の域になってしまうかもしれないの。お見合い相手すらいなくなるわ」

「はあ～。焦る必要はないのに。しおりんは美人なんだから」

　二階の自室に入ろうとドアの取っ手を握った私は、壮兄の無神経さにひとこと言いたくて、くるりと向き直った。

「美人、美人って。だからって、なんなのっ？　美人は関係ないの。結婚できる確約がどこにあるの？　もう放っておいて」

　こんな言い方、壮兄に投げつけたことはない。自分でも制御できない苛立ちが込み上げてくるのだ。

「とにかく、これからは婚活に集中しますから」

　ドアを勢いよく引いて、自室へ入ると鍵をかけた。

　どうしてこんなにイライラしちゃうの……？

　シャンパンのせいではなく、ないものねだりをしている自分のせいだ。

　壮兄、ごめんなさい……。

　ベッドの端に腰を下ろして、気持ちを落ち着かせるために、明後日のお見合いのことだけを考える。

　実際、お見合いに二の足を踏んでしまう気持ちはある。白石さんの写真を見ても、一緒に食事をしたり、出かけたりという想像は少しもできない。

　でも、この単調な生活を変えなければ……そんな思いで気持ちを奮い立たせるしかなかった。




　翌日の土曜日から夏季休暇。しかし取り立てて行きたいところも、行かなければならないところもなく、部屋で映画を観るというつまらない時間が経過していた。

「はあああ……こんなにだらだらしていて、なんだか背徳感……もう十七時じゃないの……」

　ベッドの枕に顔を伏せたとき、顔の横にあったスマホが着信を知らせた。画面に映し出された名前に、私の心臓がドクッと跳ねる。

　桜宮専務……？

　呼び出し音は、私が困惑している間も辛抱強く鳴っている。

　彼からの電話で私用の話は今までになかったから、仕事のことだろう。出ないわけにはいかず、通話表示をタップした。

「一条です」

『これから会いたい。何時なら？』

　これから会いたい……？

　私の耳は聞き違いをしたようだ。

「え……っと……なにかお困りの案件が……？」

『ああ。聞きたいことがある。今、家にいるのなら行くが？　会社にいるんだ』

「聞きたいこと……それなら私が会社へ行きますが」

『仕事じゃない。いや、仕事も絡んでいるか。家にいるんだな？　これから行く。着いたらメッセージを送るから出てきてくれ』

「ええっ!?」

　驚いている間に、通話が切れてしまった。

　これから行くって、どのくらいで？

　桜宮専務が私に会いに来る理由は、仕事でなければ、昨晩に壮兄が漏らしたお見合いの件に違いないと推測する。

　退職願の理由、一身上の都合についてだ。




　到着の連絡がスマホに入った。まだ十分ほどしか経っていない。

　白いＴシャツとデニム姿で私は外へ出る。なにを言われるのか考えると怖くて、身体が微妙に震えている。

　ここで逃げていたら、いつになっても話は堂々巡りよ。

　気持ちを奮い立たせ、車にもたれるようにして待っている桜宮専務の元へ近づく。彼はいつもと変わらないビジネススーツを着ていた。

　蝉せみの鳴き声が、いやに耳につく。病院近辺には樹木がたくさんあるので、真夏の今は蝉がけたたましく鳴くのは仕方がないのだ。

「桜宮専務」

「乗って」

　助手席側のドアを開けて促す桜宮専務だ。誰かが来るかもしれないここで話をするわけにはいかなくて、私は助手席に乗り込んだ。




　十分後、海が見える埠ふ頭とうに車は停められた。その間、桜宮専務は考え事をしているのか、ずっと黙ったままだった。

　そんな彼は近寄りがたくて、私も固まったまま、前を走る車を見ていたのだが、頭の中ではめまぐるしく考え事をしていた。

　どこへ行くのだろうか、なにを話せばいいのだろうかと、ずっと考えていたけれど、理由を隠せばさらに嘘うそをつくことになってしまいそうだ。

　そろそろ平静を装うのが難しくなってきたところで、車が停められてホッとする。

　狭い空間の車内が重苦しくなって、エンジンが止められると、すぐさま私は車外へ出た。外は夏の夕暮れでムッとしているが、気持ちが少し落ち着いてくる。

　続いて桜宮専務も運転席を離れ、こちらへ近づき、目の前に立った。スーツのジャケットは脱いでいて、ワイシャツの袖は捲られている。

　捲られた袖から露出している筋肉質の腕に、ドキッと心臓が音をたてた。そんな私の想いなど気づかない桜宮専務は、瞳を合わせてくる。

「汐里。昨晩の壮二の話は本当なのか？」

「本当です。海外へ行って自分を見つめ直すというのは嘘です。私の望みは結婚して子供が欲しいんです」

　面と向かって、私は告げた。

「ですから仕事を辞めて、新たな人生を進みたいんです。ここではっきり退職の意を示します」

　桜宮専務は形のいい眉をギュッと寄せる。

　そんな顔をしても、私はもう動じませんから。

　言いたいことは出しきった。

「簡単に人生の伴侶を決めてしまってもいいのか？」

「別に、簡単に夫を見つけるわけではありません」

「いや。俺には焦る意味がわからない」

　苛立ちを隠そうともせず、ネクタイの結び目に指をかけて緩める桜宮専務。不覚にもその仕草に、私は釘づけになってしまった。

「仕事をしていても、結婚相手は見つけられるだろう？」

「そう思っていました。ですが、この年になるまで……」

　誰とも付き合ったことがないと言うのはためらわれて、唇をキュッとつぐむ。

「この年になるまで？」

　しかし、その先も聞きたいとばかりに、桜宮専務は一歩近づいた。

「汐里？」

「男性とお付き合いをしたことがないんです。今後も会社にいては、結婚相手を見つけることはできないでしょう。ですから、辞めて真剣に探したいんです」

「朝陽が好きだったんだろう？」

　唐突に話が変わり、私はポカンと口を開いたまま桜宮専務を見つめる。

「どうして朝陽さんが出てくるんですか？」

「君たちはずっと仲がよかった。朝陽が結婚して、ヤケになっているんじゃないのか？」

　まったくのお門違いだ。桜宮専務は、私が朝陽さんを好きだと思っていたの……？

「朝陽さんは素敵な人ですが、愛していません。変なことを考えるのはやめてください。彼が幸せな結婚をして、心の底から羨ましいと思うだけです」

「だが、タイミングがよすぎるだろう？」

「それは、おふたりの結婚式をお手伝いして、私に焦る気持ちが生まれたんです。赤ちゃんが欲しいんです！　それには夫を見つけなければならないんです！」

　おかしな誤解をされて、思わず自分の気持ちを吐露してしまった。暑いせいもあるけれど、変な汗が背中をツーッと流れていく。

「結論から言うと、汐里が欲しいのは赤ん坊なんだな」

「……そうです。でも、私を愛してくれる人がいるかもしれません」

「愛してくれる人が現れても、汐里がその人を愛せる確証はないんじゃないか？　そんな結婚をして幸せになれるのか？」

　恥を忍んで認めた私に、桜宮専務はたたみかけてくる。

「では、桜宮専務が赤ちゃんを授けてくれますか？」

　売り言葉に買い言葉。私は自分の口から出た言葉に唖然となった。

　口をポカンと開いたまま、桜宮専務も見つめるばかりで、私は穴があったら入りたい心境に陥った。

「そ、そんなことは無理でしょう？　いいんです。退職を認めてください。いえ、正式な手続きを踏むのですから、桜宮専務の許可はいりません。失礼します。ひとりで帰れますから、ご心配は無用です」

　私は頭を下げた。あり得ないことを口にしてしまって、私の頭は混乱している。気を静めるには早くひとりになりたかった。

「汐里、送っていく」

「いいえ。ひとりで大丈夫です。専務も気をつけてお帰りください」

「汐里！」

　背を向けた私の手首が掴まれる。

「ひとりになりたいんです！」

　桜宮専務の手を振りきって、スタスタ歩きだした。振り返って彼の顔を見ることはできなかった。鏡で見なくても、自分の顔が真っ赤になっているのはわかる。

　桜宮専務は私の心情を察してくれたみたいで、追いかけてくることはなかった。

　これで新しい一歩が踏み出せる……。

　そう考えても、胸の苦しさはいつまでもなくならなかった。




　日曜日、私はワードローブを眺め、お見合いへ着ていく服を探していた。

　ウォークインクローゼットの中では、かっちりしたビジネス用のスーツが目立つ。

　水色のスーツを手にしてみて、桜宮専務を思い出してしまった。彼が珍しく褒めてくれたスーツだった。

　頭をプルプルと左右に振って、水色のスーツを戻す。

「色は明るいけど、別のがいいわね」

　隣にかけてあった白のワンピースを手に取った。ウエストを絞らないサラッとした生地で、袖はノースリーブ。膝下までのスカート丈は品がよく見える。

　ウォークインクローゼットから出て、壁時計を見ると十三時を回っていた。約束の時間は十五時で、六ろっ本ぽん木ぎ駅にある高級ホテルのラウンジだ。

「早く支度しないと」

　ワンピースをベッドの上にポンと無造作に置く。それからドレッサーの前に腰を下ろして、手早くメイクを施した。

　昨夕、桜宮専務に言いたいことをはっきり言えたのだからすっきりしたかと思いきや、まだ胸は痛み、苦しさを覚えている。

　時間が経てば桜宮専務は忘れられる。会わなくなれば……。

　壮兄とは一昨日から会っていない。お盆期間とはいえ、入院している患者さんがいるので出勤しているようだ。

　いつもより念入りに、というわけでもなく簡単にメイクを済ませ、着替えをして支度が終わる。長い髪はバレッタでひとつに後ろで留めた。

　部屋を出る前に、等身大の鏡に映る自分の姿へ視線を向ける。鏡の中の自分は、出勤する姿とほとんど変わらない。

　髪を留めているバレッタへ思わず手を伸ばすが、その手はなにもせずに下ろした。

「いつもの私を見てもらえばいいわよね」

　鏡の中の自分に言い聞かせて、部屋を出る。

「行ってきます」

　リビングに顔を出し、ダイニングテーブルで花を活けている母に声をかけた。母は手を止めて顔を上げた。

　次の瞬間、母の顔が顰められる。

「汐里ったら、ワンピースはいいとして、髪をひとつに留めるのはやめなさい。仕事に行くみたいよ？」

「暑いからいいの。汗だくで会いたくないし」

　そう理由づけると、母は「それもそうね」と納得した様子。

「あ、そうだわ。壮二とケンカしたの？」

「ケンカじゃないわ。お見合いに反対されたから、私が一方的に言っただけ」

「壮二もいい年なんだから、結婚してくれればいいのに。妹のことばかり気にして。今日のお見合いの場所と時間も聞かれたわ。当直だから様子を見に行けないのにね」

　つくづく当直でよかったと思う。邪魔をしに来られたら困る。

「お母さん、ふたりが片づいちゃったら寂しくて仕方ないわよ？」

　まだ当分先の話を口にした自分がおかしくて、クスッと笑った。

「いいのよ。心配事がなくなったら、気兼ねなく旅行へ行ったりして、思う存分楽しむことにするから。ほら、遅刻しちゃうわよ。行ってらっしゃい」

　腕時計の時間に、私は「あっ！」と声を出す。

「いけないっ、早く行かなきゃ」

　リビングを出て、華きゃ奢しゃなピンヒールに足を入れた。




　白石さんと待ち合わせをしているのは、六本木にあるラグジュアリーなホテルの高層階にあるラウンジ。そこへ向かう私は、緊張した面持ちでエレベーターに乗り込む。

　少し前にメッセージアプリのＩＤを交換済みの白石さんから、【着いています】と連絡が入っていた。

　上昇するエレベーターは、あっという間にラウンジのある四十五階へ到着した。腕時計へ視線を落とし、時間を確認する。約束の五分前で、ちょうどいい。

　ここのホテルのラウンジは、何度か友人たちとアフタヌーンティーに来たことがある。和をベースに、オリエンタルなレッドとパープルを基調としたラグやインテリアが美しいラウンジだ。

　時間によってはピアノの生演奏を聴ける。ラウンジへ足を踏み入れると、巧みな技術を持った演奏者によってピアノが弾かれ、静かで美しい音色が流れていた。ちょうど演奏時間だったようだ。

　出入口の男性スタッフに白石さんの名前を告げ、窓際のソファ席に深く腰かけた男性の元へ案内してもらう。

　黒ぶち眼鏡をかけた白石さんは、私を見てソファからすっくと立ち上がった。

「お待たせして申し訳ありません。はじめまして。一条汐里です」

　初対面の男性を前に、ビジネスで使うものよりも硬い表情で、私は彼に挨拶した。

「白石です。はじめまして……ど、どうぞ……座ってください」

　顔を赤らませながら白石さんは名乗る。

　着座時、テーブルに膝をぶつけ、白石さんは慌てて「す、すみません」と口にした。頭の後ろに手をやって恥ずかしそうな彼に、私も返答に困り、小さく微笑む。

　白石さんは写真通りの真面目な見た目。緊張しているみたいで、私と視線を合わさずに泳がせている。そんな彼の緊張がこちらにも伝わってきた。

　席に着いた私も仕事で会う男性たちとは勝手が違い、なにを話せばいいのか困った。もしかしたら、将来の結婚相手なのかもしれないのだ。第一印象は大事だと思う。

　そこへ男性スタッフが注文を取りに現れた。

「……一条さん、ここは紅茶が美味しいところみたいです。それとアフタヌーンティーが。女性は好きですよね？」

　スイーツは大好きなのでその提案に惹ひかれるが、初めてのお見合い相手を前に、アフタヌーンティーのスイーツをパクパク食べることなんてできない。

「そうですね……お昼ご飯がまだ消化しきれていないので、このモンブランケーキとアールグレイティーにしたいと思います。白石さんは……？」

「僕も同じものでお願いします」

「かしこまりました」

　男性スタッフは静かに注文を繰り返して、席から離れていった。

　周りに人がいなくなり、白石さんはカバンから一枚の折った紙を取り出し、私に開いて差し出す。

「これは僕のパーソナルデータを出したものです」

　開かれたその紙を見ると、驚くことに年収まで書かれてあった。羅列した文字から目を離す。

「すみません。私は持ってきていません」

　初対面で自分の出生や経歴を詳しくさらけ出したくはなかったので、用意してきていなかった。まさか白石さんが持参してくるなんて……。

「今の段階では、こちらは不要――きゃっ！」

　話している私の横に、誰かが立ったのはわかった。オーダーしたものを運んできたスタッフかと思ったが、ふいに私が持っていた用紙が奪われたのだ。

　手にしていたものを突然奪われて、急いでそちらの方向を仰ぎ見る。

　次の瞬間、私は驚きょう愕がくと言っていいほどの驚きで、口をパクパクさせただけで声が出せなかった。

「こんなものはもちろん不要だ。お返しします」

　唖然となる私に断固とした口調で言い放ったのは、桜宮専務だった。

　堂々とした佇まいの上司は、パーソナルデータが書かれた用紙を白石さんの膝へ落とした。

「すまないが、彼女に見合い相手は必要ない」

　突として現れた、威風堂々とした男性に、白石さんは茫然となっている。私と桜宮専務に視線を交互に動かしているだけだ。

「専務、私のお見合いをぶち壊さないでください」

　周りにいる客の気を引かないように、私の声は小さい。

　ううん。とっくに注意を引いているかもしれない。辺りへ視線を向ける勇気はない。

「あ、あなたは突然、なんなんですか？」

　体裁を大事にしているのか、白石さんも声はそれほど大きくない。

「彼女は俺の花嫁だ」

　この場で一番驚いたのは私だ。

　私たちが世間体を気にしているのに、桜宮専務はまったく動じておらず、滑らかな低音が辺りに響いた。

　お、俺の花嫁!?　いったいどういうことなの？

「彼女はあなたと付き合っていたんですか？」

「いや、恋人ではない。だが、長く付き合っている大事な人だ」

　それは秘書として大事なだけなのに……。

　桜宮専務がお見合いをぶち壊しに来る理由がわからない。俺の花嫁と言ったのは、単に白石さんを牽制しているだけ。

「汐里、立つんだ」

「ダメです。専務がお帰りください」

「はあ～。今、俺が言ったことがわからなかったのか？」

　彼は大きく、これ見よがしにため息をつく。

　それから首を左右に振る私の腕を掴み、上へ引っ張る。私は意に反して立たせられてしまった。

　隣の席に置いていた私のハンドバッグを、桜宮専務が持った。

「ここは支払い済みです。では」

　サラッと言ってのけた彼は私の腕を掴んだまま、出入口に向かって歩き始める。

「あっ！」

　掴まれている私はその場で反抗することもできずに、白石さんに急いで頭を下げて、ついていくしかなかった。人のいないところで文句を言おうと思いながら。

　ラウンジの出入口では、支配人とおぼしき黒服の男性に至極丁寧に頭を下げられた。

　ラウンジを出て少し歩いた人ひと気けのないところで、足をグッと踏ん張る。

「待ってください！」

　桜宮専務は立ち止まったが、私を掴む手はそのままだ。

「話がある。上に部屋を取ってあるんだ。ゆっくり話そう」

「へ、部屋を？」

「そうだ。ギャラリーに聞かせる趣味はないからな」

　そう言って、否応なしにやってきたエレベーターに乗せられてしまった。

　そのまま連れてこられたのは五十三階のスイートルーム。高層ビルや東京タワーが下に見える。

　ダイニングルームの広い空間に、会議ができそうなくらいのどっしりしたテーブルや、ラグジュアリーなソファセット。どこに座ればいいのか困るほど大きい。

　しかし悩むほどのこともなく、私は窓を背に腰を下ろさせられた。

　Ｌ字型の短い方に、桜宮専務はドカッと着座した。膝同士が触れそうなほどすぐ近くで、冷静ではいられなくなりそうだ。私はモゾッとお尻を横にずらす。

　桜宮専務の膝に触れない位置に離れてホッとしたところで、顔を上げる余裕が少し出てきた。

「お見合いをぶち壊しにするなんて嫌味なことは、やめてください。私、怒っているんですよ？」

　俺の花嫁だなんて、信じない。

「嫌味なことか？」

　ソファに背を預け、桜宮専務は長い足を組み、鼻で「ふん」と笑う。

「俺は嫌味や嫌がらせで、見合いの場所に乗り込んだわけじゃない。あの男に君が取られるのを阻止するためだ」

「ですから、意味がわかりません。阻止するために『俺の花嫁』だなんて適当なことを言って。どうしてくれるんです？　もう白石さんは会ってくれないでしょう」

　地団太を踏みたい心境だった。

「当たり前だ。あんな男がいいのか？　見合い相手を探す必要はない」

「あんな男って、まだ二言三言、話をしただけです。いい人かもしれないじゃないですか。それに、お見合い相手を探す必要がないって、勝手なことを――」

　つい熱が入ってしまい、いつになく荒らげる声を、桜宮専務は静かに遮った。

「子供が欲しいんだろう？　俺と結婚すればいい」

「えっ!?」

　目を剥いて、私は美麗な桜宮専務の顔を食い入るように見つめた。

「なにを言って――」

「俺と結婚しよう。好きなだけ子供を作ってやる」

　私と結婚……？　子供を作る……？

　私の頭の中は混乱し、わけもなく、すっくと立ち上がった。

「汐里？」

　桜宮専務が不思議そうに見上げる。

「私……なんて言ったらいいのか……」

　私と桜宮専務が結婚？

「俺と結婚すると言えばいいんだ」

　彼の腕が伸ばされ、私の手首を掴んだ。そして自分のほうへ引き寄せると、私の手首の内側に唇を当て、やんわりと吸い上げてくる。

　官能的な舌の動きに、ビクンと身体が震えた。

「や、やめてください」

　手を引き戻そうとしたが、かえって強く引っ張られて、私は桜宮専務の膝の上に横向きに座らされてしまう。

「せ、専務……」

　いまだかつてこんなに密接したことはなく、端正な顔があまりにも近くて、おろおろする私だ。

　手首が掴まれ、反対の手でがっしりと腰の辺りをホールドされ、身動きが取れない。

「初対面の男に、こんなに腕を露出させて。あの男は綺麗な君を抱くことしか頭になかっただろう」

「だ、抱くって。白石さんはそんなことを考えるような人ではないです」

「どうしてわかる？　男の気持ちは、無む垢くな汐里にはわからない。綺麗なうなじに、やつはドキドキしていたはずだ」

　私の手首から離れた桜宮専務の手は、髪を留めていたバレッタをいとも簡単に外した。ブラウンの髪がサラリと落ち、そのひと房を彼は口へ持っていく。

「いったい、ど、どうしちゃったんですか？」

　男の色気がだだ漏れの桜宮専務に戸惑う一方なのに、身体が敏感に反応して疼いてくる。

　彼の手にあったひと房の髪が離され、剥き出しの腕をパサリとなぞっていった。

「俺と結婚してくれ」

「……本気で言っているんですか？」

　真剣なまなざしは冗談を言っているようには思えないが、交際期間もなく、いきなりプロポーズされるのは信じがたい。

「戯ざれ言ごとでプロポーズはしない」

「急にプロポーズされても困ります。私が昨日言ったからなんですね？」

　桜宮専務の行動は、どう頭をひねっても、今までの彼には考えられないこと。私が言い放ったセリフが影響を及ぼしてしまったのでは……？

『では、桜宮専務が赤ちゃんを授けてくれますか？』

　彼は口角を上げた。そんな笑い方ひとつに、私は心臓を高鳴らせてしまう。

「昨夕の汐里の提案は驚いたが、魅力的だったな」

「私は本気じゃなかったんです。売り言葉に買い言葉的な……あ、きゃっ！」

　身体が浮き、先ほどまで座っていたソファに仰向けに寝かされてしまった。そして桜宮専務は私の足の間に膝を入れ、覆いかぶさるような格好で見つめてくる。

「汐里、俺の嫁になれ。他の男には渡さない。汐里がこの先、俺のそばにいないのは嫌だ」

「専……務……」

　英知ある黒い瞳に引き込まれ、コクッと頷いてしまいそうだった。そうならないように下唇を噛かんで、首を横に振る。

「長い間一緒にいたので、そう思うだけです。すぐに別の秘書に慣れるはずです」

「もちろん、妊娠したら秘書はさせられないから、他の者で我慢しよう。君が家にいると思えば、きっと我慢できる」

「今さら、口説くなんて……」

「なんとでも言え。君は子供が欲しい。俺は君を手放したくない。利害が一致するだろう？」

　徐々に桜宮専務の顔が落ちてきて、唇があと十センチのところで止まり、甘い低音で囁ささやかれる。

「俺の子供を産んでくれ」

　好きな人からのプロポーズ。嬉しくないわけがない。

　次の瞬間、唇が重ねられた。間近に迫る美麗な顔を見ていられなくて、私は瞼まぶたを閉じた。

　今まで恋人がいなかった私のファーストキスだ。心臓が痛いくらいに激しく脈打っている。

　キスなんて、映画や小説の世界だけのもの。経験のない私は、どうしていいのかわからずにギュッと口を閉じ、されるがままでいると、桜宮専務の唇が離れた。

　ハッとなって目を開けたが、彼と瞳を合わせられずに、喉元へ視線を向ける。

「本当に経験なしか」

　驚きを含んだ声色だった。

「……私なんかを相手にしても、つまらないですよ」

　顔を見られたくなくて両手で覆うと、桜宮専務が離れていく気配を察した。彼の一挙一動にも敏感になってしまう私だ。

　桜宮専務は考え直したのだ。そう思うと悲しくなる。

「いや。今、最高に嬉しい気分だ。俺色に染めることができるのだから。楽しみだな」

『え？』と彼を見た途端、抱き上げられた。

「あ、あのっ」

　戸惑っている間に、テレビで境になっている向こう側のベッドに下ろされた。ベッドは大人がふたりでも余裕がありすぎるキングサイズ。

　仰向けに寝かされた私は、両肘で身体を支えて、キョロキョロと視線を巡らせる。

「け……決心が、まだ……」

「俺に任せておけ。決心してするものでもない」

　いえ、私にとっては、そうするものです。

　頭では考えられるのに、口から出てこない。まだ外は明るく、この現状はとてもじゃないけれど、バージンにはレベルが高すぎる。

　いつの間にか桜宮専務はスーツのジャケットを脱いでいた。右往左往する私へと視線を向けながら、カフスを外している。男の色気がだだ漏れの動作だ。

「私……」

　パサッとワイシャツが椅子に放られた。綺麗についた筋肉が見事な上半身を目の当たりにして、熱が全身を駆け巡り、羞恥心に襲われる。

　そして桜宮専務はベッドに上がり、私を抱きしめた。

「なにもしなくていい。俺に任せておけ」

　耳元で囁き、彼は耳みみ朶たぶに舌を這はわせ、やんわり食はんだ。

「ああっ、ん……」

　自分の口から、いやらしい喘あえぎ声が出るなんて信じられない。桜宮専務の舌からもたらされる快楽に声を抑えていると、クッと喉の奥で笑われる。

「声を抑える必要はない。どんな姿も可愛いが、ベッドの中では奔放な汐里が見たい」

　私のワンピースは巧みに脱がされていく。レースのブラジャーとペアのショーツ姿を彼の目に晒された。

「綺麗だ」

　恥ずかしくて仕方ないが、その先、子供を作る行為をしなければ、私の望みは叶えられない。

　嵐のような出来事に、必死についていきたいと思った。桜宮専務の瞳に見られているだけで、身体の中が疼いてくる。

　専務と秘書の垣根がどんどん壊されていく。

　昨夕、私に子供を授けてほしいと口走ったのは本心。お見合い相手ではなく、桜宮専務の子供が欲しい。

　桜宮専務でなければ嫌。素肌を見せ、肌を重ねることなんて、他の人とではあり得なかったのだ。

　垣根が取りはらわれ、彼は今まで見せたことのない情熱的な表情で、私を快楽の世界にいざなった。










四　抗えない存在［優成ＳＩＤＥ］




　彼女はずっと俺の秘書でいると思っていた。

　一条汐里は我が家の主治医の娘で、彼女が幼い頃から親交があった。だが、彼女の学生時代、七歳差の俺はほとんど顔を合わせることがなかった。汐里を妹のように可愛がっているのは妹の華だった。

　華がハワード・シモンズ氏に嫁いでも、仲のよさは変わらないようだ。ときどき、ふたりから話を聞くことがあった。

　汐里はお嬢さま学校で有名な私立女子大学を卒業し、我が社へ入った。正規の入社試験で、彼女は見事に首位を取っての入社だった。

　容姿端麗、頭脳明めい晰せき、思慮深さもある汐里を、社長である親父も気に入っている。折に触れて、朝陽か俺の嫁にどうだと口にしていた。しかし朝陽はひとり忘れられない女の子がいて、親父の言葉など無視していた。

　俺に至っては、汐里は妹みたいな存在で、その頃は妻にするなどと考えられなかった。いや、過去の恋人たちでも結婚は意識できなかったのだ。

　三十五歳の今まで、女がいなかったとは言わない。交際中は誠心誠意、相手をお姫さまのように扱った。

　しかし、ＡＡＮの跡取りの俺に彼女たちの欲が出てくると、途端に愛が冷めてしまう。その繰り返しだった。

　そんなある日、突如、汐里が退職願を出した。

　先々まで行き届いた気配りがある汐里が秘書だと、仕事がはかどる。彼女が休んだ日は、書類や後回しになる作業のメモが増えていく一方だ。

　俺の癖や好みもわかってくれているのは汐里だった。そのことに甘んじていたのかもしれない。

　おずおずと差し出された退職願に、俺は手を伸ばせなかった。受け取らないでいると、デスクの上に置かれた。あのとき、衝撃的な喪失感に襲われた俺だった。

　退職願を保留にした週末の間、俺の気持ちは落ち着かず、上の空だと母親に嫌味を言われる始末。

　待ちに待った週明けの月曜日。汐里はいつもよりも地味なグレーのタイトスカートに、シンプルなブラウスで出勤した。

　緊張しているのか表情はこわばり、顔色が悪いように見えた。そんな汐里を気にしながら、朝の挨拶をする彼女に早速声をかける。一刻も早くこの件を解決したかったのだ。

　席を立ち、ソファに移動するとドカッと腰を下ろし、足を組んで汐里を待つ。彼女は自分のデスクの上にバッグを置き、俺の対面に腰を下ろした。

　いつもながら着座の姿勢は、秘書の見本のように綺麗だ。膝頭をピタッと合わせ、膝下から足先までを斜めにさせている。

　美しい足の持ち主は背筋をピンと伸ばし、俺の言葉を待つ。身体の前で腕を組み、俺は小さなため息とともに口を開いた。

「さてと、退職したい理由を聞こう」

　膝の上で汐里は両手を握った。やはりまだ顔はこわばらせたままだ。

「海外へ出たいんです。短期間ではなく、長期で。世界に目を向けて、自分を見つめ直したくて」

「長期といっても、どのくらいのスパンで？　どこへ行き、どうやって自分を見つめ直すんだ？」

　次から次へとたたみかけたため、汐里は当惑している。それが俺の手だ。矢継ぎ早に質問をして、俺の言葉を考えさせる。

「……まだ決まっていません」

「行き先は決まっていなくとも、自分をなぜ見つめ直したいんだ？　順風満帆な人生を送っているように思えるが？」

　俺の質問に汐里の瞳が揺れて、目が伏せられる。そうされると、長いまつ毛に俺の視線が引き寄せられた。

「汐里？」

　呼びかけに、汐里はビクッと顔を上げる。すると、意を決したように、足りないものを探しに外へ出たいと言った。

「仕事をしながらでは見つけられないのか？　その漠然とした足りないものを」

「山を乗り越えてからじゃないと、見つけられそうもないんです」

　俺は目を細めた。汐里の心を懐柔したいと願う自分がいた。

　こわごわと、汐里は自分の左手の腕時計へ視線を落とす。話を早く切り上げたいのは見え見えだった。

「十時の会議まで、あまり時間がありません。そろそろ……」

「そんなものは待たせておけばいい。俺は今、一番の大問題と向き合っているんだ」

　今、大事なのは汐里との話し合いだ。会議よりも汐里だ。

「それほどの問題だとは思えません。他に秘書はいますから、選出されたら私が辞めるまでに、仕事をできるようにさせます」

　はあ？　汐里はなにを言っているんだ？　他の秘書が完璧にできるまで、どのくらいかかると思っているんだ？　汐里のように打てば響く精到な秘書はいない。

「できるように？　それだけでは務まらないことくらい、わかっているだろう？　俺が求めるものを完璧にサポートしてもらわなければならないんだ。汐里のように」

　言いきったところで、汐里の様子がおかしいことに気づいた。目を伏せ、額へ右手を置いた。

　具合が悪いんじゃないのか？

　そう尋ねようと口を開いたところで、汐里はすっくと立ち上がり、深々と一礼した。

「本当に……お願いします」

　静かに口にした汐里の身体が、グラリと揺れる。俺は瞬時に立ち上がり、ローテーブルを飛び越え、すんでのところで彼女の肢体を支えた。

「汐里!?」

　腕の中の彼女は意識を失っており、額から汗の粒が浮かんでいる。

　手のひらを置き、俺は熱を確かめた。手のひらに高い熱が伝わってくる。

「っ……！」

　汐里を抱き上げると、執務室を出てエレベーターに向かう。

　途中、秘書課の者たちに会い、南場に連絡するよう指示をし、やってきたエレベーターに乗って地下駐車場へ下りた。

　車の助手席に汐里を座らせ、シートベルトを装着し、背を倒す。そして急いで運転席へ回った。

　社屋の駐車場から幹線道路へ車を走らせ、ステアリングの通話スイッチを押す。かけた相手は壮二だ。

　手術中であれば出られないが、壮二の声がすぐに聞こえてきた。

『優成さん？　こんな時間にどうしたんですか？』

　こんな朝に電話をかけることは今までなく、壮二は不思議そうだ。

「汐里が倒れた」

『ええっ!?　それで!?　こっちへ向かっているんですね？』

「そうだ。急に意識を失った。熱がある。ああ。あと五分で着く」

　俺が話しているうちに汐里が気づいた。通話を切り、彼女へ視線をやる。

「専務、申し訳ありません」

「気がついたか。そのまま横になっているんだ」

　ステアリングから片方の手を離し、倒したシートを戻そうとする彼女へ手を伸ばす。

「突然、気を失ったりして申し訳ありませんでした。もう大丈夫ですから」

「いいから寝ていろ」

　身体を起こそうとする汐里に、断固とした声色で指示をした。大儀なのだろう。彼女は素直に聞き、そのまま横になることを選んだ。

「壮二に連絡した」

「はい……」

　そっと汐里は腕時計で時間を確かめていた。会議が気になっている様子だ。




　車を病院の車寄せに停め、ドアロックが解除された瞬時、外側から開けられた。

「しおりん！」

　心配そうな顔の白衣姿の壮二が、頭を車内に入れて、妹の額から頬、手首に触れる。

「壮兄は整形外科医でしょ。尊兄さんに」

　一番上の兄が内科医だ。シスコンの兄に、汐里は顔を顰めている。

　そんなことには構わずに、壮二は汐里の脇と膝の裏に腕を差し入れようとした。

「ちょ、ちょっと待って。医者なんだから、抱き上げないで。患者さんの目に触れるわ。歩けるから」

「気を失った割には元気だな」

　すったもんだしている壮二の背後に立ち、おもむろに口を開いた。

「壮二、どけ。俺が連れていく」

「そ、それもダメです」

　プルプルと汐里は首を横に振るが、俺は素直にどいた壮二の代わりに彼女を抱き上げた。

「専務、下ろしてください」

　恥ずかしそうに彼女は目を伏せる。

「言っておくが、社内で何人もの目にこの状態を晒されていたからな。恥ずかしければ俺の肩に顔をうずめているんだ」

　そう言うと、汐里は素直に顔をうずめた。羞恥心で彼女の鼓動がドクンドクンと鳴っていた。

　壮二の案内で処置室へ入り、ベッドの上に彼女を静かに下ろす。

「ありがとうございます。専務、会議の時間が」

　具合が悪いのに秘書の顔を見せる汐里に、俺は落ち着かなくなる。やはり彼女には辞めてほしくない。

　スーツのジャケットの袖を少しずらして、がっしりした腕時計へ視線を落とす。

　九時三十分だった。これから戻っても十時の会議には間に合うだろう。

　仕事に忠実な秘書は、早く行ってほしいような視線を向けてくる。

「しっかり休養するように」

「はい……ありがとうございました」

　小さく頷き、俺は処置室を後にした。壮二に見送られ、車寄せに停めたままの車に乗り込んだ。




　一時間で会議を終わらせ、執務室に戻った俺は壮二に電話をかけた。汐里の症状が心配で、会議中もずっと気になっていた。

　壮二は電話で、軽い熱中症から脱水症状を起こしていたと言う。

「熱中症？」

『そうなんです。昨日、しおりんは友人に頼まれて、乗馬クラブでモデルをしたんですよ』

「モデル？」

　学生時代にずっと乗馬をしていたのは知っていた。それも競技に出て賞を取るほどの腕前だと。

『二ツ木乗馬クラブの、ホームページのリニューアルに駆り出されたんですよ。プロのカメラマンに撮られるので、極力汗をかきたくないと、水をあまり飲まなかったようで、昨晩少し具合が悪かったんです』

　壮二の話に、俺はこれ見よがしにため息を漏らした。

「じゃあなぜ今日出社させたんだ！　お前は医者だろう？」

『俺は呼び出されて朝はいなかったので。俺がいたら、出社させませんでしたよ』

　壮二なら、そうしただろう。

「そうだな。お前がいたら即座にベッドに行くように言っていたな。体調が戻っても明日は休ませるんだ。わかったな？」

『もちろんです。ビシッとしおりんに言っておきますから』

　しっかり俺に約束して、壮二は電話を切った。




　水曜日に汐里は出社した。俺よりも早くに。

　入室すると自分のデスクの上のメモを見ており、俺の姿に視線を戻してやってくる。

「おはようございます。このたびは大変ご迷惑をおかけしました」

　両手を身体の前で組んで、深々と直角に近いお辞儀をした。

「大丈夫なのか？」

　まだ顔色が戻っていない気がして、無理をしていないか心配になるが、「はい。問題ありません。すぐにコーヒーをお持ちして、メモを処理します」と彼女はきっぱり口にする。

「ああ、頼む。ご覧の通り、汐里がいないと仕事がうまく回らない」

　俺の言葉に彼女は小さく微笑んで、執務室を退出した。

　散々な昨日を思い出す。南場がよこした秘書は、汐里のようにはできなかった。

　確かに、長年俺の秘書を務めている汐里と同じに、というのは傲慢以外の何物でもないが、彼女は書類の文字ミスも多かった。ふと気づけば視線を感じ、俺が睨むとサッと目を伏せる。『ちゃんと仕事をしろ』と噛みつきそうになった。

　余計に時間がかかって仕方がない。俺はひとりでこなすことにした。

　その結果、汐里のデスクに書類やメモが積み重ねられていった。




「コーヒーをどうぞ」

　執務デスクにアイスコーヒーを置こうとする汐里の手に触れる。

　わざとだった。手に触れた途端、汐里が肩をピクッと跳ねさせるのを見逃さない。

　俺のしていることはセクハラか？

「ありがとう」

　受け取ったプラカップに口をつけて、アイスコーヒーを飲む。

「うまい。やはり汐里の淹れるコーヒーがいい」

　ほとんど褒めることをしない俺に、汐里はやんわり笑みを浮かべた。丁寧にお辞儀をして、自分のデスクへ着席し、仕事を始める。

「病み上がりだ。無理せずやってくれ」

　次から次へと仕事を置いたのは、まずかったか。彼女はデスクの上が綺麗になるまで、時間を惜しんでやるだろう。

　書類から顔を上げた汐里と目が合い、彼女は「ありがとうございます」と口にして、ぎこちなく目を泳がせる。昨日倒れたのが気まずいのだろうか。




　会議の時間が押して、終わったのが十二時三十分。執務室に戻ると、汐里がデスクの上の書類を抱える。

　おそらくコンビニのサンドイッチで簡単にランチを済ませて、仕事をするのだろう。やれやれ、と俺はため息をついた。

「なにをしているんだ？　食事に行くぞ」

「えっ……ランチミーティングが!?」

　俺の誘いをランチミーティングだと勘違いして、スケジュールを確認しようとするのを遮る。

「違う。昼を食べながら仕事をしようとしていただろう？　そこにあるものは急がないから」

「はあ……」

「行くぞ」

　戸惑う汐里を尻目に、片手をスラックスのポケットに入れ、ドアへ歩を進める。

　……って、まだ来る気配がないんだが。

　重厚なドアを開けて振り返り、もう一度誘うと、汐里は書類をデスクに置いて、待っている俺の元へ早歩きでやってきた。




　社屋の隣の高級ホテルの和食レストランである〝紅葉〟に、汐里を連れてきた。

　顔見知りの女将おかみに俺たちは個室に案内され、温かいお茶が置かれた。

「好きなものを頼めよ、と言っても、遠慮して選べないだろう。コースでいいよな？」

　自ら進んで汐里がメニューを選ぶのを、いまだかつて見たことがない。俺は強引に言ってメニューをパタンと閉じる。

「桜宮専務、ランチにここは高級すぎます」

「そうか？　病み上がりだから、和食のほうがいいだろう？　鰻は好きだったよな？」

　以前から汐里の好みは把握済みだった。それは意識してではなく、自然に記憶されている。

「はい……気にかけてくださり、ありがとうございます」

　俺は襖のところで注文を待っていた仲居にオーダーした。

「壮二から、乗馬クラブのモデルをしたせいだと聞いた。以前から乗馬のことは知っていたが、まだ乗っていたんだな」

　スタイルのよさは生まれつきのものがあるが、乗馬もスタイルアップにいいと聞いている。だから女性らしい身体のラインを保ちつつ、スタイルがいいのだろう。

　そう考えて俺はハッとなった。

　最近、とみに汐里が気になっていることに。

「ときどきです。もう若い頃のようには乗れません。自己管理ができず、本当に申し訳ありませんでした」

「驚いたが、謝ることはない。若い頃のようには……って、まだ若いだろう？」

　顔を顰めた汐里は、大きく首を左右に振って「若くはないです」と否定する。

「俺には入社した頃と同じように見える」

「だとしたら、入社してから今まで進歩していないということになります」

　なにを卑下しているのか……。

「汐里はいないと困る存在だが？」

「……桜宮専務。いくら褒めてくださっても、辞めさせていただきますから」

　彼女にきっぱり断言され、俺は考えていたことを切り出す。

「一ヵ月でも二ヵ月でも休めばいい」

　そう言われるとは思ってもみなかったのだろう、汐里はポカンと口を開け、俺を見つめた。

「それって……」

「それでも足りなければ、三ヵ月でもいい。汐里に辞められると困るのは目に見えている」

　俺は汐里をそばに置いておきたかった。それはずっと一緒に過ごしてきた独占欲なのだと思っている。

　なにか言おうと汐里が口を開いたとき、仲居ふたりがひつまぶしの膳を運んできた。大きなお盆の上には、俺でも食べきれないほどの料理が並んでいる。

「食べよう」

「いただきます」

　ひつまぶしに汐里が小さく笑みを漏らすのを見逃さなかった。ここ数日、食欲も落ちていたはずだ。俺は食べ進める彼女が嬉しかった。

「どうだ？　少し休んで戻ってくるというのは？」

　箸を止めた汐里は、返事に困った顔つきになる。今は食べさせるのが最優先だ。退職の話はやめよう。

「わかった。夏季休暇中に考えてくれないか。今は食事に集中しよう」

「……はい」

　汐里が頷くのを見て、俺は料理に手を伸ばした。




　新宿にあるＡＡＮの高級ホテルのフレンチレストランを貸し切っての食事会は、毎年豪勢な料理が振る舞われる。

　俺は親父から、重役たちがこぞって汐里を息子の嫁にしたがっていると耳にした。

　は？　汐里は重役たちの受けはよかったが、そこまで？

　その話を聞いてから、俺の胸はずっとモヤモヤしている。

　食事会でこそ、重役たちが汐里を懐柔しようとするだろう。いや、『私の息子と会ってみないか』と言ってくるかもしれない。

　重役たちにとって、汐里に恋人がいてもいなくても関係なく、重要なのは嫁ぎ先。ＡＡＮの重役たちならば家柄もよく、裕福であることは間違いない。しかし、その息子たちが人間的に素晴らしいかは愚問であるが。

　食事会を仕切る南場に指示をし、重役たちを牽制するため、汐里を自分の隣にさせたのだ。そして帰りは、重役たちに隙を見せずに送ることにする。そのために酒も飲まず、自分の車にしたんだ。

　これから数日、夏季休暇で汐里に会えない。そして休暇明けには退職の件がある。どうにかして引きとめる作戦に出たい俺だった。

　案の定、食事会のテーブルの席に汐里は戸惑っている様子。秘書たちのテーブルに行かせないために、社長秘書の渋江女史を隣にさせた。そのおかげか、汐里はその席に留まった。

「秘書課の華がふたりいると美々しいですな」

　六十代の理事のひとりが、満足げに顔をほころばせる。

　華だと？　キザなセリフを吐くな。

　汐里に関して、俺の性格はどんどん悪くなるようだ。

　大げさな褒め言葉に、彼女は居心地が悪そうだ。

「どうした？　落ち着かないか？」

「当たり前です。どうして向こうの席じゃないんですか」

　小声で異議を唱える汐里に、俺は口元を緩ませる。

「華が必要だという意見を尊重したんだ」

「お言葉ですが、私たちはコンパニオンではありません」

　周りに聞こえないくらいの声で、自然に俺たちは顔が近くなっていた。そんな俺たちに、上機嫌な声が降ってきた。

「ふたりはお似合いだな。仲がよくてよろしい」

　親父だ。ニコニコと嬉しそうな笑みを浮かべている。

　そんな社長の姿に、汐里はピンとさせていた背筋を若干縮こまらせた。




　汐里はシャンパンを飲んでいる。彼女はさっぱりしたアルコールを好む。俺はもちろんウーロン茶を飲んでいた。

　重役たちに「飲まないのかね」と何度か尋ねられたが、「車に乗ってきたので」と理由づけている。飲めば、運転代行サービスを呼ばなくてはならなくなる。

　しかし、汐里は俺がウーロン茶を飲んでいることに疑問を覚えているようで、心配そうな瞳を向けた。

「具合が悪いのでしょうか？」

「いや、なぜ？」

　汐里に心配されるのもいいもんだな、と自己満足する俺だ。必要なら代行サービスを呼ぶから飲めばいい、と彼女は言う。

「頭を悩ませる秘書がいるからな。酒で楽しむどころじゃないんだ」

　嫌味を言って少しいじめたくなるのは、汐里が可愛すぎるからだと気づく。

「お酒を飲まない理由にはならないかと……」

「そんなに飲ませたいのか？　俺が潰れたらどうするんだ？　秘書として自宅へ送り届けてくれるのか？　それとも部屋を取って介抱を？」

　部屋を取って介抱は、言いすぎたか。汐里は目を真ん丸くさせている。

「クッ。そんなに驚くなよ。大きな目がもっと大きくなっている」

「じょ、冗談はやめてください。もちろん代行を呼んで、ご自宅へ送らせていただきます」

　動揺している様子の彼女は、手元のシャンパンをゴクゴクと一気に飲み干した。

「お、おい」

「大丈夫ですよ。これくらい」

　空になったグラスを目ざとく見ていたレストランスタッフが、なにを飲むかをすかさず聞きに来る。

　汐里は同じものを頼み、待たされずにグラスがシャンパンで満たされた。

「まあいい。俺が送っていくから、好きなだけ飲めよ」

　俺は常務に話しかけられ、意識が汐里から離れた。




　次々と社長や重役が高級セダンで走り去る中、見送る汐里の前で足を止める。

「行くぞ」

「ええっ？」

　驚きを見せ、汐里は「私は電車で大丈夫です」と言う。

　俺が送ると言ったのを忘れたのか？

「約束したはずだ」

　酔うまでシャンパンを飲んでいないのだろう。

　だが、頬をほんのり色づかせた汐里を、電車なんかで帰宅させたくない。

　そんな俺に助け舟が出された。親父の秘書である渋江女史だ。

「汐里さん、お疲れさま。桜宮専務がああ言ってくださっているのだから、お言葉に甘えなさいな」

「では……お先に失礼します」

　先輩に諭され、汐里は受け入れた。

　周りの目もあり、俺が車寄せに用意された愛車へそっけなく近づくと、後ろからカツカツとヒールの音が近づいてくる。

　ドアマンに助手席のドアを開けるように指示をし、汐里が乗り込む。車を発進させると、すぐに彼女は口を開いた。

「遠回りになるので、送らなくてもよかったんです。社長とご一緒に帰宅すれば――」

「親父は飲みに行ったよ」

「そうでしたか……」

　本当のところ、親父が飲みに行ったのかは知らない。だが、その答えに汐里は納得した様子だ。

「汐里」

「は、はいっ！」

　名前を呼んだだけで、ビクッと身体を揺らす。なにかがおかしい。俺に後ろめたいことでもあるのだろうか。

　以前の汐里はどんなときも冷静で落ち着いていた。最近の彼女は以前と違っている。

「まだ答えは出ていないよな？　休暇なら好きなだけ取ればいい」

　気持ちを楽にさせてやりたくて、退職願の件を静かに持ち出した。ピンと背筋を伸ばしたまま、汐里はまっすぐに前の車のテールランプを見つめている。

「その件は……」

　その件は？　まだ辞めたいと言うのか？　休暇を好きなだけあげるというのに。

　俺の口から重いため息が無意識に出た。

「頑ななのはどうしてだ？　自分を見つめ直しに海外へ行くにしても、帰国後、職があれば気持ちは楽じゃないのか？」

「三ヵ月では、なんとも……」

　そこで汐里は沈黙し、俺が当惑する番だった。




　なんとなく気まずい雰囲気が漂い、どちらも口を開かない時間が流れ、汐里の自宅前に到着した。

「ありがとうございました」と口にする汐里は、ホッと安堵したように窺うかがえる。

　そんなに俺から離れたいのか……。

　気が滅入りそうになった俺は、フロントガラスの向こうからやってくる長身の男に目を留めた。

「あれは、壮二じゃないか？」

　病院のほうから、壮二がブラブラと歩いてくる。

「はい。兄です」

　壮二も俺たちの車に気づいた様子で、ニコニコと笑みを浮かべて足早になった。

「優成さん、お疲れさまです。しおりんを送ってくれてありがとうございます」

「壮二、病院から今帰りか？」

「ちょっと呼び出されて」

　ため息とともに苦笑いが出る壮二は、思い出したようにポンと手を打つ。

「あ！　そうだ！　優成さん、聞いてください。しおりんが見合いをするんです!!」

　一瞬、俺は理解できなかった。

　誰のことを言っているんだ？

「見合い？　誰が？」

「誰がって、今言ったじゃないですか。しおりんですよ！」

　焦れたように言って、壮二は唖然となっている妹を睨む。

　信じられない、と二の句が継げない俺も、汐里へ鋭い視線を向けた。汐里がパタパタと手を振り、慌てている。

「そ、壮兄！　なんで言うのっ！」

「汐里が見合い？」

「そうなんです。自分から父にお見合い相手を探してって頼んだんですよ。しおりんが、見合いでしか相手を見つけられないやつに持っていかれるなんて考えられない！」

　まさか汐里が見合いをするとは夢にも思っていなかった俺は、退職理由を思い出す。

「汐里、海外で自分を見つめ直したいんじゃなかったのか？　だから辞めたいと」

　刺すような視線を向けると、汐里はじりっと一歩二歩、後退する。

「えっ!?　しおりんがそんなことを？　それに会社を辞める？　聞いてないですよ」

　壮二は知らなかったのか。

「壮兄、もう余計なことを言わないで。桜宮専務、送ってくださりありがとうございました。お気をつけてお帰りください」

　もう一度頭を下げ、汐里は壮二の腕をガシッと掴んで門扉のほうへ足を運んだ。

「しおりん！　見送らないのか？」

　茫然とふたりの背中を見ているうちに、彼らは門扉の中へ消えていった。




　その日、俺は壮二に電話をかけ、汐里の見合い話を聞いた。

『会社を辞めるのは聞いていなかったんですが……』

「汐里のような女性が、なぜ見合いを？」

『あー、それそれ。俺も、美人なんだから焦る必要はないって言ったら地雷だったようで、珍しく怒りを露あらわにされましたよ。美人、美人って、なんなのっ！って』

　汐里が怒る？

　そんな姿を見たことがない俺は驚いた。それよりも彼女が見合いをするということに、震しん天てん動どう地ちだ。

「見合いはいつだ？　調べてくれないか」

『優成さん、汐里の決心は変わりませんよ。俺が何度説得したことか。聞いておきますが』

　シスコンの壮二でも諦めるほど、汐里の決心が固いのか。




　翌日の土曜日、俺は緊急で片づけなければならない案件が入り、出社した。重役階のフロアは誰も出社しておらず、静まり返っている。

　案件を解決させたのが夕刻。地下駐車場に停めている愛車の運転席に座ると、汐里へ電話をかけた。

　しかし、呼び出し音が鳴るばかりで彼女は出ない。

　出かけているのか……。そう思ったとき――。

『一条です』

「これから会いたい。何時なら？」

　何時でもいい。会って話をしたかった。

　俺からの電話を仕事なのかと思い、汐里は今から会社へ来ると言った。社用であって、そうではない。

　曖昧に言って、俺はこれから向かうと告げて電話を切り、車を飛ばした。

　そして汐里の自宅前に到着し、彼女を呼び出した。

　家から出てきた汐里は白いＴシャツとデニム姿だった。そんなカジュアルな姿は、だいぶ前から目にしていない。

　意を決したような表情で、彼女は車の横に立つ俺に近づいた。

「桜宮専務」

「乗って」

　腕を伸ばし、助手席側のドアを開けて汐里を促す。彼女は黙って乗り込んだ。




　十分後、海が見える埠頭に車を停めた。途中、俺は汐里の様子を何気なく見ながら、考えを巡らせていた。

　エンジンを停止させると、汐里はすぐに車から降りる。

　外は夏の夕暮れでムッとしており、海風が吹いても暑さは変わらない。後部座席へスーツのジャケットを脱いで放った。

　ついでに袖も捲り、車の横にいる汐里へ歩を進めた。

「汐里、昨晩の壮二の話は本当なのか？」

「本当です。海外へ行って自分を見つめ直すというのは嘘です。私の望みは結婚して子供が欲しいんです」

　意志の強さを示すように、汐里は俺に告げる。

「ですから仕事を辞めて、新たな人生を進みたいんです。ここではっきり退職の意を示します」

　決定的なセリフに、俺は眉をギュッと寄せる。

「簡単に人生の伴侶を決めてしまってもいいのか？」

「別に、簡単に夫を見つけるわけではありません」

　俺には汐里の焦る気持ちがわからなかった。苛立たしさを隠せずに告げた俺は、ネクタイの結び目に指をかけて緩める。いやに重苦しくなったのだ。

「仕事をしていても、結婚相手は見つけられるだろう？」

「そう思っていました。ですが、この年になるまで……」

　なんだと……？　この年になるまで、なんなんだ？　まさかな。

　頭によぎった考えを否定する。しかし、その先は汐里から聞かなければならない。

「この年になるまで？」

　汐里に一歩近づき、化粧っ気のない綺麗な顔を見つめる。ためらいを見せ、ピンク色の唇を閉じた彼女に、もう一度問いかける。

「汐里？」

「男性とお付き合いをしたことがないんです。今後も会社にいては、結婚相手を見つけることはできないでしょう。ですから、辞めて真剣に探したいんです」

　ふいに汐里が言いだした時期に違和感を覚え、ある男が思い浮かんだ。

「朝陽が好きだったんだろう？」

　そう聞くと、汐里はポカンと口を開いたまま、俺を見つめる。

「どうして朝陽さんが出てくるんですか？」

「君たちはずっと仲がよかった。朝陽が結婚して、ヤケになっているんじゃないのか？」

　仲がよかったふたりだ。もしかして、汐里は朝陽を愛していたのではないかと勘ぐってしまった。

「朝陽さんは素敵な人ですが、愛していません。変なことを考えるのはやめてください。彼が幸せな結婚をして、心の底から羨ましいと思うだけです」

「だが、タイミングがよすぎるだろう？」

「それは、おふたりの結婚式をお手伝いして、私に焦る気持ちが生まれたんです。赤ちゃんが欲しいんです！　それには夫を見つけなければならないんです！」

　俺の考えは外れているのか？　汐里は結婚自体が羨ましかった？　それに、赤ん坊が欲しいのが見合いをする理由？

「結論から言うと、汐里が欲しいのは赤ん坊なんだな」

　率直に尋ねた。

「……そうです。でも、私を愛してくれる人がいるかもしれません」

「愛してくれる人が現れても、汐里がその人を愛せる確証はないんじゃないか？　そんな結婚をして幸せになれるのか？」

　そんなことを汐里が考えていたとは驚くばかりだが、俺は彼女が他の男と結婚して子供を持つ姿を想像してしまい、苦々しい顔になる。

　そこへ――。

「では、桜宮専務が赤ちゃんを授けてくれますか？」

　俺が汐里に赤ん坊を？

　汐里の言葉に唖然とした俺は、冷静になろうと必死に自分を抑えた。ここは慎重に考えなければならない。

　すると、汐里は顔を真っ赤にさせ、つらつらと言ってのける。

「そ、そんなことは無理でしょう？　いいんです。退職を認めてください。いえ、正式な手続きを踏むのですから、桜宮専務の許可はいりません。失礼します。ひとりで帰れますから、ご心配は無用です」

　彼女は俺に頭を下げて歩きだす。自宅まで歩いたら、三十分以上はかかるだろう。

「汐里、送っていく」

「いいえ。ひとりで大丈夫です。専務も気をつけてお帰りください」

「汐里！」

　背を向ける汐里の手首を掴んだ。しかし、彼女は「ひとりになりたいんです！」と俺の手を振りきって去っていった。




　翌日、俺は壮二から聞いた六本木の高級ホテルへ向かった。そこで汐里は見合い相手と会う。

　四十五階の高層階にあるラウンジへ、断固とした決意を持ってエレベーターに乗り込んだ。

　ラウンジではちょうど演奏家がピアノを静かに奏でており、時折カトラリーや皿の音が聞こえる以外は静まり返っている。

「桜宮さま」

　ラウンジの出入口で汐里の姿を探している俺に、ここの総支配人が近づいてきた。俺の父親ほどの年齢の男性だ。来る前にスイートルームにチェックインした連絡が、彼に伝わったのだろう。

「総支配人。ご無沙汰しております」

「お久しぶりでございます。本日はありがとうございます。すぐにお席をご用意いたしますので」

　動こうとする総支配人に手を軽く上げて、制止する。

「いや、人を探しているだけなので」

「かしこまりました。ごゆっくりご滞在をお楽しみください」

　丁寧に深々と頭を下げると、総支配人は俺から離れていった。ひとりになった俺は、再びラウンジ内に視線を動かす。

　窓際のソファ席に、汐里はピンと背筋正しく、浅めに腰かけていた。対面に座るのは、黒ぶちの眼鏡をかけたひょろっとした印象の男だ。

　男性スタッフに注文をしたようだ。その男性スタッフが俺の横を通り過ぎるところを止める。

「君、たった今オーダーを受けた支払いは、五三〇一号室の桜宮につけておいてくれ。そこにいる総支配人に伝えてくれればわかる」

　近くに立つ総支配人のほうへ、男性スタッフは顔を向けた。

「桜宮さま、かしこまりました」

「よろしく」

　男性スタッフに言葉をかけると、俺は汐里の元へ歩を進めた。

　一枚のなにかが書かれた用紙を汐里が見ている。近づくと、パーソナルデータがどうのこうのと話していた。

「今の段階では、こちらは不要――きゃっ！」

　汐里の横に立ち、彼女の手から紙を取り上げた。次の瞬間、汐里は見上げて、俺の姿に目を白黒させている。黒ぶち眼鏡も驚いた様子で俺を見つめていた。

「こんなものはもちろん不要だ。お返しします」

　唖然となっている汐里を尻目に、俺は紙から手を離す。紙は、はらりと黒ぶち眼鏡の膝の上に落ちた。

「すまないが、彼女に見合い相手は必要ない」

　ショックから覚めた様子で、汐里は俺を猫のような目で睨みつけた。

「専務、私のお見合いをぶち壊さないでください」

　周りにいる客の気を引かないように、彼女の声は小さい。

「あ、あなたは突然、なんなんですか？」

　黒ぶち眼鏡も体裁を大事にしているのか、声はそれほど大きくない。

「彼女は俺の花嫁だ」

　俺の声はその場に凛りんと響く。この言葉に、汐里は唖然となっている。

「彼女はあなたと付き合っていたんですか？」

「いや、恋人ではない。だが、長く付き合っている大事な人だ」

　俺は汐里に手を差し出した。

「汐里、立つんだ」

「ダメです。専務がお帰りください」

「はあ～。今、俺が言ったことがわからなかったのか？」

　これ見よがしに大きくため息をつく。そして、頑なにその場を動かない汐里の腕を掴み、上へ引っ張って立たせた。

　汐里の隣の席に置かれたハンドバッグを手にすると、黒ぶち眼鏡へ視線を向ける。

「ここは支払い済みです。では」

　汐里の腕を掴んだまま、出入口に向かって歩き始める。

「あっ！」

　見合い相手に急いで頭を下げると、彼女は無表情でついてくる。

　ラウンジの出入口では総支配人に頭を下げられ、エレベーターホールへ向かった。だが、少し行ったところで、汐里は足を止めた。

「待ってください！」

　俺は立ち止まったが、汐里を掴む手はそのままだ。

「話がある。上に部屋を取ってあるんだ。ゆっくり話そう」

「へ、部屋を？」

「そうだ。ギャラリーに聞かせる趣味はないからな」

　そう言って、やってきたエレベーターに彼女を強引に乗せた。




　連れてきたのは五十三階のスイートルーム。高層ビルや東京タワーが下に見える最高の部屋だ。

　窓を背にしたソファに汐里を座らせた。

　俺に憤慨していた表情が、今では居心地が悪そうで、コロコロ変わる表情がいつも仕事を完璧にこなす秘書の顔と違って楽しい。

　Ｌ字型の短いほうに俺もドカッと着座した。わざと膝を突き合わせる座り位置で、汐里は何気なさを装い、ほんの少し横にずれた。

　汐里の反応が可愛すぎて、もっと弄いじりたくなる。

　必死に彼女は平常心をかき集めている様子。そして、リップが綺麗に塗られた口を開いた。

「お見合いをぶち壊しにするなんて嫌味なことは、やめてください。私、怒っているんですよ？」

「嫌味なことか？」

　本当に汐里を取られたくないと俺は思っている。しかし彼女は、仕事を辞めさせたくないがために、見合い相手からかっさらってきたと考えているようだ。

　ソファに背を預け、長い足を組み、俺は鼻で「ふん」と笑う。

「俺は嫌味や嫌がらせで、見合いの場所に乗り込んだわけじゃない。あの男に君が取られるのを阻止するためだ」

「ですから、意味がわかりません。阻止するために『俺の花嫁』だなんて適当なことを言って。どうしてくれるんです？　もう白石さんは会ってくれないでしょう」

「当たり前だ。あんな男がいいのか？　見合い相手を探す必要はない」

　汐里があの男といて、俺は今までにない焦る気持ちに駆られた。しかし興奮した様子で、彼女はあの黒ぶち眼鏡をかばう。

「子供が欲しいんだろう？　俺と結婚すればいい」

　案の定、汐里は心底驚いた様子で目を見開いた。

「えっ!?　なにを言って――」

「俺と結婚しよう。好きなだけ子供を作ってやる」

　彼女の性格では、冗談だ、と取り合わないかもしれない。俺はもう一度、率直に言いきった。

「私……なんて言ったらいいのか……」

「俺と結婚すると言えばいいんだ」

　シミひとつない顔を歪ゆがませる困惑の表情にも見とれる。

　なぜ今まで俺は、汐里の透明感のある美しさに気づかなかったんだ？

　いつの間にか彼女は、清艶な大人の女性になっていた。俺のモヤモヤの原因が次第に紐解かれていく。

　汐里の華奢な手首を掴んだ。そして引き寄せると、手首の内側の柔肌に唇を当て、やんわりと吸い上げる。彼女の全身がビクンと揺れた。

　汐里から漂う香りと可愛らしい反応に、抑えが利かなくなりそうだ。

「や、やめてください」

　逃げようとする手首を引くと、俺の膝の上に倒れ込んだ。

「せ、専務……」

　狼狽している顔や、耳から胸までがピンクに色づいている。

　もう抑えは利かない。俺は汐里が欲しい。

「初対面の男に、こんなに腕を露出させて。あの男は綺麗な君を抱くことしか頭になかっただろう」

「だ、抱くって。白石さんはそんなことを考えるような人ではないです」

「どうしてわかる？　男の気持ちは、無垢な汐里にはわからない。綺麗なうなじに、やつはドキドキしていたはずだ」

　バレッタをカチッと外し、ブラウンの髪が解放され、シャンプーのほんのり甘い香りがふんわりと鼻をくすぐった。

　俺は艶やかな髪をひと房、口元へ持っていく。

「いったい、ど、どうしちゃったんですか？」

　その反応も可愛すぎるだろ。

　オフィスでは腕を露出させているのを見たことがない。スラリとした長い腕にそそられ、指を滑らせた。

　ずっと触れていたいくらい滑らかな腕だ。きっと汐里の全身すべてが柔肌……。

「俺と結婚してくれ」

「……本気で言っているんですか？」

　真摯に告げた俺を、汐里はまだ信じていない。

「戯言でプロポーズはしない」

「急にプロポーズされても困ります。私が昨日言ったからなんですね？」

『では、桜宮専務が赤ちゃんを授けてくれますか？』

　あのとき、汐里の切実な思いに胸を突かれた。彼女のためなら叶えてやりたい。

「昨夕の汐里の提案は驚いたが、魅力的だったな」

「私は本気じゃなかったんです。売り言葉に買い言葉的な……あ、きゃっ！」

　今日の汐里は手ごわい。いや、最近の彼女は決心をしてから、従順ではなくなった。そんな彼女も魅力的だ。

　俺は汐里をソファに押し倒し、見つめた。

「汐里、俺の嫁になれ。他の男には渡さない。汐里がこの先、俺のそばにいないのは嫌だ」

「専……務……」

　揺れる瞳。もう少しで頷くかと思いきや、彼女は下唇を噛んで首を横に振る。

「長い間、一緒にいたのでそう思うだけです。すぐに別の秘書に慣れるはずです」

　俺に必要なのは秘書じゃない。今は、はっきりとそう思える。なぜこの長い時間を無駄にしてしまったのか。後悔しかない。

「もちろん、妊娠したら秘書はさせられないから、他の者で我慢しよう。君が家にいると思えば、きっと我慢できる」

「今さら、口説くなんて……」

「なんとでも言え。君は子供が欲しい。俺は君を手放したくない。利害が一致するだろう？」

　少しずつ距離を詰めていった。そしてもう一度熱く言う。

「俺の子供を産んでくれ」

　汐里の返事が待てず、ピンクの唇を食むように唇を重ねた。

　汐里の反応は初う心ぶで、目を閉じ、俺のキスにされるがままだった。抵抗されないのをいいことに、俺は彼女の唇を堪能する。

　一度キスをしたら、やめられないくらい柔らかい感触にのめり込みそうになった。しかし本当に彼女は初めてらしい。

「本当に経験なしか」

「……私なんかを相手にしても、つまらないですよ」

　顔を両手で覆った汐里。俺は我慢の限界だった。

「いや。今、最高に嬉しい気分だ。俺色に染めることができるのだから。楽しみだな」

　汐里を抱き上げた。俗に言う、お姫さま抱っこだ。

「あ、あのっ」

　有無を言わさず歩を進め、キングサイズのベッドに横たえた。ジャケットを脱ぎ、パサリと椅子に放る。

　落ち着かなさげに汐里は視線を泳がせている。彼女の緊張が俺にも伝わってきた。

「け……決心が、まだ……」

「俺に任せておけ。決心してするものでもない」

　金縛りにあったように動けないでいる汐里を見つめながら、指先はカフスを外す。

「私……」

　ワイシャツも脱ぎ、微かに身体を震わせている汐里を抱きしめた。

「なにもしなくていい。俺に任せておけ」

　耳元で囁き、耳朶に舌を這わせ、やんわり食む。

「ああっ、ん……」

　彼女の甘い声と吐息に、俺の欲望がムクムクと込み上げてきた。この部屋に入ったときから、汐里を愛したくてたまらない。

　唇を噛んで、彼女は声を抑えようとしている。

「声を抑える必要はない。どんな姿も可愛いが、ベッドの中では奔放な汐里が見たい」

　ワンピースのファスナーを引き下げ、ゆっくり脱がせた。白のレースのブラジャーとペアのショーツ姿は清せい楚そで、女神のようだった。

「綺麗だ」

　汐里を抱きしめ、丁寧に彼女の緊張を取り去るように、愛撫を重ねていった。










五　結婚準備の幸せ




　汗ばんだ私のこめかみに唇が落とされる。

　うつ伏せでウトウトまどろんでいた私は、瞼を開けた。

　あれからどのくらい経ったのか、窓の外はすっかり夜のとばりが降りていた。

　身体を動かすのもおっくうで、敏感になった肌は、撫でられるだけで身体に電流が走ったみたいになる。

　初めての経験は、痛さしか感じないと聞いていた。けれど痛みは最初だけで、私は信じられないくらい乱れてしまった。思い出すと恥ずかしくて、彼を見られない。

　そんな思いとは裏腹に、桜宮専務に背を向けていた私は、くるっと反転させられ、彼に腕枕をされる。頬が桜宮専務の滑らかで強きょう靭じんな胸に当たる。

「すぐに結婚式を挙げよう」

　普段アップハングにされている前髪は、目の辺りまで落ちていた。かき乱してしまったのは私だ。

　こういった姿は滅多に見られない。専務室では威厳があり、落ち着いた雰囲気で、髪が垂れていると親しみやすく、若々しく感じる。

　どちらも男の色気で私の気持ちを揺さぶるのは、間違いないのだが。

「汐里、聞いているか？　結婚式場を探さなければな」

　私の顔を覗き込み、もう一度、彼の唇が額に触れた。

「結婚式場探し……」

「挙げないと思っていたのか？」

　桜宮専務とこういうことになって、戸惑いを隠せない私だ。身体を重ねたら、気持ちまで欲しくなってしまう。

　彼への愛おしさが沸々と込み上げる。

　私のこの想いは、どうしたらいいの……？

　桜宮専務は結婚式を挙げ、子供を作ればいいと思っている……。それだけでは嫌……。

「どうした？」

　言葉に出せないでいると、彼はちゅっと唇にキスを落とし、離れていく。

　これからはずっと桜宮専務と一緒にいられるの？

「汐里はどんな式を挙げたい？　教会か？　神前か？　好きなほうでいい。ドレスも和装も、汐里ならどちらでも似合うだろう。いっそ、両方着ても構わない」

　髪の毛を優しく梳すかれ、ゆっくり触れられている私は、彼の規則正しい心音を感じながら、私たちの結婚式を想像してみる。

　結婚しようと言われて幸せなはずなのに、重い気分になっている。朝陽さんと砂羽さんのように、教会のチャペルで愛を誓い合うのは、神への冒ぼう涜とくのような気がしてきたのだ。

　桜宮専務は私を愛していない。ずっと持っていたおもちゃを他の男性に取られたくないだけ。

　でも、私はその思いに便乗する。

　愛されてしまった私は、欲張りになっている。ずっとそばにいてほしい、と。

「汐里？」

「私はチャペルで挙げたいです。桜宮専務は和装でも洋装でも素敵だと思いますけど、和装は私、似合わないかと」

「そうか？　汐里の白無垢姿は美しいと思うが」

　女心を喜ばせる言葉をサラッと言ってのける桜宮専務に、過去の女性たちを思い出す。実際に会ったのはひとりしかいない。それも偶然に。

　今でも覚えているのは、とびきりの美人だったこと。

　髪にそっと桜宮専務は口づけを落とす。こんなにも異性から触れられたことのない私は、戸惑ってしまう。

「今晩、ご両親は在宅か？　結婚の承諾をもらいに行きたい」

「えっ？　りょ、両親ですか……？」

　考え事から引き戻されて、ハッと身体を起こし、目をパチクリさせた。

「どうして驚く？　それよりも、いい眺めなんだが？」

　彼の視線を追った私は、胸を晒していたことに気づき、布団の中に隠す。

「そうされると……」

　桜宮専務が呟つぶやきを止めた次の瞬間、私の身体が反転し、クラシックなクロスが美しいクリーム色の天井が目に飛び込んできた。

「さ、桜宮専務？」

「その恥じらいは、無意識に俺を煽あおっているんだぞ」

「あ、煽るっ……？」

　食べてしまいそうな勢いで、桜宮専務の唇に私の唇を塞がれる。今日初めて経験した彼のキスは、全身をとろけさせるくらい気持ちがいい。

「んっ、ふぅん……」

　桜宮専務の舌が口こう腔くう内ないを自由に動き回り、私は夢中で彼の舌に応えていく。

「ま、待ってください。桜宮専務、ああっ……」

　尖とがりを見せている私の頂を、ねっとり舐めていた彼が、不服そうに顔を上げた。

「桜宮専務？　ここまで親密になって、それとはな。優成と呼ぶんだ」

「急には――あっ！」

　ビクン、と私は身体を跳ねさせた。桜宮専務の指が腹部を滑り、敏感なもうひとつの尖りに触れたのだ。

　そこから先は、桜宮専務の唇や舌、指先からもたらされる熱に浮かされるような時間がやってきた。




　嵐のようなときが過ぎ、現実に引き戻されても、まだそれは台風の目に入っただけで、終わっていなかった。

　桜宮専務は時間を無駄にしない人だった。帰り支度を済ませた彼は私の父に電話をかけ、在宅を確認した。

　シャワーを浴びて、ワンピースを身につけ、メイクまで施したのに、桜宮専務に愛された身体は、しゃんとしない。

　鏡の中の私は瞳が潤み、頬はピンク色に染まり、いつもの私ではあり得ない熱に浮かされたような顔をしている。

　どうにかして、いつもの自分を取り戻さないと。医者の父の目には、娘が風邪をひいたと映るか、もしくは……。

　その先を想像して、私は乱暴に頭を左右に振った。

「なにをしている？」

　その声に我に返り、視線を横にずらすと、ドレッサーの鏡に映る桜宮専務の視線とぶつかった。

「な、なにも……。桜宮専務、今日、両親に会うのはやめませんか？」

「どういうことだ？」

　もうっ……。

「汐里？」

　鏡の向こうの桜宮専務が腕を組み、じっと見つめる。

「わ、私の顔がおかしいからです」

「おかしい？　なにを言っている？」

「こんなことになって、顔がいつもと違っているというか、医者の父の目にどんなふうに映るか考えたら……桜宮専務と私が……」

「俺たちは高校生じゃない。大人の男と女だ。しかも結婚の承諾をもらいに行くんだから、別にいいだろう？　それと、これからは俺の名前を呼ばなければペナルティを課すことにしよう」

「ペナルティ!?」

　ギョッとなって後ろを振り返ると、腕を掴まれて立たせられる。

「そう。さっきも優成と呼ぶように言ったのに。ペナルティは……そうだな、汐里からキスをしてもらおうか。それも濃厚な」

　口角を上げ、彼はニヤリと笑う。

「ほら、行くぞ」

　私の手を握り、ドレッサーの上に置いていたハンドバッグを彼は片手で持った。そして私たちはリビングを横切り、ドアへ向かった。




　車を走らせ、優成さんが我が家の前でエンジンを切ったのは、ちょうど三十分後だった。

　自宅へ向かう車中、私はこれでいいのか考えていた。さっきは、優成さんの愛がなくてもずっと一緒にいたいと思っていたのに、今はやはりよくないという思いに駆られていたのだ。

「桜宮専務……」

　シートベルトを外した優成さんへ呼びかける声は、真剣な声色だ。

　大きく深呼吸をして、私は彼の顔を見つめた。

「改まった声で、どうした？」

「……本当に結婚していいのですか？　よく考えてください。衝動的なものなのかもしれません」

「なにを言っているんだ？　汐里は子供が欲しいんだろう？　俺は喜んで協力する。それとも、あの黒ぶち眼鏡の男のほうがいいのか？」

　どちらがいいかなんて、わかっているくせに……。

　白石さんは医者で、頭はいいかもしれない。でも優成さんも、優秀な頭脳なら負けないだろう。

　狭き門のイギリスの有名大学を卒業し、鋭い洞察力に、重役たちにも一目置かれるカリスマ性を備えている。美麗な顔立ちに、見事なスタイルも。ＤＮＡレベルで、優成さんに並ぶ人はいない。

「跡継ぎのためにも、俺も赤ん坊が欲しい」

　手っ取り早く、身近にいて、赤ちゃんを欲しがっている私で結婚を妥協しようとしている。

「汐里？」

　返事ができないでいる私を、優成さんは突として抱き寄せた。そして有無を言わさずに唇を重ねる。

　舌を絡ませる濃密な口づけに、恋愛初心者の頭の中は優成さん一色になった。

　誰かに見られてしまうかもしれない。そんな考えは取っぱらわれて、優成さんのキスにひたすら応える。

「ここでやめないと、汐里を襲いそうだ」

　囁きに近い声が耳をくすぐる。

　優成さんは私を離すと、後部座席に手を伸ばし、ジャケットを掴んだ。

「こ、こんなところで、こんなキスしないでくださいっ」

　我に返った私は優成さんを睨みつける。

　普段と変わらない姿に戻るためにメイクを施し、リップを塗ったのに、あんなキスでは綺麗になくなっているはず。

　慌ててハンドバッグからメイクポーチを出す私だ。

「さっき、桜宮専務と言っただろう？　覚えているよな？　ペナルティ」

　メイクポーチから鏡を出している私の手が止まった。

「あ……」

　だから、あんなキスを……？

「ぺ、ペナルティは私から……ってことでしたよね？　ゆ、優成さんからは反則です」

「反則？　俺から温情をかけてやったんだ。早く塗り直せよ」

　さっきまで熱くキスをしていた片へん鱗りんを見せず、優成さんは言いきる。

　グローブボックスを開けてティッシュを一枚抜き取り、私に渡す。それを受け取った私は、急いで鏡を見ながら拭うと、リップを塗った。そしてもう一度、鏡で自分の顔を確認する。

　大丈夫かしら……。もうっ、早くいつもの自分に戻らないと！

　そのとき、車体の上のほうからトントントンと音がして、ビクッと肩を震わせた。

　驚いて視線を泳がせてみれば、運転席の窓から壮兄が屈み込んで覗いている。壮兄と視線がバチッと合ってしまい、気まずさでとっさに逸らしてしまった。

　会いたくないと思っていると、会ってしまうものだ。きっと私の態度で、壮兄はなにか悟ってしまったかも。

　ううん。もしかして、キスしているところを見られていたかもしれない……。

　そう考えてから、まだ鏡とリップを持っていたことに気づく。急いでメイクポーチにそれらをしまった。

　そうしているうちに先に優成さんが降り、壮兄となにか話して、こちらへ回ってくる。助手席のドアを優成さんが開けてくれた。平静を装って助手席から離れる私だ。

「しおりん、見合い相手はどうだった？」

「どうだった？って、壮兄が桜宮専務に場所と時間を教えたんでしょう？」

　身の置きどころがなくて、つっけんどんな言い方になってしまう。

「汐里、壮二、行こう」

　促す優成さんに便乗し、壮兄の視線を気にしないようにして、先に玄関に向かった。




「優成くん、突然で驚いたよ。どうしたんだね？」

　リビングのソファに座った父は、思いもよらない桜宮家の長男の訪問に、驚きを隠せない。

　キッチンでお茶の用意をする母を手伝っている私にも、父の声が届く。

　優成さんは父の対面に座っており、車の中では脱いでいたスーツのジャケットをかっちりと身につけていた。

「奥さまと汐里さんが席に着いたらのお話でよろしいでしょうか？」

「え？　……ああ。もちろんだよ」

　不思議そうな父の声が、全身で優成さんのほうに意識を向けている私の耳に入ってくる。

　壮兄はキッチンのカウンターに寄りかかり、飲み物の支度を手伝っている私を見ている。視線を何度も向けられていることは気づいていた。

「しおりん、優成さんのところへ行ったほうがいいんじゃない？」

「えっ？　あ、う、うん」

　ちょうどアイスティーの用意が終わったところで、母の代わりに私がソファのほうへ運んだ。緊張は否めなく、トレーを持つ手が微かに震えている。

「どうぞ」

　私は優成さんから順に、アイスティーをコースターの上に置いていき、終わると一瞬の間を置いてから、優成さんの隣に腰を下ろした。

　母も父の隣に座り、壮兄はひとり用のソファへ。

　私と優成さんが並んで座るのを見て、母は嬉しそうだ。突然の訪問に、なにか悟っているのかもしれない。

　心を乱され、平静を必死に装う私とは裏腹に、優成さんは普段通り落ち着いている。

「夜分に突然申し訳ありません。汐里さんとの結婚をお許しいただきたく、ご挨拶に伺いました」

　優成さんは頭をしっかり下げる。

　父は一瞬、唖然とした顔になったが、次の瞬間、満足げな笑みを優成さんに向けた。

「そうかそうか。ふたりが結婚を。もちろんだよ。優成くんのような男に娘をもらってもらえるのなら、言うことはない。なあ、母さん」

「ええ。お見合いをすると言っていたので驚きましたけど、気心の知れた優成さんがお相手なら、もろ手を挙げて大喜びですよ」

　ふたりは顔を見合わせて喜んでいる。

「汐里、白石くんと会ったのか？」

　お見合いをセッティングしたのは父だから、そこは気になるよう。

「はい――」

「申し訳ありません。見合いの最中に、彼女をさらいました」

　私の言葉を遮り、優成さんが真摯に頭を下げる。

「優成さんとお付き合いしていたのに、黙っていたのね。お見合いしたいだなんて突然言うんだもの。誰ともお付き合いしていないとばかり」

　母は私たちが以前から付き合っていたと勘違いしている。でも、あえて話さなくてもいいと、私は肯定するようにコクッと頷く。

「私からも白石くんに謝っておこう。ところで、君たちはケンカでもしたのかね？」

　父の問いに答えたのは優成さんだ。

「そんなところです。明日、両親に話をして、結納、結婚を進めさせていただきたいのですが」

「もちろんだよ。汐里も二十八歳だ。いつまでも家にいては困る。どんどん話を進めてくれ。いやー、めでたいな。頼りになる婿ができるとは。母さん、酒にしよう。優成くんも一緒に飲もう。壮二もどうだ？」

「お父さん、優成さんは車よ？」

　早速立ち上がって、洋酒のボトルが並ぶ棚の前で選んでいる父に声をかける。

「汐里の部屋に泊まればいいだろう」

　客間もあるのにそんなことを言われて、急激に顔が熱くなっていき、両手を頬に当てる私だ。

「お、お父さんっ！」

「なにを恥ずかしがっているんだ？」

　上機嫌の父は口元を緩ませて、私をからかう。

「父さん、しおりんが困っている。客間だって、尊兄さんの部屋だって空いているだろう？　俺の部屋でもいい」

「おっ！　これがいい。とっておきの一本だ。母さん、グラスを出してくれ」

　棚から、まだ開けていない値の張る洋酒を手にして、父は戻ってくる。

　そして、「壮二、なにを言っている？　婚約者同士を引き離すとは、無粋というものじゃないか」と壮兄に向かって顔を顰めた。

　相当、父は優成さんとの結婚を喜んでいる様子。このままいけば、とことん飲みそうな気配がして、お酒に付き合わされる優成さんに申し訳なくなる。

　洋酒のボトルを開けている父から、隣に座る優成さんへと視線を向けると、彼はわかっているというように、私の手に手を重ねた。




　優成さんがお酒に強いのは知っているけれど、父は容赦なく、グラスが空くと洋酒を満たす。

　病院から呼び出されるかもしれない壮兄は、アイスティーを飲んでいる。

　顔を真っ赤にして、父は呂ろ律れつも回らなくなっていた。けれど上機嫌なのは変わらずで、結婚式が楽しみだ、と何度も口にしている。

　優成さんは如才なく、しっかりと受け答えをしているから、余計に楽しくて父は彼に飲ませる。父はとうとうあくびが止まらなくなり、今にも眠りそうな目に。

「あなた、もう寝ないと」

「そうだな。じゃあ、寝室へ行くか。優成くん、今夜は汐里の部屋に泊まりなさい」

　そう言って、ふらつく身体でリビングを後にした。母も一緒に出ていき、残ったのは私と優成さん、それに壮兄。

「優成さん、いきなりで驚きましたよ」

　突然、壮兄は切り出した。彼には、私たちが交際していないことなど、もちろんお見通しである。

「汐里を手放せないと悟ったんでね。壮二も汐里の相手が俺で、ホッとしただろう？」

　クッと喉の奥で笑った優成さんは、もうひと口、琥こ珀はく色いろの液体を喉に通す。

「ですが、しおりんを速攻――」

「速攻、なんだ？　結婚を決めているのに、手を出すなと？」

「ゆ、優成さんっ！」

　私は当惑し、これ以上話さないように大きな声を出した。

「構わないだろう？　汐里は俺の婚約者だ」

　美麗な顔を緩ませると、優成さんは当惑している私の頭をポンポンと撫でる。

　そんなことを人前で……。ううん、今までそんなこと自体されたことがない私はどぎまぎして、視線を膝の上に落とす。

　いつもは仲がいいのに、ふたりがとげとげしい雰囲気で、私はこの場から消えたい。

「はあ～。他の男にやるくらいなら、優成さんのほうがいいですけどね？　俺の前でイチャつかれるのは目も当てられない。とにかく、俺と汐里が送っていきますから」

　優成さんの車を私が運転し、壮兄も別の車でついてきて、送り届けたら、私は壮兄の車に乗って帰宅する。一瞬で概況を把握した途端、それは困る、と青くなる。

　帰り道、絶対に壮兄は不機嫌でなにか言われるだろう。家でふたりになったならば、さっさと部屋に入ってしまえばいいけれど。

　もしくは……。

　私は優成さんのほうへ目を向けた。

　ううん。自室のベッドで一緒だなんて、ダメ。

　そんな私の考えを読み取ったかのように、優成さんは笑う。

「汐里、運転代行を呼んでくれないか？」

「えっ？」

　時刻は二十三時になろうとしていた。

「今日は疲れただろう。俺は代行で帰るから、早く休むといい。明日連絡する」

　疲れただろう、と言う優成さんの言葉にはなんだか含みがあって、壮兄は苛立たしげにソファから立ち上がった。

「お邪魔虫はいなくなるとしますか」

「壮兄っ」

　シスコンのなせる業なのだろうか。今日の壮兄は嫉妬心剥き出し。

　リビングを出ていこうとする足を止めた壮兄は、ためらいを見せてから振り返る。

「……汐里、結婚相手が優成さんでよかったと思っている。でも、大事な妹を取られる気持ちもわかってくれよ。優成さん、汐里をよろしく頼みます」

　いつも『しおりん』と呼ぶ壮兄が、『汐里』と口にして、寂しい気持ちに襲われた。

　壮兄は私に微笑み、優成さんに向かって真面目な顔で腰を折った。

「ああ。シスコンのお前にはつらいと思うが、汐里のことは俺に任せてくれ」

　優成さんは壮兄の気持ちを悟ってくれている。

「はい。あー、でもしばらくは、俺の前でイチャイチャはしないでくださいよ」

　くしゃっと苦笑いを浮かべて、壮兄はリビングを出ていった。

「これでシスコンを脱してくれるといいが」

「そんなにシスコン、シスコンって言わないでください。優しい兄なんですから」

　シスコンすぎると、いつも痛感していたけれど。

　クックッ、と優成さんは楽しげに笑った。

「お父さん、たくさん飲ませていましたが、大丈夫ですか？　本当に代行で？」

「心配してくれるのか？」

「それはもちろんです」

　大きく頷く私だ。

「汐里の部屋に泊まるのも興味があるが、今日は壮二のためにやめておこう」

「では、代行を呼びますね」

　少し離れた床の上に置いていたハンドバッグを取りに、席を離れようとした私の手首が掴まれる。

「きゃっ！」

　引っ張られた私は、優成さんの膝の上にお尻をついていた。

「優成さん、私はスマホを取りに……」

「もう少し後でいい。その前にペナルティのキスをしてもらわないとな」

　優成さんの膝の上に座って、美麗な顔を見下ろす形になってしまった。彼の長いまつ毛や、私を映し出す黒い瞳に、ドキッと心臓が跳ねる。

「ぺ、ペナルティ……ですか？　記憶にない……あ！」

　車中にいるとき、壮兄が現れてテンパってしまい、しかも優成さんの名前を呼ぶのが恥ずかしくて、『桜宮専務』と口にしたことを思い出した。

　あれはスルーしてくれるとばかり……。

「自分で思い出したか。いい子だ」

　企んでいるような笑みで私を褒める。

「わかっているよな？」

「あれは仕方ないのでは……？」

　軽い口づけだってまだ慣れていない私に、濃厚なキスなんてハードルが高すぎる。

「約束は約束だ。汐里、キスして」

　長い指を私のひと房の髪に絡め、優成さんは滑らかな低音で甘く囁く。

「ずっとこの髪に触れてみたいと思っていた。まあ、すでに触れたが」

「えっ……？」

「想像通りに艶やかで、いい香りだ」

　私の目を見つめながら、ひと房を口元に持っていく動作に、数時間前どんなふうに乱されたのか頭に浮かび、急激に身体が熱くなっていった。エアコンが効いたリビングなのに。

「汐里？」

　楽しげな顔つきで、キスするように私を促す優成さんだ。

　朝陽さんと結婚した砂羽さんのお手伝いで、一緒に式場を訪れたときに、『桜宮専務って、鬼畜ですよね。あ、内緒にしてくださいね』と彼女に言われたことがあった。

　砂羽さんの言葉通りで、一度会ったばかりなのに悟った彼女は洞察力があると、あのときは笑ったものだ。今も鬼畜な面が出ている。

「……ここでは嫌です」

　優成さんの秘書になって六年。彼のことはわかっているつもりだ。恋愛の面ではまったく理解できていないけれど。

　だから、そう口にしても優成さんの反応が想像できる。

「なるほど。汐里は俺と駆け引きをしたいのか。素直じゃない悪い子だな」

「ここでキスなんて嫌です。優成さん、電話をかけさせてください」

　いつもの生真面目さを出せば、お役御免になるかと思っていた。

　優成さんの膝から下りようとする。だけど、ウエストに回っていた手に力が入り、一瞬で私は仰向けにさせられていた。

「さ、桜宮専務っ！」

「クッ。わざと俺を煽っているのか？　ペナルティ２だぞ？」

　とっさに出てしまったことに、ハッとなった。

「そ、それはいきなりだったので……ペナルティ２はひどいです」

　顔の横で両手をつかれ、熱を帯びた瞳と視線がぶつかり、ぶるりと身体が震える。

「また君が欲しくなった」

　常じょう套とう文句なのかもしれないのに、胸をキュンとさせてしまう私だ。

　優成さんは顔を近づけてくる。キスを予想してギュッと目を閉じた私の額に、温かい唇が落とされた。

　え……？

　優成さんのキスは唇ではなくて、おでこだった。

「想像力がたくましいな。今は額で我慢しておく。そうじゃなければ、理性が崩壊して、ここで襲ってしまいそうだからな」

　離れて立ち上がると、優成さんは私の上体を起こす。

　あっけに取られているうちに、彼はポケットからスマホを出して、どこかへ電話をかける。

　運転代行サービスだった。いつもは私の仕事なのに……。

　結局は、なんでもひとりでできてしまう人なのだ。

「十分で来られるそうだ」

　普段利用している運転代行サービスは、社屋の近くにあり、ここまでもそう時間はかからない。お盆時期で忙しくないのかもしれない。

「からかわないでください……」

　気を取り直して、すっくとソファから立ち上がる。

「からかってなんていないぞ？　これから毎日が楽しくなりそうだ。明日、両親に話をする。おそらく夕食を食べに来るように強要するはずだ。念願の嫁だからな」

　ご両親の反応を想像しているのか、彼は口元を緩ませた。




　運転代行サービスの男性の運転で、優成さんは帰っていった。

　彼の車の後ろから、代行の男性を帰りにピックアップする車がついていく。何度も利用したことのある顔見知りのスタッフなので、私は安心して見送った。

　家に戻ると、リビングからハンドバッグを持って自室へ向かう。そして、事の急展開に息切れ気味の私は、ベッドの上にぐったりと腰を下ろした。

　本当に結婚が決まってしまうなんて、今朝起きたときには思いもよらなかった。しかもお見合い相手の白石さんではなく、憧れていた〝桜宮優成さん〟とだ。

　まだ当惑しているけれど、優成さんと子供を育てられると思うと、気持ちが弾んでくるのは否めない。

　念願の子供を授かるかもしれないのだ。彼の愛が得られない葛藤はあるが、いい家庭を築けるのではないかと思う。

　迷う心に、もうひとりの自分が言い聞かせて、この結婚を納得させようとしていた。




　翌日の正午を回った頃、優成さんから電話があった。優成さんの言う通り、彼のご両親は喜んでくれたと、夕食に招待された。

『十七時に迎えに行く』

「お迎えは大丈夫です。車でお伺いします」

『もう汐里は俺の婚約者だ。プライベートでは秘書の仮面は外してほしい』

　婚約者……。

　優成さんの言葉に、胸が高鳴る私だ。

「……わかりました。ではお言葉に甘えて、お迎えをよろしくお願いいたします」

　次の瞬間、『クッ』と笑い声がした。

『その話し方もやめてくれ。慣れないだろうが、もう少し砕けた物言いにしてくれよ』

「でも……」

『まあ、その辺は慣れが必要になるだろうから、徐々にでいい』

　よかった。またペナルティとか言われるのかと思った。

　私は胸を撫で下ろす。

『ペナルティじゃなくてよかったか？』

「そ、そんなことは思っていませんっ」

　本当に鋭くて、今まで私の気持ちがだだ漏れだったのではないかと、ふとよぎった。

　もう一度、優成さんは楽しそうに笑い声を上げると、『また後で』と言って電話を切った。

　夕食が不要になったことを母に伝えるために、階下へ下りる。母はキッチンでアイスコーヒーを淹れていた。

「あら。汐里も飲む？」

「ううん。今日、桜宮家の夕食に招かれたの。私の分はいらないから」

「まあ、今日？　急じゃないの。準備が……」

「今から手て土産みやげを買いに行ってくるわ。十七時に優成さんが迎えに来てくれるから」

　秘書として、どこの店の手土産が見栄えがよくて美味しいか、頭の中にリストが入っている。ただ、どんな手土産を喜んでもらえるか悩みどころだ。

　自室に戻り、ショルダーバッグを手にすると、車の鍵が入っているのを確認してから家を出た。




　やってきたのは赤あか坂さかにある有名和菓子店。ここのみたらし団子は社長の大好物で、一本ずつ包装され、箱に入っているので体裁がいい。目に入った水ようかんも涼しげで、購入した。

　その後、花屋に寄り、仰々しくならない程度の花束も作ってもらう。

　オレンジがかった元気な色の小ぶりな向日葵ひまわりをメインに、紫が綺麗な可愛いフォルムの千日紅、白のガーベラや青々としたグリーンなどを入れてもらい、素敵な花束になった。

　自宅に戻ったのは十六時近くで、私は急いでシャワーを浴びて、ダークブルーのセットアップのパンツスタイルに着替えた。フレンチスリーブの袖部分がシフォン素材で透け感があり、気に入っている服だ。

　メイクもいつものようにナチュラルにして、鏡を覗き込む。

「髪は……ハーフアップでいいわよね……ひとつに結んだら、丸っきりビジネスみたいだし……」

　イメージを膨らませていた私は、優成さんがどんな表情でひと房の髪を口元に持っていったかを思い出してしまった。あの熱い瞳に、身体の中が疼きを覚えた。

　自分だけが優成さんの特別になったような嬉しい気持ちになるが、すぐに思い直す。

　彼は私を愛していない。彼も赤ちゃんが欲しいからだ、と結論づける。




　十七時になる五分前に自宅を出て、門扉の横で待っていると、美しい流線型の車が近づいてきた。

　優成さんの車だ。持ち主のように俊敏で美しい彼の愛車。

　車から降りた優成さんは、水色のサマーニットにスリムなグレーのスラックスで、手にはバラの花束があった。

「あ……」

　私も持っている花束に、お互いが「あ……」と口にして、ふっと笑う。

　一歩、優成さんは私に近づき、深紅のバラの花束を渡してくれる。

「花屋を通ったら、綺麗だったんでね」

「ありがとうございます。とても素敵な花束です」

　バラとカスミソウのシンプルな花束は、優成さんのようにゴージャスだった。

「私の花束は、奥さまにと思って」

　優成さんは私が抱える荷物を受け取り、後部座席に置いてくれる。

「汐里、もう『奥さま』はおかしいな」

「……では、お義母さまに」

「それでいい。それは家に置いてきて」

〝それ〟とはバラの花束。

「はい。少し待っていてくださいね」

　私は優成さんから離れ、花束を置きに戻った。




　白金台にある桜宮家の豪邸に、優成さんはご両親と住んでいる。

　仕事以外で前に私がここを訪れたのは、華さんがまだ日本にいる頃で、ずいぶん久しぶりだった。

　仕事で寄らせてもらうときも、お義母さまはいつもねぎらいの言葉をかけてくれていた。

　おっとりとした優しい人で、良妻賢母という言葉がピッタリな雰囲気のお義母さまだ。同伴が決められているパーティー以外、表舞台に立たない女性だった。

　内助の功があっての桜宮家だと、私は思っている。

「汐里さんっ！　いらっしゃい」

　庭師によって美しくカットされた樹木がある前庭を通り、着いた玄関前に、お義母さまが待っていた。

　ニコニコした温かい笑顔で、私の手を握る。

「昨夜、優成から話を聞いたときは信じられなかったのよ。汐里さんがお嫁に来てくれるなんて、本当に嬉しくて。娘ができて最高の気分なの」

「今日はお招きありがとうございます。歓迎してくださり、とても嬉しいです」

　雇用主と秘書との関係が長かったせいで、すぐには娘のようにはなれないだろうが、お義母さまとは馬が合うので、いつかは本当の親子のようになれると思う。

　私が用意した手土産を優成さんから受け取ると、お義母さまは花束をじっくり鑑賞して、喜んでくれた。

「向日葵は大好きなのよ。見ていると、元気が出ますものね。しかも主人の大好物まで。本当に汐里さんは気が利いて素敵だわ」

　ベタ褒めされ、恥ずかしくて頬を赤らめる私の肩を抱き寄せて、優成さんはポンポンと叩く。

「すごい喜びようで、こっちが戸惑うよ。汐里、行こう」

　お義母さまは私たちから離れ、優成さんが玄関を入ったところにあるリビングへ案内してくれる。

　玄関のすぐ右手には、ときどき優成さんを待たせてもらう応接室があった。私もそこには数えきれないくらい入室したことがある。

　リビングでは社長――お義父さまが待っていて、私たちの姿を見てソファから立ち上がった。

　エアコンが効いた室内に、汗がスーッと引いていく。

　お義母さまと一緒で、嬉しそうな笑みを浮かべているお義父さまは、近づいてきて私の両手を大きな手で包み込み、満足げに口を開いた。

「汐里くん、いや、これからは汐里さんと呼ばせてもらうよ。こんな嬉しいことはない。優成から聞いたときは耳を疑ったよ。担がれたのかと思ったが、本当のようだ。よろしく頼むよ」

「ありがとうございます。おふたりが喜んで迎えてくださるので、ホッとしています」

　優成さんは私をソファに座るように促す。

「汐里は小さい頃から両親たちのお気に入りだったんだ。この反応は予想できたよ」

「だが、お前たちから恋愛の雰囲気はまったく見えず、やきもきしたぞ？　今まで待たせおって」

「今日はいい日になったでしょう？」

　お義父さまの恨み言を、サラッと笑って受け流す優成さんだ。

「あなた。あなたの好きな〝青あお井い〟のみたらし団子を汐里さんが買ってきてくださったのよ」

「そうか！　夕食前だが、一本いただきたいな」

　仲のいいご夫婦だと、いつも思う。

「そうしましょうか。今、温かい緑茶を淹れますから」

　ソファからお義母さまが立ち上がり、私も急いで腰を上げる。

「私が――」

「いいのよ。頼んでくるだけですから、汐里さんはおかけになっていて」

　そう言ってお義母さまはリビングを離れた。




　和気あいあいとした夕食の後、優成さんは私を庭へ連れ出した。

　夏の夜特有の蒸し蒸しとした熱気が身体にまとわりつくが、エアコンの効いた室内から出てきて気持ちがいい。

「親父たち、いつになく上機嫌だったな」

　ソーラーライトでライトアップされた庭は、閑静な高級住宅地の静けさで、ふたりきりになった途端に暴れ始める心臓の音が、優成さんに聞こえるのではないかと心配になる。

　どっしりとした鋳物のガーデンテーブルの椅子を引かれる。

「座って」

　庭を少し歩くものと思っていた私は、困惑気味に椅子に腰を下ろした。

「ここで待ってて」と言って、優成さんは家の中へ入っていく。そして私がぼんやりする暇もなく戻ってきた。

「汐里、エンゲージリングをはめて」

　斜め横の椅子に座り、四角い小さな箱を開けて、エンゲージリングを取り出した。

　箱にハイブランドのロゴが入っているのを目にして、エンゲージリングよりもそれに一驚し、目を見開く。

「優成さん……」

「どうした？　左手を出してくれないか？」

　彼の左手が私のほうへと差し出される。

「用意を……？」

「ああ。午後に行ってきたんだ。汐里に選ばせれば遠慮すると思ってね。まあ、それよりも、君がつける指輪は俺が選びたかったんだ。サイズが合うといいが」

『君がつける指輪は俺が選びたかったんだ』

　優成さんの言葉は、簡単に私を喜ばせる。

　私は左手をそっと差し出した。彼の手に左手が優しく握られる。

　ソーラーライトとお屋敷の窓明かりだけなのに、大きなダイヤモンドの周りに、それよりも小さなダイヤモンドがグルッと施されているエンゲージリングは光り輝き、私は目が釘づけになった。

　その美しい指輪は、私の左手の薬指に収まる。まるでダイヤモンドの花のようなデザインは、私もひと目見て惹かれた。

「優成さん、ありがとうございます。とても素敵な指輪で……なんて言ったらいいのか……」

　心から嬉しいのに、ちゃんと口に出して言えないのがもどかしい。言ってしまったら、私がどんなに優成さんを愛しているかを知られてしまうから。

　優成さんが私と結婚する理由は、〝愛〟ではない。彼は私を愛しているわけではなく、赤ちゃん――長男としての跡継ぎが欲しい。そして、家を守る従順な妻がいれば、仕事に集中できる。

　私が愛を告白したら、その愛に応えられない優成さんは困って、逃げ腰になってしまうのではないか、と恐れる気持ちがある。

「少し緩いか？」

「いえ。これで大丈夫です」

　運動をしていたせいか、私の指はスラリとしてはいなくて、節が張っている。これ以上、指輪が細ければ節のところで止まって、ちゃんと収まらなくなりそうだ。

　指にはコンプレックスがあり、少しでも綺麗に見せたくて、ネイルにも気をつけていた。

「結納の日取りの件、ご両親に伝えておいて」

「はい。聞いておきます」

　結婚を決めたのなら早いほうがいいというお義父さまの考えで、結納を遅くとも九月上旬に済ませたいと、先ほど話していた。

　そこで優成さんはポケットからスマホを取り出した。それは振動している。

「朝陽だ」

　スマホをタップして、優成さんは電話に出る。

「もしもし？　ああ。もう聞いたのか。まったく、結婚のこととなると、親父は電光石火のごとく言いふらすな」

　優成さんと朝陽さん兄弟は、とても仲がいい。

　笑顔で話をしている優成さんに、ぽうっと見とれてしまっていると、彼の視線が私に向き、ドクンと心臓を跳ねさせてしまった。

　慌てて視線を逸らしでもしたら、私の様子が手に取るように優成さんにはわかってしまう。

　落ち着きはらったように見せ、私は「なに？」と小首を小さく傾げた。

「朝陽が話したいと言っている」

　優成さんはスマホを私に手渡す。

「お電話、代わりました。汐里です」

『汐里、いや、もうお義姉さんかな。婚約おめでとう』

「朝陽さん、ありがとうございます」

　私のほうが年下だけれど、いずれは朝陽さんの義姉になる。当分慣れないだろう。

『日本にいたら、すぐにでも砂羽と一緒にお祝いに駆けつけたかったんだけどね』

「フライトだったんですね。お疲れさまです」

『近いうちに四人で食事をしようと、兄貴に言っておいて。じゃあ』

「はい。お気をつけてお帰りくださいね」

　朝陽さんは『もちろん』と言って、通話が切れた。

「すみません。電話が切れて」

　まだ話をしたかったかもしれない優成さんに、スマホを戻しながら謝る。

「いや。俺よりも汐里と話をしたかったんだろう」

「近いうちに四人で食事をしようとおっしゃっていました」

「そうしよう。さてと、ここは暑いな。部屋へ戻って冷たいものでも飲もう」

　先に腰を上げた優成さんは、私を立たせる。そのまま私の背に手を置いて、家へと向かわせた。










六　宮古島での思い出




　夏季休暇が終わった翌日、出勤した私はカフェスペースで優成さんのアイスコーヒーを淹れていた。

　一般企業などは本日の木曜日、金曜日と休み、長期連休だったりするが、我が社の繁忙期は一般の長期休暇の時期にあたるので、夏季休暇は三日間のみ。

　この夏季休暇に、私の人生はガラリと様変わりをした。

　そんなことを考えている私の肩がポンと叩かれた。振り返ると、三和子さんがニヤニヤして立っている。

「たった今、社長から聞いたわよー。専務と結婚するのね。おめでとう」

「……ありがとうございます」

　突然のことなのに、当然のように受け入れている様子の三和子さんが不思議で、私は口を開いた。

「思いもよらない話に、驚かないんですか？」

「ふふっ。驚いたわよー。でも、収まるところに収まった的な感覚かしら。お似合いのカップルじゃない。噂が本当になったってところね」

　笑みを浮かべ、三和子さんは社長用の緑茶の茶葉を選ぶ。

「交際０日で結婚するんですよ？　おかしくないでしょうか？　社長たちは付き合っていたと思っていますが」

「ええっ？　交際０日!?　私も、隠れてお付き合いしていたのかと思っていたのよ。隠すのが上手だわって」

　マシンのお湯のスイッチを押すのも忘れて、私を食い入るように見る。

「じゃあ、きっと汐里さんが退職すると言ったから、自分に必要な人を見つめ直したんだわ」

「……そんなところでしょうか」

「とにかく、私は嬉しいのよ。専務なら汐里さんを幸せにしてくれるに違いないわ」

　ニッコリ笑い、大きく頷いた三和子さんは、ようやくマシンのスイッチを押した。




　アイスコーヒーを手に専務室へ戻ると、優成さんが出社しており、パソコンのモニター画面を注視していた。

「おはようございます」

　婚約者になったけれど、秘書としていつものように接しようと心がけている。なので、エンゲージリングも外して、家に置いてきていた。

　アイスコーヒーの入ったプラカップを、邪魔にならないように置く。すると、モニター画面を見ていた優成さんの手が、私の手を掴んだ。

「おはよう。汐里、指輪は？」

　黒い瞳が私を見つめる。

　仕事をしていたのに、なんて目ざといのだろう。

「家に……」

「俺と婚約したはずだが？」

「そうですが、まだ会社には……」

　優成さんの口元が不機嫌そうに歪む。そして、「これを見て」と、掴んだ手を自分のほうへ引き寄せる。

〝これ〟とはモニターのことで、私は視線を向けてから目を大きく見開いた。

　私たちの婚約発表の社内メールだった。

「親父だな。まったく、朝陽のときといい、新しい家族が増えると親父は先走るきらいがある。だから明日からエンゲージリングをはめて出社するんだ」

「……わかりました」

　ずっと握られている手が熱を帯びていくみたいで、朝から当惑している。

「あの、手を……」

「手を握っただけなのに、顔が赤いぞ」

　不敵な笑みを浮かべて、優成さんは私を戸惑わせる。

「慣れていないんです」

　ドキドキと高鳴る心臓を気にしないようにしてそう言うと、私は彼の手から自分の手を引き抜いた。

「三十分後に南場を呼んでいる」

「南場室長を……ですか？」

　なぜ呼んだのかわからなくて、首を微かに傾げる私だ。

「妊娠したら、仕事を辞めなくてはならなくなるかもしれない。それまでに汐里の下で実務を学び、代わりになる秘書を育てなくてはな。南場には秘書課の人選をしてもらうつもりだ」

「すぐに妊娠するかはわかりません」

　自分から退職願を出したのに、優成さんの言葉に、複雑な気持ちに襲われた。

「赤ん坊がすぐに欲しいのだから、妊娠に備えて、引き継ぎの準備をしたほうがいいだろう」

「そうですね」

　わかってはいるものの、物悲しい気持ちで、『ぜひそうしましょう』とは口にできない。

　私って矛盾している……。すぐにでも退職しようとしていたのに。

「わかりました。それでは私は秘書室におりますので、ご用の際にお呼びください」

　本日の優成さんのスケジュールは、フライト就航地を決める午後の重役会議だけ。

「ああ。わかった」

　頭を下げて優成さんから離れ、自分のデスクの上の書類を抱えると、専務室を後にした。




　秘書室の隅のフリーデスクで私は仕事をしている。南場室長のデスクに、もちろん彼はいない。優成さんの専務室で、私の後任を人選しているだろう。

　部屋にいるのは私を含めて五人。彼女たちが受付や外線の電話応対をしているので、専務の専属秘書の私は自分の仕事に従事できる。彼女たちで応対できない場合のみ、電話に出ることもあるが。

　彼女たちの中から、誰かが専務秘書になる。

　カチャカチャと、いつになくキーボードを強くタイピングしてしまうのは、言いようのない気持ちで落ち着かないから。

　はあ～、と重いため息が無意識のうちに出たとき、隣に誰かが座った。

「どうしたの？　そんな顔して」

　小声で聞いてくる三和子さんだった。

「結婚が決まった幸せいっぱいの女性に見えないわよ。バツイチの私でさえ、今の時期はふわふわ地面から浮いていたもの」

「……いろいろ考えてしまって、ふわふわ感はまったくないです」

　キーボードを打つ手を止めて、私は苦笑いを浮かべる。

「今、専務と室長が、私の後任の秘書を人選中なんです」

「だから南場さんがいないのね。それで汐里さんは複雑なんでしょう？」

　頭の回転が素晴らしい三和子さんは、私の気持ちをサクッと読み取ってしまう。

「……はい。仕方がないことなんですが」

「ずっと専務に仕えていたのだから、寂しい気持ちになるのもわかるわ」

「ありがとうございます。でも、専務の足を引っ張らないような秘書を育てなければならないので、誰がなるにしろ、しっかり務めます」

　三和子さんと話をして、気持ちを落ち着かせられた気がする。

　今、私がしなくてはならないのは、優成さんをサポートできるよう、仕事を後任の秘書に教えること。

「一条さん。桜宮専務がお呼びです」

　南場室長が秘書室へ戻ってきた。離れたところで声をかけられ、私は三和子さんに「行ってきますね」と言って席を立った。




　専務室に戻った私に、優成さんから後任の秘書の名前が知らされる。

「南場の意見も熟考した結果、宮本さんに決まった」

　宮本さんは入社三年目で、如才なく、いずれは専属秘書になると思っていた。だけど三和子さんの話では、彼女は優成さんのファン……。憧れているのは、私にもありありとわかっていた。

　一抹の不安に襲われ、言葉を失う私に、優成さんは椅子を離れて目の前に立つ。

「どうした？」

　顎に手がかかり、上を向かされ、私の考えを読み取ろうとする瞳と視線がぶつかる。

「いいえ。宮本さんはサポート役では群を抜いてしっかりしているので、期待に応えてくれると思います」

　南場室長もそう思ったから、推薦したのだろう。

「よかった。今日は機嫌が悪いと思っていたんだが？」

　顎に置かれた手はまだあって、私はプルプルと頭を左右に振った。

「そんなことはないです。では、仕事に戻ります」

　優成さんの手から離れようと後退した刹那、彼のほうにグイッと引き寄せられる。反対の手が私のウエストに回っている。

「桜宮専務、今は就業中です」

　きっぱり口にする私に、優成さんは「クッ、クッ」と笑い、そしてギュッと腕の中に閉じ込めた。

「ちょ、離してくださいっ」

「秘書に徹している汐里はつまらない」

「事実、そうじゃないですか。ここは会社です。仕事を――んっ」

　話している途中で、唐突に唇が塞がれた。

　驚きすぎて、目を閉じるどころか、パチパチと瞬しばたたかせる。

　さすがに会社だということは優成さんも気にしているのか、唇に軽くキスした後、私から離れた。

「すぐに触れたくなるのは困りものだな」と、ひとりごとのようにぼそっと言って、席に戻っていく。

　ポカンと優成さんを目で追う私に、椅子に座った彼は、「仕事に戻って」とサラッと指示をする。

　勝手にキスしたくせに……。

　振り回されてしまった私は、つんとすまして、冷静な声を出そうと努める。

「失礼いたしました」

　自分勝手な優成さんに腹を立てて、専務室を後にしようと背を向けた。

「あ、汐里」

　再び声をかけられ、ドアノブから手を離して振り返る。

「なんでしょうか？」

「週末に予定は？」

　執務デスクに両肘を置き、優成さんは長い指を組んで私に尋ねた。

「特には……」

「じゃあ、一泊二日で出かける用意をしておいて。そうだな、水着の準備も。なければ向こうで買えばいいが」

　優成さんと一泊二日の旅行……。

　思いがけない誘いに、胸の内のモヤモヤもどこかへ消え去っていく。

「準備しておきます。どこへ……？」

「宮みや古こ島じまへ行こう。夏を楽しまないとな。後で迎えに行く時刻を知らせる」

「はいっ」

　先ほど鬱々とした気持ちで入室したのに、今はすっかり晴れている。

　久しぶりの沖縄だし、隣には優成さんがいる。とても楽しみになって、専務室を退出した。




　その日の夕方、秘書課の会議で集まった際、専務付きの秘書となる宮本さんへの辞令が南場室長によって知らされた。

　信じられないような表情で彼女は椅子から立ち上がり、「精いっぱい務めます。一条さん、ご指導よろしくお願いします」と頭を下げる。

　南場室長は私の対面で、彼の隣に座る三和子さんは驚いた様子で目を剥いていた。

　三和子さんは、桜宮専務の専属秘書に、宮本さんはふさわしくないと言っていたからだ。

　そして社内メールで知らされた私と優成さんの婚約も、もう一度、南場室長から発表され、その場にいたスタッフから「おめでとうございます！」と祝福を受ける。

「宮本さん。月曜日から、一条さんの下についてください」

　彼女に指示した後、南場室長は私に視線を向けた。

「一条さん。宮本さんを頼みます」

「はい。わかりました。宮本さん、よろしくお願いします」

　私は南場室長に返事をし、異動が決まってソワソワしている宮本さんに挨拶した。

　会議が終わると、興味津々のスタッフ数人が私の元へやってきて、「ご結婚はいつなんですか？」「お仕事は結婚後も続けるんですか？」などと質問をされる。

　まだ結婚式の日取りは決まっておらず、仕事も結婚後に続けるかわからないため、適当に言葉を濁した私だった。




　その後、私は三和子さんに引っ張られるようにして、カフェスペースに連れてこられた。キョロキョロと辺りを見て、誰もいないのを確認した三和子さんは口を開く。

「南場さんも専務も、目が節穴なの？」

「目が節穴ですか？」

　三和子さんの剣幕に、私は力なく笑う。

「サブの中で評価が高いのが宮本さんだったので、仕方がないかと……」

「……そうよね。桜宮専務は、もう汐里さんと結婚が決まったのだから、大丈夫だと思うけど」

　そう口にしても、三和子さんはまだ納得できない顔つきだ。

「大丈夫ですよ。当分は私もいるので」

「ええ。ビシビシ教え込んでやってね」

　私の言葉に、三和子さんはようやく顔に笑みを浮かべた。




　その日の夜、二十一時過ぎにスマホが着信を知らせる。

　これからお風呂に入ろうと思っていたときで、ドアから離れ、ベッドの上に無造作に置いていたスマホを手にした。

　画面に映し出された名前は華さん。その名前に、急いで通話の表示をタップした。

「もしもし、華さん？」

『ええ。汐里、驚くニュースを今日、お母さんから聞いたわ』

　華さんの透明感のある美しい声に、私の頬が緩む。

　美女と言い表すのがピッタリな華さんは、美しい声の持ち主でもあり、第一印象でたいていの人は彼女を大和撫子だと思うだろう。

　それは間違いないのだけど、華さんはサバサバした性格で、言動も見た目と違う。

『おめでとう。兄さんと結婚だなんて、本当にびっくりしたわよ』

「ありがとうございます」

　姉と慕う華さんに本当の話ができないのがつらくて、胸がチクッと痛みを覚えた。

『汐里が私の姉になるなんてね。よろしく、お義姉さん。結婚式には必ず出席するから。最近の桜宮家はおめでたいこと続きね』

「もちろんです。日取りが決まったら、真っ先に知らせます。あ、お義母さまから連絡がありますよね」

　電話でよかったと思う。顔を見て話をしたら、なにかがおかしい、と勘のいい華さんに気づかれてしまう。

『汐里からもらいたいわ。必ず連絡してね。あー、本当に結婚式が楽しみだわ。じゃあ、切るわね』

「はい。ハワードさんにもよろしくお伝えください」

　明るい声で約束して、私は電話を切った。




　土曜日の早朝、私と優成さんは羽田空港から沖縄・那な覇は空港へ飛び、そこから宮古島の宮古空港へ降り立った。

　初めてのふたりだけの旅行に、私は朝からずっと気持ちが落ち着かない。それを隠そうとしているから、言葉が少ない。

　さすがに私の様子がおかしいと思ったのか、一日五組しか受け入れないプライベートヴィラの部屋に入った途端、険しい顔で優成さんは詰め寄ってきた。

「汐里？　具合でも悪いのか？　いつもと様子が違う。それとも、俺との旅行が嫌だったのか？」

「そ、そのふたつの質問の答えはノーです。具合も悪くありませんし、旅行が嫌なわけでもないです」

　プルプルと頭を左右に振るが、私の顔は引きつっているに違いない。

　両手を頬に当てて、優成さんから視線を逸らす。

「じゃあ、なぜそんな態度を取る？」

　腑ふに落ちない、と優成さんは頬に当てた私の手を外して、代わりに自分の手のひらをあてがった。

「は、恥ずかしいからですっ」

「は？」

　彼はあっけに取られて、言葉を失う。

「ですから、男性と旅行に来るなんて初めてのことなので、よくわからなくて……」

　次の瞬間、私は優成さんの腕の中に閉じ込められた。

「汐里、本当に可愛すぎるな。戸惑っていたわけか。それとなく見当はついていたが」

　額に優成さんの唇を感じる。

「……はい。旅行は来たかったんです。でもいざとなったら、どんなふうにすればいいのか……」

「いつものように普通にしていればいい。汐里が楽しめるように決めたプライベートヴィラだからな。人の目を気にしないで済む。おいで。シャンパンを開けて、景色を眺めよう」

　優成さんと手を繋つなぎ、寝室の一面の窓から外へ出る。そこには南国の花が浮かべられたジャグジーがあり、その先には幅五メートル、長さ十五メートルくらいのプライベートプールがあった。

　信じられないほど豪華なヴィラに息を呑のむ。

「こんなヴィラがあるなんて……」

　ホテルのにぎやかなプールとは異なり、ふたりだけのプールだ。

「ここで待っていろ。シャンパンを持ってくる」

　黒のゴージャスなラタン材のソファに座らされた。優成さんは私から離れていく。仕方なくそのソファに留まり、私は辺りへ視線を向ける。

　ようやく平常心で景色を眺められた。少し先に、宮古島の透き通った海が見える。ところどころブルーやグリーンに色を変えている、静かな海だ。

　宮古島へは初めて来た。真夏の日差しは肌を刺すくらいに痛いけれど、日陰は爽やかな風が頬を撫で、気持ちがいい。

　毎日エアコンの冷気に晒されていると、こういった自然を身体が欲していたようで、大きく深呼吸をしたくなる。

　一泊しかいられないなんて……。

　この贅沢な旅行を楽しまなくては、もったいない。まだ婚約者としての関係には慣れないが、優成さんと一緒に目いっぱい楽しみたい。

　最初からそう思っていたけれど、いざとなると緊張に襲われて、ぎこちなく優成さんに接していた。でも、彼はわかってくれている。

　そこへシャンパンのボトルとグラスふたつを手に、彼が戻ってきた。紺色のポロシャツから出ているグラスを持つ腕に、ドキッと心臓が跳ねる。

　優成さんはジムで身体を鍛えていると、朝陽さんから聞いたことがある。もちろんパイロットの彼も日々の体調管理には厳しく、ジムへも通っているそうだ。

　三人がけのソファに座る私の横に腰を据えた彼は、慣れた動作でシャンパンの栓を抜き、ふたつのグラスに注いでいく。

　シャンパンの入ったグラスを手にし、軽く合わせて乾杯をする。隣に座る優成さんは長い足を組み、ゆったりとグラスを口にした。

　最高級のヴィラには、最高のウエルカムシャンパンが用意されているようで、きりっと冷え、ほんのり甘さのある爽快感で喉越しがいい。この美しい景色も加味されて、リラックスしてくる。

「とても美味しいですね」

「そうだな。いいシャンパンだ」

　グラスをテーブルに置き、優成さんは座ったまま両手を上げて伸びをした。彼もオフィスと違って、ひと息つけている様子に見える。

「こんな素敵なヴィラがあるなんて、びっくりしました。個人の別荘にいるようですね。とても静かで」

「うちも参入しようか。宮古島に系列のホテルはあるが、富裕層にはこういったヴィラのほうが人気がありそうだ」

「リサーチしてみましょうか？」

　そう言ってから、互いに顔を見合わせて笑った。

「ダメだな。仕事は忘れて休日を楽しもう」

「はい」

　シャンパンを飲んでいると、このヴィラの専用バトラーがやってきて、優成さんがオーダーしたフィンガーフードをテーブルに並べて去っていく。

「もう十三時過ぎだ。お腹が空いただろう？」

「美味しそうなクラブハウスサンドですね」

　フライドポテトやコールスローなどもあり、ボリュームもあるが美しく並べられていて、おしゃれなワンプレートになっている。

「食べよう」

　フライドポテトをつまんでから、私はクラブハウスサンドを頬張った。

　しばらく美しい景色やプールを眺めながら他愛もない話をし、シャンパンが一本空いた頃、ソファの背に身体を預けていた優成さんが、ふいに上体を私のほうへ向けた。

「汐里」

　私の頬を撫でると、その手を肩へと滑らせる。

　バカンス用のノースリーブのマキシ丈ワンピースを着ており、機内の寒さ対策に薄手のカーディガンを羽織っていたけれど、旅客機から出たときに脱いでいた。その剥き出しの肩に触れられ、心臓がドクドク暴れ始めた。

　親密な空気になるのは、ホテルのスイートルームで抱かれて以来。ずいぶん経ったように思えるけれど、六日前。

　小さく震えた私の身体を優成さんは引き寄せて、肩に唇を落とす。その食むような唇の動きに、ぶるりと全身が震えた。

「優――」

「汐里が欲しい」

　目線だけを上に向けて、優成さんははっきり口にする。オフィスとは違う色気がだだ漏れの彼に、私は催眠術をかけられたかのようにコクッと頭を下げた。

　その瞬間、抱き上げられ、室内へ連れていかれる。静かにキングサイズのベッドの上に横たえられた。直後、優成さんの唇が首筋に押し当てられた。

「あ……」

　首筋に舌が這わされただけなのに、電気が走ったような感覚で、思わず声が漏れてしまう。

「あれから一週間も経っていない。痛みはある？」

　私は首をプルプルと左右に振った。

「よかった」

　ふっと笑みを漏らし、優成さんは私の唇を貪るようにキスをしていく。

「んっ……ふぁ……」

　息継ぎができないほどの熱い口づけに、早くも私の身体はとろけていった。




　甘い時間が過ぎ去ったのは日没前。夕食前の着替えをするために入ったバスルームでも優成さんに独占され、夕暮れの美しい景色を観賞する余裕がなかった。

　優成さんを愛している私は、今だけは幸せな気分になっていた。

　今だけは……。東京へ帰ればいつもの日常に戻り、リラックスした彼と過ごすのはまた先になるだろう。

　キャメル色のティアードワンピースに着替えて、先にプールサイドに出ていた優成さんの後を追う。

　プールサイドでは、テーブルの上に夕食が用意されていた。優成さんと、専属バトラーの四十代くらいに見える男性が立ち話をしている。

　白いＴシャツとデニム姿の優成さんは、きちっとスーツを着ているバトラーとは正反対だけど、優雅に見える。

　私が近づくと、バトラーがテーブルのほうに移動して、椅子を引いてくれた。優成さんも対面に座る。

　そのテーブルは炭火焼きができる仕様で、美味しそうなお肉と海鮮が用意されていた。すでに炭はいい色になっていて、焼くばかり。

　上品なグラスに、きめの細かい泡立ちのビールが置かれる。

「宮古牛は脂のうま味も楽しめるらしい。残りは自分たちでできるので大丈夫です」

　優成さんは私に言ってから、そばに立つバトラーに声をかけて、下がってもらった。

　四角い網の上に、脂がほどよく入った牛肉や海老、野菜をトングで載せていく優成さんに、私も、とトングを手にする。

「汐里はやらなくていいよ。食べることに集中して」

「でも……」

「今は秘書じゃない。俺がやるから、たくさん食べて」

　あっという間に、胃を刺激するいい匂いが漂ってきた。軽く焼いた宮古牛が皿にサーブされる。

「塩やシークワーサーが合うらしいよ」

「はいっ。いただきます」

　私は優成さんに甘え、トングから箸に取り替えて、宮古牛を口に入れた。

「とても美味しいお肉です。こんな美味しいのは今まで食べたことがないです」

　口の中でとろけていき、思わず顔をほころばせる。

　優成さんも食べて、「うまい」と声を漏らし、満足げな表情になった。




「汐里、プールで泳ごう」

　優成さんが私をプールへ誘ったのは、満足のいく夕食後、二時間ほど経ってから。

　運動は嫌いではない。せっかくプールがあるので、泳ぎたいと思っていたところだった。

「着替えてきますね」

「ＯＫ。先に泳いでいる」

　ソファから離れて、私はキャリーケースから水着を取り出し、パウダールームで着替えを済ませる。

　水着は去年バカンスで訪れたバリ島で買った茶色をベースに、緑色や黄色のストライプが入ったビキニだ。

　あのときは、これを身につけていても気にならなかったのに、今こうしてビキニを着て鏡に映る自分を見ると、かなり際どく攻めた水着姿だった。

　裸も見られているんだから、どうってことない。そう考えても、この露出した姿を優成さんに見られるのは恥ずかしく、Ｔシャツを上から着て、パウダールームを後にした。

　リビングから出ると、優成さんはプールで泳いでいた。さほど大きくないプールをのびのびとクロールで水をかいている。スピードもあるその泳ぎは、選手のように見事だった。

　見とれているうちに、優成さんはターンをして、こちらに戻ってくる。水しぶきを上げて彼は私の前に立った。

「なぜＴシャツを？」

　私の考えはお見通しといった目線の優成さんは、答える間も与えずに、Ｔシャツの裾から手を忍ばせた。濡ぬれた冷たい手に、ビクッと身体が震える。

「ちゃんとつけているじゃないか」

　指はビキニのトップに触れた。

「も、もちろんつけてます」

　優成さんの手が背中に回り、ピクッと動きが止まる。

「エロいな。後ろのリボンが外れたらどうなる？」

「外れたことはないです」

　彼の手はリボンを離れて、背中を撫でる。身を微かに震わせている私のＴシャツの裾が掴まれたかと思ったら、スルッと脱がされた。

「この姿を誰かに見せた？」

「去年のバカンスで。当たり前じゃないですか。泳ぐための水着ですから」

　優成さんの視線が上から下に移り、恥ずかしくて身体が熱を持っていくようだ。

「まったく。よく今まで」

　優成さんはぼそっと口にした。そこまでは聞こえたけれど、その後はなにを言ったかわからない。

「よく今まで……？」

　首を傾げて優成さんに尋ねると、ため息をつかれてしまった。

「いや、なんでもない。泳ごうか」

　私の手を握り、優成さんはプールの手すりのほうへ歩を進めた。

「そういえば、泳げるのか？」

　ぬるい水の中に入ってから、優成さんに尋ねられる。

「はい。小学校のとき、スイミングスクールに通っていたので」

「じゃあ競争しよう。種目は？」

「クロールと平泳ぎが好きですが、優成さんの先ほどの泳ぎでは、結果はわかりすぎます」

「ハンデをつけようか」

　優成さんは余裕の笑みを口元に浮かべている。

「わかりました！」

　縦十五メートルしかないプールなので、五メートルのハンデをつけてもらった。

　――結果。五メートルのハンデをもらっても私は勝てなかった。

　もちろん勝てるとは思っていなかったけれど、少し悔しい。乗馬競技をしていたせいか、勝負事となると勝気な部分が出てくる私だ。

「罰ゲームは――」

「ええっ？　罰ゲームなんて聞いていませんっ」

　目を見開いて驚く私に、優成さんはニヤリと笑う。

「キスしろと言うとでも思ったか？　クロールで五往復の罰ゲームでどうだ？」

　彼の提案に目を剥いたけど、それくらいなら運動にちょうどいいと思い、頷く。

「わかりましたっ。五往復してきます」

　ニッコリ笑って、私は水の中に身体を滑らせた。




　楽しい時間はあっという間に過ぎ、東京へ戻った私は、宮古島の余韻がなくなり、現実に引き戻された。










七　策略の罠




「一条さん、この日にアポを取りたいとの電話なのですが。ただ今、専務が席を外していまして……」

　秘書室で仕事をしていると、宮本さんがやってきた。

「確認してから折り返せばいいわ。なんの件か聞いている？　忙しい場合、専務はお会いにならないときもあるから、ちゃんと聞いてね」

「わかりました。確かめてきます」

　秘書室から、宮本さんはパタパタと慌ただしく出ていく。

　彼女が私の下で仕事を始めて、一ヵ月が経っていた。

　九月下旬、季節は秋へ移ろうとしている。といっても、まだまだ日中は暑く、夜は涼しくてジャケットか羽織るものが必需品だ。

　一週間前から優成さんのスケジューリングを宮本さんに任せており、私はあまり口を出さないようにしていた。専務の第一秘書の立場は変わっていないけれど、業務を覚えてもらうため、彼女の補佐に徹している。

　秘書室にいることが多くなり、勤務中は優成さんとほとんど会話がない状態だった。

　明後日の日曜日は大安吉日で、私たちの結納の日。

　仕事中の会話がほとんどない状況でも、宮古島の旅行以来、私たちは退勤後に食事へ行ったり、週末に会ったりしていた。

　愛されてはいないけれど、いい方向へ進んでいると思う。




　振袖を着るのは、二十歳の成人式以来。薄紫と濃い紫を使った総絞りの振袖は、金の御所車や松竹梅の縁起のいい柄だった。

　もったいないことに、今回で着るのは二回目になる。友人の結婚式に何度も出席しているけれど、振袖を着ることはなかった。

　汚れや着崩れに気をつけなくてはならないし、二次会まで参加すると、堅苦しさで耐えられなくなる。それが理由だった。

　でも、今、美しい振袖を身につけてみて、もっと利用すればよかったと後悔した。

　朝から自宅の和室に着付けの先生を呼び、髪も母の行きつけの美容院のオーナーに出張してもらった。

　結納の場所は、ＡＡＮのホテルの庭園にある数寄屋造りの料亭で、当事者と両親のみ。略式の結納となっている。

　着付けが終わり和室を出ると、リビングから壮兄が出てきた。

「はあ～。しおりん、綺麗すぎる」

　重いため息をつき、やんわりと笑みを浮かべて褒めてくれる。

「二十歳が一番似合うよね。二十八歳で振袖って、少し恥ずかしいの」

「そんなことないよ。しおりんならきっと、四十歳になっても似合うと思う」

　大げさな壮兄に、私はふふっと笑う。

「妹びいきの兄がいて、本当に幸せよ」

　そこへ玄関のほうから、父が私を呼ぶ声が聞こえてきた。

「あ、呼んでるわ。壮兄、行ってきます」

「外で見送ってやるよ。ほら、手」

　壮兄に手を差し出され、目を丸くしてその手を見つめる。

「ええっ？　手？」

「慣れない着物なんだから、転んだら大変だろ。行くぞ」

　強引に私の手を握った壮兄は、玄関に向かう。隣を歩きながら、早く壮兄に好きな女性ができるといいのに、と思わずにはいられなかった。




　ホテルスタッフに案内され、ＡＡＮホテルの庭園の奥まった場所にある料亭へ到着した。

　庭園の美しさに定評があり、何度も来ていても見事な景観にウットリしてしまう。また、数寄屋造りの料亭も精妙で、目を奪われた。

　略式の結納とはいえ、緊張感に襲われている。胸をドキドキさせながら室内に入ると、桜宮家のご両親と優成さんが立って待っていた。

　優成さんは濃紺に細いピンストライプのフルオーダースーツを着ており、男っぷりがよく、ホテルスタッフの女性も見入ってしまうほど素敵だった。

　どこにいても注目を浴びてしまうのは、端正な顔はしかり、生まれ持っての気品と見事な体躯に、センスのよさが理由だろう。

「汐里、とても綺麗だ。着物もよく似合っている」

　彼に褒められて、頬に熱が集中する。

「汐里さん、本当に美しいわ。振袖は総絞りだわね。艶やかで素敵だわ」

　お義母さまにも称賛されて、落ち着かない気分だ。お義父さまもニコニコと笑顔で両親と話をしている。

　着席し、お義父さまが「このたびは――」と切り出して、結納が始められた。

　結納の品は前もって床の間に用意されており、両家で取り交わされる。その間、私は神経を張りつめさせながら見守っていた。

　どこか危うい関係だと感じていた私は、この儀式を通し、優成さんと結婚するのだと安堵感が生まれた。




　その後、和やかなムードでお祝いの膳が進んでいく。仲のいい両親たちは話が弾み、楽しそうだった。

　結婚式の日取りも早いほうがいいと、両家の意見で来年の一月を目安に、式場を探すことになった。

　デザートを食べていた私は、対面に座る優成さんが腕時計に視線を落としたのが目に入った。

　それから三十分後、お開きになった。時刻は十五時を回ったところ。

「優成。汐里さんと出かけるのか？」

　父親に尋ねられた優成さんは、軽く首を左右に振って口を開く。

「残念ながら、人事の件で人と会わなくてはならないんです」

「こんなときに仕事かね」

　私も初耳だった。金曜日には、そんなスケジュールは入っていなかったはずで……。

　宮本さんがミスしたの？　そういえば先ほど、優成さんは腕時計を見ていた。

「汐里、すまない」

「スケジュールには……」

　思わずそう言ってしまうと――。

「急に入ったんだ」

「そうでしたか。わかりました。お疲れさまです」

　この後にふたりの時間が持てるかと思っていたが、そうならずにがっかりしている私だった。




　翌朝、秘書室にいる私の元へ、シュンと顔を曇らせた宮本さんがやってきた。

　ベビーピンクのツーピースに、肩より少し長い髪は緩く巻かれていて、女性らしいファッションだ。

　私はグレーのツーピースに、髪はバレッタでひとつに留めている。宮本さんと比べてみると地味で、三歳差の若さは大きいと感じる。

　色味の綺麗な服を着て、髪をまとめなければいいというものでもないし……やはり年齢は大事よね。

「一条さん、おはようございます」

「おはよう。宮本さん」

「あの、コーヒーをお願いしてもいいでしょうか？」

「どうしたの？」

　優成さんのコーヒーの好みは、しっかり教えたはずだった。

「美味しく淹れられなくて、もう二回も淹れ直しを。そうしたら、一条さんに淹れてもらえと」

　私も、何度も淹れ直しをさせられたことを思い出す。

「わかったわ。もう一度教えるわね」

　宮本さんを伴い、秘書室を出てカフェスペースに向かった。コーヒーマシンの前に立ち、豆と濃さを選ぶ。

「専務は酸味が好きではないの。濃いめで」

　優成さんの好みの豆と、濃さのスイッチを押した。

「あ！　私、こちらの豆にしていました。申し訳ありません」

　コーヒーマシンは音をたてて、ホット用の紙カップに抽出し始める。

「お砂糖は、このティースプーンの摺り切りで三分の一だからね」

　彼女には何回か教えているが、覚えることが多いので仕方がないと考えながら砂糖を入れ、木のマドラーでかき混ぜて蓋をした。

「わかりました！　ありがとうございます。あの、今日のランチ、ご一緒していただけませんか？　もっと桜宮専務の好みや注意点を教えていただきたいんです」

「いいわよ。外に出ましょう」

「はい。では、桜宮専務に持っていきます」

　トレーに紙カップを載せて、宮本さんは急ぎ足で去っていった。




　優成さんに書類を届けに専務室を訪れた。昼食時間の五分前だ。

「失礼します」

　ノックの後に入室すると、優成さんの姿がなかった。

「一条さん、お疲れさまです」

　椅子から立ち上がる宮本さんは、出入口に立つ私に近づく。

「桜宮専務、少し前に出かけられたんです。ランチに約束があるとかで」

「そうなの……わかったわ」

　執務デスクに歩を進め、書類を置いてから宮本さんへ向き直る。

「もう十二時ね。ランチに行きましょうか」

「はいっ」

　ニッコリ笑顔になった宮本さんはデスクに戻り、バッグを手にする。

　なにが食べたいかなどを話しながら、専務室を後にした。




　並ばずにすぐ入れる店にしようと決めて、社屋の並びにある商業ビルの中華レストランに入った私たちは、海老チリの定食を頼む。

「一ヵ月経ったわね。仕事はどう？」

「まだまだです。今朝はありがとうございました！」

　前に座る宮本さんは、頭をペコッと下げた。

「私も最初の頃は、『まずい！』って言われて、何度も淹れ直しをしたわ」

「一条さんもそうだったんですか!?」

「そうよ。専務の好みを把握するまで時間がかかったの」

　オーダーのときに店員が持ってきてくれた温かいジャスミンティーをひと口飲み、ホッと息をつく。

「プライベートでも専務って呼ばれているんですか？　興味があって」

「え？　いいえ。下の名前を」

　宮本さんの質問に、戸惑いながら答える私だ。

　優成さんから、名前で呼ぶようにと言われたときのことを思い出した。

　ペナルティ……最近は、『優成さん』と呼ぶのが身についたから、躊ちゅう躇ちょすることなく出てくる。

「あ、一条さん。専務自らヘッドハンティングした西にし尾おさんという女性が、客室訓練部の教官になるんです。以前はうちのＣＡで、今はシンガポールの航空会社で働いていたとか。ヘッドハンティングもするんですね」

「西尾……さん？　ヘッドハンティング……」

　初めて聞く内容に、私はキョトンと首を傾げる。

　優秀な人材をヘッドハンティングすることもあるが、それは人事部の仕事で、直接優成さんが行うことはない。

「ええ。とても綺麗な方です。写真だけしか拝見していませんが。ＣＡですものね」

　宮本さんが書類を見ていて、私は知らなかった……。あ、昨日、『人事の件で』と優成さんは話していた。このことなの……？

　専務の専属秘書として疎外感を受けてしまった私は、言葉を失った。

「あ、海老チリが来ましたよ」

　愕然としたところへ、オーダーしたメニューを店員が運んできたことにも気づかず、宮本さんの言葉で我に返る。

「え？　あ、食べましょう」

　宮本さんに勧めてから、私も箸を手にした。

　裏方に回ったときから、こういったことを覚悟していた。けれど、気持ちは滅入っていくばかりだ。

「桜宮専務、お電話でとても親しそうでした」

　私の気持ちに宮本さんが追い打ちをかけ、優成さんが親しく話す女性に嫉妬心が芽生える。そんな気持ちを、私は無理やり押し殺す。

「……以前、我が社にいたのなら、知り合いでもおかしくないわね」

　心を落ち着けようと、もう一度ジャスミンティーの湯呑みへ手を伸ばし、ゴクンと喉へ流し込む。

「一条さん、愛されている余裕ですね。桜宮専務とご結婚、本当に羨ましいです」

　宮本さんはニコッと笑う。

　愛されているわけではない。しくしくと静かな胸の痛みに、思わず手を置きたくなったが、私は微笑を彼女に向けた。




　あと十分で昼休みが終わる頃、レストランを出て宮本さんと会社に戻りながら、私は口数が少ない。どうしても西尾さんが気になってしまっているのだ。

「――それで、渋江さんが……一条さん、一条さん？」

　ハッと我に返った目の前で、宮本さんが私を覗き込んでいた。

「あ……ごめんなさい。えっと……」

「いいんです。具合が悪かったりしますか？」

　急いで謝る私に、宮本さんが心配そうな瞳を向ける。

「ううん。ぼんやりしていたみたいで。ごめんなさいね」

　数メートル先は、社屋のガラス扉の出入口だった。

　シャンとしないと！　つい優成さんのことを考えてしまう。今は仕事に集中しなければ。ぼんやり考え事なんてしていられないわ。

　口を引き結び、私は自分に活を入れた。

　警備員の横を通り、ゲートへと足を運ぶ最中に、宮本さんが「あ、桜宮専務が」と声を漏らす。彼女の視線を追っていくと、七メートルほど先でエレベーターを待つ優成さんがいた。

「隣にいる綺麗な人は……あっ！　さっきお話しした西尾さんです」

　私は優成さんの隣に立つ女性の顔に、釘付けになった。

　あの人は……以前、優成さんとお付き合いをしていた……。私が優成さんの秘書になって三ヵ月ほど経った頃、一度だけ見かけたあの人だわ！

　思わず足を止めてしまっているうちに、優成さんと彼女はやってきたエレベーターに乗って姿が見えなくなった。

「あのエレベーターは重役階行きではないですね。どこへ行ったんでしょうか……？」

　隣に立つ宮本さんは不思議そうな声だ。

「宮本さん、行きましょう」

　私の頭には今の光景が鮮明に映し出されていたけれど、ずっと突っ立っているわけにもいかない。

　一気に重くなった身体を動かして、重役階のエレベーターの前に移動した。ボタンを押す左手の薬指には、エンゲージリングが輝いている。

「婚約者が綺麗な女性と一緒にいたら、複雑ですよね」

　宮本さんに同情され、平常心が戻ってくる。

　確かに、優成さんと元カノが一緒のところを見て衝撃を受けたが、仕事上のことだと自分に言い聞かせた。

「先日、長年勤めてこられた方が辞められたから、優秀な教官が必要だったのよ。あ、来たわ」

　エレベーターのドアが開き、私が乗り込むと宮本さんも後に続いた。




　昼食後、桜宮専務が直々に依頼した、機内ミールの各食品会社からの見積もりや写真が上がってきたものをまとめているうちに、外はすっかり日が落ちて暗くなっていた。秘書室にいるのは私だけだ。

　いつも私たちより遅くまで残っている南場室長は、急病の三和子さんの代理で社長に同行している。秘書たちも先ほど、『お先に失礼します』と言って帰っていった。

　腕時計に目を落とすと、退勤時刻から二時間が経っていた。首が疲れて、左肩を右手で揉もむ。

「帰らなきゃ。まだ月曜だし」

　ひとりごちて椅子から立ち上がったとき、秘書室のドアが開いた。

「やはり、まだ帰っていなかったのか。スマホに電話したんだが」

　優成さんだった。今では定位置になった端のフリーデスクにいる私に、大股で近づいてくる。

「お疲れさまです。気づかなくて申し訳ありません。なにか急な書類作成でも？」

「いや。仕事じゃない。夕食を食べよう」

「週の初めなので、ご自宅に帰られたほうが――」

「汐里？」

　途中で遮られ、優成さんの指が私の顎にかかり、上を向かされる。

「もう就業後だ。口調が硬すぎるぞ」

　私を追いつめるかのように、黒い瞳に見つめられ、一歩足が後退する。すると、背中に壁が当たった。

「どうした？　俺から逃げてる？」

「そ、そういうわけでは……ここは秘書室ですし……すぐに帰り支度をします」

　昼間の件があって、私の態度は自分でもわかるほどにぎこちない。

　優成さんから離れるため、横にずれようとした私の顔の近くに、スッと手が壁に伸ばされた。

「桜宮専務……」

　彼の口元がやんわり緩む。

「ペナルティだな」

　私が、『桜宮専務』と呼んだせいだ。

「えっ？　ここは会社です。ペナルティにはならないかと」

「じゃあ俺からキスをする」

　きっぱり言いきる優成さんに驚いている間に、私の唇が塞がれた。

「んんっ……」

　強めに押しつけられる唇は、ほんの少しの隙間も許さずに舌を忍ばせてくる。舌が絡み合い、身体が熱くなっていく。

　もっと……と自分から優成さんの舌を欲したとき、彼が突然キスを止めて、ゆっくり振り返った。

　どうして急に止めたのかわからなくて、私は困惑する。すると――。

「す、すみませんっ！」

　慌てる女性の声に、ビクッと肩を跳ねさせて、優成さんの横からそちらを見てしまった。

　床に散らばった書類を拾っているのは、宮本さんだった。

　口元に手をやって動転している私の頬に、優成さんは軽くキスをして、宮本さんのほうへ近づく。

　彼女は顔を上げられないといった様子で、書類は拾ったそばから、はらりと床に落ちた。優成さんが彼女の前でしゃがみ、その書類を拾う。

「驚かせてすまなかった。汐里の顔を見たら我慢できなくてね」

「い、いいえ……申し訳ありませんでした」

　無造作に集めた書類を抱えて、宮本さんは身体を起こした。もう一度ペコリと頭を下げ、近くのフリーデスクの上に書類を置く。

「書類を直すのは明日でいい。汐里、用意をして」

　宮本さんに声をかけた優成さんは、壁に張りついたまま動けないでいる私に声をかける。

　優成さんの言葉で、やっと金縛りのようだった身体が動き、一番下の引き出しに入れていたバッグを持つ。その間、彼は飄ひょう々ひょうとした雰囲気で立っていた。

「宮本さん、驚かせてごめんなさい。お先に」

　ばつの悪いところを見てしまったせいか、まだ俯いている宮本さんに、帰りがけに謝り、優成さんと一緒に秘書室を出る。

　エレベーターを呼び、待つ間、私も気まずかった。

「どうしてそんな顔をしている？」

「……どうしてそんな顔をしているって？　あんなところでキスするべきじゃありませんでした。宮本さん、ひどく困惑していたじゃないですか」

　先ほどのことは、ほんのわずかも気にしていないような優成さんを、睨みつける。私の剣幕に彼は肩をすくめてみせる。

「俺たちは婚約をしているんだ。就業時間も過ぎている。見せつけても構わないだろう？」

　見せつけても……？　単なる言葉のあや？

「ほら、来たぞ」

　エレベーターが到着して、私を先に乗り込ませた優成さんは、地下一階を押した。




　誕生日に連れていってくれた、あの素敵な高級レストランの駐車場に、優成さんは車を停めた。

　白と黒を基調としたシックなインテリアに、高い天井は開放感があるレストランだ。夏の昼間に来て以来の今回は、停泊しているクルーザーはほんのりライトで照らされ、ムードある雰囲気を醸し出している。

「夜も素敵ですね」

「ああ。いい感じだ」

　シーフードのコース料理が出される中、私は西尾さんのことを口に出すか迷っていた。でも、結局はこの時間をダメにしたくなくて、別の話を振る。

「海を見ると、宮古島を思い出します」

「俺もだ。実は本気でヴィラを考えているんだ」

　先日訪れたプライバシーが保てるラグジュアリーなヴィラは、富裕層にしか需要がないかもしれない。でも、もう少し利用者の幅を広げる対策を打ち立てれば、特別感のあるヴィラは今後の需要も見通せるかも。

「では、前にお話ししたようにリサーチしてみます」

「そうだな。今あるＡＡＮのホテルの集客率なども報告してほしい」

「わかりました」

　優成さんなら、あのヴィラよりももっと素敵なものになると信じている。楽しみができて、私は笑みを漏らした。




　帰宅後、親友の珠理奈からスマホにメッセージが入っていることに気づいた。彼女には、優成さんと結婚することを電話で報告していた。

『汐里が好きな人にもらってもらえるのなら、万々歳よ』と祝福してくれた彼女だ。

　ベッドの端に腰を下ろして、メッセージを開いてみる。

　二ツ木乗馬クラブのホームページがリニューアルしたという知らせだった。撮影からずいぶん経っているが、会員募集なども含めていろいろ内容を企画したとのことで、今になったようだ。

「今週の日曜に、無料のイベントがあるのね」

　珠理奈の『ぜひに』との誘いだ。

　撮影以来、足が遠のいているのもあり、日曜日に行くとメッセージを送り、ポンとベッドの上にスマホを置く。

　優成さんはまだ着いていないわね。

　別れ際の車内でのキスを思い出して、唇へ指先が伸びる。まだ唇が熱を持っているようだ。

　彼のキスは私の心臓を苦しいほどに高鳴らせるけれど、あなたは……？　優成さんはどんな思いで、キスをするの……？

「はあ～」

　私の口から重苦しいため息がこぼれる。

　子供が欲しいと言った私に、優成さんは協力してくれているだけ。高望みしてはいけない。

　いろいろと理由づけて自分に言い聞かせても、優成さんと昔の恋人が一緒にいるのを見て、ショックを受けている。そのせいで今も、心の中がモヤモヤしている。

　そして、言い出せない自分にもイライラしていた。










八　変わりゆく生活




「宮本さん。おはよう」

　就業前、ちょうどカフェスペースに姿を見せた宮本さんに私は声をかけた。

「一条さん、おはようございます」

　いつものように彼女は笑顔で挨拶する。昨日の件が恥ずかしい私だけど、もう一度、彼女に謝ろうと思っていた。

「昨日は、びっくりさせてしまってごめんなさい」

「い、いいえ。私こそお邪魔してしまって……」

　彼女は手をぶんぶん振った。顔を赤らめたのは、昨日のことを思い出してしまったせいかもしれない。

「ううん。就業後でも、あんなことをしてはいけなかったの。本当にごめんなさいね」

「桜宮専務は、キス魔なんですね」

「ど、どうかしら……」

　キス魔って、一度見ただけなのに、そんなことを言うの？

　ふい打ちの言葉に戸惑う私だ。

　困惑した表情を見せて、宮本さんは足元を見てから心を決めたように顔を上げた。

「一条さん、西尾さんに気をつけてくださいね。私……」

　下唇を噛んで、彼女は口ごもる。

「気をつけて、って……？　どういうこと？」

「……私、桜宮専務と西尾さんが、抱き合ってキスしているところを見てしまったんです」

「えっ……」

　私は驚きで目が大きくなった。

「本当に……見たの……？」

　そう聞いてから、尋ねる自分に嫌悪する。優成さんは子供が欲しい私に協力しているだけ。彼が別の人を好きでも、なにも言えない。

「はい。ランチの後、第二会議室へ行ったんです。そうしたらおふたりが。私はすぐに隠れたんです。でも、桜宮専務は気づいたのだと思います。だから私に見せるように、秘書室であなたと……。あのときの話し方は、まるで口止めをするみたいでした」

　宮本さんの話を嘘だと思いたい。けれど、過去にあのふたりは恋人同士だった。それに昨日のことがフラッシュバックする。

『見せつけても』と優成さんは言ったのだ。それがなにを意味するのかわからないけれど、宮本さんに、優成さんが私に夢中なのだと思わせたかったのかもしれない。

「……ごめんなさい。頭が混乱して……戻るわね」

「はい。浮気を許したらいけないと思うんです。私は一条さんの味方ですから」

　私の頭の中は霞かすみがかかったようになって、ふらふらと秘書室へ戻る。

　宮本さんの言葉は本当なの……？

「汐里さん、おはよう」

　まっすぐいつもの席に向かう私に声をかけたのは、三和子さんだった。

「大丈夫？　顔色が悪いわよ？　私の風邪がうつったのかしら」

「……おはようございます」

　しっかり挨拶しているつもりだったのに、三和子さんは眉根を寄せてから、私の額へと手を伸ばした。

「三和子さんっ」

「熱はないようだけど、大丈夫？」

　手を離した三和子さんは、じっと見つめてくる。

「はい。平気です。寝不足なのかもしれません。三和子さんはもういいんですか？」

　空元気を出して笑顔を向けると、三和子さんは安堵した様子。

「さすがに金土日月、四日間休めばね。じゃあ、社長室に行ってくるわ」

　指を一本ずつ折り曲げていって、肩をすくめてみせてから、三和子さんは秘書室を出ていった。




「幸こう田ださん、この書類を羽田の訓練部へ持っていってもらえますか？」

　昨夜、優成さんと話していたヴィラの件の調査を各所に依頼していると、南場室長が一年目の幸田さんに声をかけるのが聞こえた。

　訓練部……？

　書類を届けるなどの外出は新人の仕事だけど、訓練部と聞いて、私は椅子から立ち上がる。

「私が行ってもいいでしょうか？　ちょっと気分転換をしたくて」

　昼食に食べたハンバーグが胃にもたれているせいもあり、少し動きたかった。

「一条さんがよければいいですが」

「はい。私に行かせてください」

　そう答えて、南場室長のデスクに歩を進めた。

「では、お願いします。こちらが書類です。訓練部の河合かわい部長に渡してください」

「かしこまりました」

　訓練部へ行ったからといって、どうすることもないけれど、西尾さんをもう一度見てみたい気持ちはあった。

　書類を手にして席に戻り、専務室の宮本さんへ内線をかける。

『はい。宮本です』

「一条です。書類を届けに、一時間ほど席を外します」

『わかりました。行ってらっしゃいませ』

　宮本さんの明るい声が聞こえて、内線を切った。




　羽田空港駅より手前の駅にある我が社の訓練施設へは、何度も来ている。ここには寮もあり、未来のＣＡたちが日々訓練に奮闘していた。

　広い敷地には、八階建ての建物の中に、フライトシミュレーターや機体客室内部を再現した模型などがあり、各種の訓練に必要な機材実践や座学をここで受ける。

　出入口に立つ警備員にＩＤを見せ、私は建物内へ入室する。

　訓練部の事務所は三階にあり、エレベーターを待つ。その間も、容姿端麗な訓練服に身を包んだ女性たちが私に挨拶をしながら通っていく。未来のＣＡたちは、若くてはつらつとしていた。

　エレベーターに乗り、三階の訓練部へ歩を進め、ドアをノックすると、すぐに河合部長が顔を出した。

「お疲れさまです。南場室長から書類を預かってきました」

「わざわざありがとうございます」

　五十代で少し白髪が目立ってきた河合部長は目尻を下げて、丁寧にお礼を口にする。

　オフィスには河合部長の他、誰もいなかった。もしかしたら、ここで西尾さんに会うかもしれない、という緊張感があったけれど、姿が見られず、こわばっていた肩が緩む。

　彼女を見てみたいと思う気持ちと、見なくてよかったと思う気持ちが交錯していた。見てしまったら、彼女と自分の違いを思い知らされる気がして。

「お茶でもいかがですか？」

「いいえ。すぐに戻りますので。お気遣いありがとうございます」

　私は断り、挨拶をしてから訓練部を後にした。




　電車に乗ってドア付近に立った私は、自己嫌悪に陥っていた。日中のこの電車には、旅行帰りでスーツケースを持った人やサラリーマンが少しいるだけで、空いている。

　いったい私はなにをしているの……？　優成さんと西尾さんがキスしたんだったら、彼に確かめればいいのに。彼女の姿をひと目見たくて出かけちゃうなんて……。

　ふう～、とため息が私の口からこぼれる。

「汐里さん？」

　可愛らしい声が聞こえて、ハッと声のほうを向くと、砂羽さんが立っていた。優成さんの弟・朝陽さんの奥さんだ。彼女はまだグランドスタッフとしてＡＡＮに勤務している。

「砂羽さん！」

　偶然の出会いに驚く私たちだ。砂羽さんが笑顔で私の横に来て、口を開く。

「お仕事中ですよね？」

「はい。訓練部に書類を。砂羽さんは……？」

　彼女はカシュクール風のベージュのワンピースを着ていた。

「友人を見送ってきたんです。あ、ご婚約おめでとうございます。お会いしたときから、お似合いのおふたりだなって思っていたんです。朝陽もとても喜んでいました」

　屈託のない笑みを向けられ、戸惑いながらも私はやんわりと口元を緩ませた。

「ありがとうございます」

「近々、うちにおふたりで遊びに来てください。連絡しますね。料理は上手ではないけれど、頑張りますから」

　全身から幸せがにじみ出ている砂羽さんに、私もつられて頷く。

「はい。ぜひ」

「あ、もう着いてしまいました。せっかく会えたのに残念です」

　彼らの住まいがあるタワーマンションは、我が社からひと駅のところにある。

「では、また」

　私も明るい彼女とまだまだ話をしていたかったが、砂羽さんが車両から降りていくのを、小さく手を振って見送った。ホームに降りた砂羽さんもその場に立ち、私に手を振っていた。

　朝陽さんと砂羽さんは、本当にお似合いのふたりだわ。

　私も出席した彼らの結婚式を思い出していると、社屋のある最寄り駅に到着した。




「ただ今戻りました」

　秘書室に入り、デスクで仕事中の南場室長に声をかける。

「お疲れさまでした。桜宮専務が、戻られたら来てほしいと言っていました」

「わかりました。ありがとうございます」

　最近は宮本さんを通して呼ばれることもあったが、優成さん直々の連絡はなかった。

　書類に不備があったのかしら……。

　出かけるまで使っていたデスクの引き出しにバッグをしまい、専務室へ向かう。

　ノックをして、中からの返事を待ってドアを開けた。ちょうど宮本さんが私に頭を下げて出ていく。

「お呼びだと伺いました」

　執務デスクで書類になにかを書き込んでいた優成さんは、手を止めて顔を上げる。その顔は不機嫌そうに歪んでいた。

「書類を届けさせるために、汐里を秘書室へ行かせているわけじゃない」

「ちょうど仕事が区切りでしたし、私が行っても構わないと思いました。宮本さんがいますし」

「君は俺の第一秘書だ。訓練部へ行く暇があったら、別の仕事をしてほしい」

　優成さんの言い分は横暴で、私は苛立ちを覚える。

「私は、じきにここを辞める人間です。そのために宮本さんがいるんですから。訓練部へ行ってはいけない理由でもあるのでしょうか？」

　西尾さんの件でわだかまりがあって、つい、きつい口調になってしまった。

　席を立ち、執務デスクを回って、優成さんは私のほうへゆっくり歩を進めてくる。無表情で、なにを考えているのかわからなくて、不安になる私だ。

　私の前に立った優成さんは首を傾けて、じっと見つめる。

「どうした？　苛ついているようだな」

　頬に手が触れ、そっと撫でられた。そうされると私は弱い。そうでなくても、言いきってしまってから、言いすぎたと後悔している。

「……なんでもありません」

　無意識にお腹に手を置いた瞬時、優成さんは「女性特有の日だから？」と察する。

　違うけれど、この揺れ動く気持ちを理由づけるにはちょうどよく、コクッと頷いた。

「あまり痛いようなら、帰宅したほうがいい。結納もあったし、疲れているように見える」

　頬にあった手が、髪を優しく撫でる。それだけで嬉しくなってしまう私は単純だ。

「大丈夫です。これから会議ではないですか？」

　壁にかけられた時計は十四時五十分。十五時から発着調整会議が入っている。

　今年の十一月、南アフリカのケープタウンで、国際航空運送協会、通称ＩＡＴＡのスロット会議が行われる。

　協会指定の、世界で百四十ほどの混雑空港の担当者と、当該空港に乗り入れ、そして乗り入れを希望する航空会社の代表者が一堂に会する、大々的な世界規模の会議だ。優成さんがＡＡＮの代表者で、今はその準備で忙しい。

「体調が平気なようなら、汐里も会議に出てくれ」

「……わかりました。戻って用意してきます」

「俺も一緒に行く」

「はい」

　執務デスクへ身体を向け、ノートパソコンや書類を手にし、優成さんは私を専務室から出るように促した。

　私に続いて秘書室へ入った優成さんが、デスクに向かっている宮本さんに近づく。手にしていた書類を彼女に渡すのを横目に、私は自分のデスクへ行き、ノートパソコンを抱えた。そのとき――。

「どうして私が桜宮専務に同行できないのですか!?」

　宮本さんの切羽詰まったような悲しい声が響いた。私はハッとして声のほうを見る。私の視線の先には、優成さんに詰め寄る宮本さんの姿があった。そして南場室長も驚いた様子で席を立ち、事の成り行きを見守っている。

　その場に私も立ったままで、優成さんに近づけない。彼の表情は怒っているようには見えないが、笑っているようにも見えない。

「一人前になったつもりなのか？」

　私でも背中がヒヤリとするくらい、冷たい声だった。

「そ、そうでは……」

　宮本さんはそのまましゃがみ込んで、顔を両手で覆う。泣いてしまったようだ。でも、優成さんは彼女を一いち瞥べつしただけで、私に「行くぞ」と声をかけた。

　宮本さんが気の毒だと思う。けれど、上司にあんな言い方をした人には、今まで会ったことがない。

　もうすべてなんでもできる、と驕おごってしまった宮本さんの自業自得なのだろうか。

　黙ったまま秘書室を出て、エレベーターに乗り込む優成さんの表情は硬く、私も声をかけられない。

「ひどい上司だと思ったか？」

　エレベーターが下降する中、ふいに聞かれて、優成さんの顔を仰ぎ見る。

「いいえ。確かにこの会議は、まだ宮本さんには難しいと思います」

　これまで、ぬるい仕事しかやってもらっていない。

「慣れるには、もう少し時間が必要かと思います。私がしっかり指導しますので」

　上司にあのような言い方をしたところを、南場室長も見ていた。今頃、厳しく注意されていることだろう。

　そこで会議室のある十五階にエレベーターが到着した。




　ＩＡＴＡスロット会議のために、我が社の各方面のスペシャリストを揃えた会議では、先ほどのことがなかったかのように優成さんはリーダーシップを取り、どんどん話を進めていく。

　そばで議事録を打ち込んでいく私には、久しぶりに集中した時間だった。




　会議は二時間みっちりあり、終了後、秘書室に戻ると、宮本さんは早退したと南場室長に言われる。

　この後、今の会議の議事録を説明しながら、宮本さんに整理してもらおうと思っていたところだった。

「そうですか。わかりました」

「まだまだひよっこだという自覚が、宮本さんにはないようですね。桜宮専務の様子はいかがでしたか？」

「気にされてはいませんでした。私の指導不足です。申し訳ありませんでした」

　会議の終了後、宮本さんの名前は出ず、優成さんは専務室に戻って早速仕事を始めていた。

「いえいえ。もう彼女は秘書課に三年いるのですから、秘書としての態度がなっていませんでした。私のせいでもありますよ」

　残念そうな顔で、南場室長は小さなため息を漏らした。

「専務室におりますので、なにかあったら呼んでください」

「わかりました。ご苦労さまです」

　私は頭を下げてから、秘書室を出てカフェスペースでコーヒーを淹れて、専務室へ戻った。




　専務室で仕事をするのは久しぶりだった。優成さんの電話中の滑らかな低音の声や、ときどき万年筆を指先でくるっと回す仕草が懐かしく感じられた。

　そしていつの間にか、優成さんの唇へ視線が集中して、我に返り、パソコンのモニター画面を見る。

　宮本さんが、優成さんと西尾さんのキスシーンを目にしたと言ったせいだ。その事実を確かめるのは怖い。

「土曜は、衣装の打ち合わせだったよな」

「えっ？　あ、はい。そうです」

　いつの間にか電話は終わっていて、優成さんが私を見ていた。

「ドレスのデザインを決めるんだろう？　楽しみだな」

「はい。ウエディングドレスは小さい頃からの夢だったので」

　純白のウエディングドレスは、幼い頃に夢中になっていた絵本の中のお姫さまが着るドレスだと思っていた頃が懐かしい。

　ふと袖口を上げ、優成さんは腕時計へと目線を落とす。

「汐里、十九時半だ。もう上がっていい。ゆっくり休んで」

「でも……」

　議事録の整理は終わっていたが、宮古島の件を進めようと思っていた。

「いや。先に上がってくれ」

「わかりました。お先に失礼します」

　デスクの上を片づけて立ち上がり、優成さんの執務デスクの前に立つ。

「宮本さんのことは、気にしないでいいからな」

「私の指導不足のせいです……」

「いや、汐里のせいではない。今日のような専門用語が出る会議には、まだ早い。彼女の作成する書類の誤字脱字は、君が直しているんだろう？」

「それは……」

　まさかバレているとは思っていなくて、とっさに答えられない。

「俺の秘書として彼女は未熟だ。とはいえ、いつまでも汐里に甘えられても困る」

「はい。もう少し厳しくしたいと思います。早く仕事に慣れてもらうように。では、お先に失礼します」

　その場でペコッと頭を下げる私に、優成さんは不満げな声を出す。

「こっちへ来てキスしてくれないのか？」

　キスと聞いて、宮本さんの言葉を思い出してしまった。優成さんと西尾さんがしていたというキスを。

　私は小さく頭を左右に振る。

「ダメです。ここは会社なので、自重しましょう」

　本当は抱きしめて、私の不安を払拭してほしい。でも、私は優成さんに愛されているわけじゃないのだ。もしもふたりがそういう仲であったとしても、私は黙認して彼の妻になる。

「そうだな。じゃあ、お疲れ。気をつけて帰れよ」

　苦笑いを浮かべた優成さんはそう言って、私から書類へ視線を移動させた。

「はい。お先に失礼します」

　その場でお辞儀をして、私は専務室を退出した。




　翌朝、宮本さんはなにもなかったような顔で出社して、私は安堵した。彼女は優成さんと私に謝罪し、これからもよろしくお願いします、と真摯な態度だった。

　いろいろと考えさせられる一週間で、私は精神的に疲れを覚えていた。

　土曜日の朝、自室を出てリビングへ行くと、壮兄がソファに座り、スマホを弄っている。

「おはよう。壮兄」

　出かける支度をして、ジャケットをソファの背にかけた私は、キッチンの中へ足を運ぶ。

「しおりん、おはよう。今日も優成さんと？」

「ウエディングドレスのデザインを決めるの」

　冷蔵庫からオレンジジュースを出してコップに注ぎ、その場で飲み干した。あと十分で、十時。優成さんが迎えに来る時間になる。

「幸せそうで、なによりだな」

「壮兄もいい人を見つけてね。恋人ができたら一番に会わせてね」

　ソファに足を投げ出した壮兄は、「いつかな。ちょっと寝るから」と言って、腕を組んで目を閉じた。

　仕事が忙しいようで、さっき病院から戻ってきたと母が言っていたのを思い出す。

「行ってきます」

　小さく声をかけると、壮兄は目をつむったまま片手を上げてくれた。




　門扉を出たところで、優成さんの車がこちらに向かってくるのが見えた。静かに私の前で停まった車から、彼が出てくる。

　カジュアルな紺色のジャケットに細身のデニム姿で、オフィスではアップハングの髪がサラッと下ろされていた。

　いつもと違う雰囲気に、私の心臓が高鳴る。何度も前髪が目にかかりそうなところを見ているけれど、それはシャワーの後だ。

「おはようございます。髪が……」

「おはよう。おかしいか？」

　少し照れくさそうな笑みを口元に浮かべ、優成さんは右手を髪にやる。

「いいえ。珍しかったので」

　どちらの髪型でも好きだと言いたいところをごまかし、助手席のほうへ足を運ぶ。

　助手席のドアを開けて優成さんは私を乗り込ませ、車の前を回り、運転席へ落ち着いた。




　青あお山やまのドレスショップの中へ入ると、四十代と思われる美しい女性が、優雅な足取りで歩を進めてきた。そして、にこやかに挨拶される。

「ようこそいらっしゃいました。私がオーナーの堂どう島じま小さ夜よ子こと申します」

　ドレスショップのオーナー兼有名なファッションデザイナーの堂島さんは、テレビでもときどき見かける。

　派手めなメイクで、アッシュ系のブラウンに染めた髪は背中まである巻き髪。指には何個ものエメラルドやサファイアの大きな宝石がついた指輪をしていて、思わず見入ってしまった私だ。

「花嫁さまは完璧なスタイルに、とても綺麗なお顔ですね。デザインをさせていただくのが楽しみですわ。それに、なんて素敵な花婿さまなのでしょう。ねえ、彩あや実みさん」

　堂島さんは、隣に立つ白いタイトなワンピースを着た女性に話しかける。

「ええ。美男美女で楽しみですね。申し遅れました。私は先生の助手をしております、岡おか田だと申します」

　岡田さんはにこやかに自己紹介をし、名刺を優成さんに渡している。

「では早速、花嫁さまの好みのラインなどを聞いていきますわね。ここにかけられているドレスを見ながら探していきましょう」

　店舗は広く、純白から生成り、カラードレスまで、目移りしそうなほどかけられていた。

　私と優成さんは並んでかけられたドレスに視線を向けながら、岡田さんの説明を受けていく。

　三十分ほどかけて店内のドレスを見て、自分が着てみたいウエディングドレスのラインをほぼ頭に描けた。

「どうだ？　イメージ湧いたか？」

　すべて見終わり、ソファに並んで座ると、優成さんはのんびりとした雰囲気をまとって尋ねる。

「はい。マーメイドラインのシンプルなものに」

　テーブルの上に置かれたマーメイドラインのドレスの写真を、私は手で指し示す。

「ああ。汐里のイメージとピッタリ合う。俺もそういったデザインが似合うんじゃないかと思っていた」

　優成さんの考えと同じだったのが嬉しくて、微笑みを浮かべた。

　私たちの前には、堂島さんと岡田さんが腰を下ろし、パールやスワロフスキーの見本をテーブルの上に並べている。

「抜群のスタイルなので、特にお似合いになると思いますわ」

　スケッチブックの上で、堂島さんは鉛筆をサラサラと走らせている。

　そこで優成さんが、ふいにポケットからスマホを取り出した。彼の手の中にあるスマホが振動していた。

「ちょっと電話に出てくる。失礼します」

　私に声をかけてから堂島さんたちに断り、店の隅のほうへ歩いていった。

「あの長身にスタイル。本当に婚約者さまは素敵でございますね。日本人離れした端正なお顔立ちで、タキシードもフロックコートも、どんなお色でも着こなせますわ」

　堂島さんは、離れたところで私たちに背を向けて電話に出ている優成さんから、目が離せないといったふうだ。

　私が微笑んだとき、いつも冷静な優成さんが少し慌てた様子で戻ってくる。

　なにかあったの……？

「汐里、すまない。緊急の用事で行かなければならなくなった」

「わかりました。すぐに行ってください」

　理由はわからないけれど、彼の表情から察するに、大事なことに違いない。

「ありがとう。連絡する。申し訳ありません。彼女を置いていきますので、よろしくお願いします」

　優成さんは堂島さんたちに頭を下げ、大股で店を出ていった。あんなふうに心配そうな顔の優成さんを目にするのは、初めてだった。

　嫌な予感がするのは気のせい？

「失礼いたしました。お話を続けてください」

　忙しい堂島さんが時間を取れる日にちは少なく、私はいろいろ相談をしながら決めていった。




　その後、どこにも寄らずお腹を空かせたまま帰宅した。時刻は十二時を過ぎている。

　リビングに行ってみると誰もおらず、両親は朝に出かけると言っていたのを思い出した。

　ソファにぐったりと腰を下ろして、「はあ～」とため息をひとつこぼす。

　優成さんは大丈夫だったかしら……？

　スマホが入っているバッグを引き寄せたとき、どこかで着信音が聞こえてきた。

　私のものではなく、立ち上がって音のするほうへ視線を向けると、壮兄のスマホがソファの上に無造作に置かれているのを見つけた。

　鳴っているのは壮兄のスマホだ。着信は病院の整形外科のナースセンターから。

　私がタップしてスマホを耳に当て、声を出そうとした途端、向こうから話し始めてしまった。

『先生、本日入院した西尾 聖せいくんの件で聞きたいことがあったのですが』

　え……？　西尾……聖くん……？

「あ、あの、すみません。家族の者です。申し訳ありません。兄はここにはいないんです」

『あ！　申し訳ございません！　病院内を探します』

　急いでいる様子の看護師は通話を切った。

　西尾 聖くん……？

　優成さんの慌てた様子が、脳裏に鮮明に映し出される。

　なにか繋がりがあるような気がしてならない。壮兄もスマホをここに忘れるなんて、よほど焦って出ていったのかも、と推測してしまう。

　壮兄のスマホを手に、私は家を出て病院へ向かった。




　一条総合病院の土曜日の受付時間は、十一時三十分まで。ロビーでは診察が終わり、会計待ちの患者さんがまだかなりいた。

　私は階段を使い、二階の整形外科へ歩を進めるが、心臓はバクバクと暴れていて痛いくらいだった。

　入院患者がいるのは三階だ。壮兄にスマホを渡して話を聞こうと思ったが、二階の踊り場で足を止めた私は、大きく息を吸ってもう一階上がる。

　ナースセンターでは顔見知りの看護師が私に気づいて、近づいてくる。

「こんにちは……兄は？」

　本当は、壮兄を探しに来たのではない。西尾 聖くんのことを聞きたかったのだ。でも、聞くのがためらわれる。

「医局にいるかと思いますが。確認してみましょうか？」

「い、いいえ。いいんです。知り合いが入院したみたいなので、ちょっと顔を」

「西尾 聖くんですか？」

　私は驚いて目を見開いた。

「どうして西尾 聖くんだと？」

「一条先生が何度も病室を出入りしていたので。三一一号室ですよ。ご両親がいらっしゃっています。あ、ナースコールだわ。失礼しますね」

　ご両親……？　西尾さんは結婚していたの？

「ありがとうございます」

　看護師は忙しそうにナースセンターへ戻っていく。

　優成さんがここへ来たのだろう、と勝手に思い込んでいた自分がバカらしくなった。立ち去ろうとしたとき、廊下から「パパ、ありがとう！」という声が聞こえてきた。

　可愛らしい子供の声に、角にあるナースセンターから顔を覗かせ、声のしたほうを見てみる。

　車椅子に乗った幼稚園児くらいの男の子の横にしゃがみ込む男性に、一瞬、私は呼吸を忘れて注視した。

　男の子に優しい笑顔を向けているのは、優成さんだった。整った彫刻のような横顔は彼に間違いない。そしてそばに立っている女性は、元恋人の西尾さんだ。

　やっぱり、西尾さんのお子さんだった……優成さんのことを『パパ』って……。

　私の心臓が全身に伝わるほど激しく鳴っている。スマホを持っている手も震えてきて、今にも足の力が抜け、壁にもたれなければ倒れそうだった。

　こうして見ていることに気づかれてしまいそうで、私は震える全身をなんとか動かしてその場を立ち去った。




　無我夢中で自宅に戻って、リビングのテーブルに壮兄のスマホを置き、ソファの上のバッグを鷲わし掴づかみにして自室へ駆け上がった。

　頭の中がぐちゃぐちゃで整理ができない。ベッドの端にガクンと力なく腰を下ろし、両手で顔を覆う。

　優成さんは、あの子のパパなの？

　それなのに、私と結婚するの？

　バッグが振動している。中に入ったスマホが着信を知らせているのだと思っても、身体が動かず、ベッドの上で茫然と先ほどの親子の光景を思い出している。

　涙がポロポロあふれて頬を濡らしても、拭う気にもならず佇んでいた。

　どのくらい経っただろうか。窓の外は暗くなり、階下では人の気配がする。

　頭の中はまだ混乱していて、どうしたらいいのかわからない。

　ひとつだけわかることは、ひとりでよく考えたい。それだけだった。










九　歯がゆい想い［優成ＳＩＤＥ］




　汐里と結婚するということは、今までの完璧な秘書がいなくなるということだ。それが頭痛の種になった。

　俺の気持ちをわかってもらい、結婚を了承させたのは、生きてきた中で一番の仕事だと思う。

　俺以外の男の子供を彼女が産むと考えただけで、苛立ち……いや、苛立ち以上のものが込み上げてくるのを認めざるを得ない。

　俺たちの距離を今まで以上に近づけさせた短い旅行から、一ヵ月が経った。

　その間、汐里は宮本さんに業務を教え、彼女はほぼ秘書室にいる。汐里の姿を見られないことで、こんなにも寂しい気持ちになるとは思ってもみなかった。

　南場と、汐里の後任の秘書として選んだ宮本さんだが、この一ヵ月で彼女はふさわしくないことを悟った。

　書類を渡すだけのことなのに、わざわざ回って俺のそばまで来る。なにかにつけてボディタッチをする女だった。職務中、視線を感じて顔を上げれば、彼女はハッと目を逸らす。しっかり仕事をしろ、と何度怒鳴りそうになったことか。

　汐里が親切丁寧に書類作成を教えても、誤字脱字だらけ。ひどい書類を密かに汐里が直しているのも知っている。

　汐里の望みは赤ん坊を産むことだ。妊娠すれば当然、会社を辞める。

　秘書不足の今、宮本さんがしっかり一人前の秘書になることだけを望むしかない。俺に期待をするなとの意味合いで、宮本さんが秘書室に入ることを見越して、汐里にキスをした。

　予想通り、宮本さんは俺が汐里に濃厚な口づけをしているところを目にした。

　動揺はしていたようだが、これで略奪愛を狙う気持ちがなくなり、仕事に集中してくれればいい。




　俺と汐里の結婚話が進む中、以前から訓練部の部長より、指導教官を入れてほしいと頼まれており、思い当たる人物を俺はヘッドハンティングした。

　以前は我が社のＣＡだったが、シンガポールの航空会社で働いていた西尾朝あさ香か。彼女は約一年付き合っていた元カノだ。

『あなたは別の女性を求めているのよ』と言って、俺から去った女。

　ＣＡとして完璧な朝香を、俺は教官にスカウトしたが、彼女はいつの間にか子供を産み、シングルマザーになっていた。

　子供の父親とはシンガポールで知り合い、価値観の違いから別れたと話した。ひとりで育てるのは大変で、子供のために待遇がよくなるならどこででも仕事をする、と。

　五年ぶりに会う朝香は年月を重ね、上品な女性という比喩が当てはまる女になっていた。だからといって、焼やけ木ぼっ杭くいに火がつく気持ちはまったく起こらなかった。俺が愛しているのは汐里だ。

　彼女の結婚式の衣装を決めるのは俺も楽しみで、店内のドレスをあれこれ言いながら見て回ったところで、朝香からの電話だった。

　息子が階段から落ち、ひどく足を痛がっているとの連絡。電話の向こうでどうしていいのかパニックに陥っている彼女に、俺は一条総合病院へ行くよう伝えた。整形外科医の壮二に診せるつもりで。

　電話を終え、汐里には緊急の用事と言い、打ち合わせをしている彼女をそこへ置き去りにしてしまった。

　店を出ると俺は壮二に電話をかける。自宅で休んでいた壮二は、わかった、と了承して電話を切った。

　患者を頼んだ手前、病院へ行き、様子を見てから汐里と合流しようと考えていた。

　病室では壮二と看護師がいて、右足関節骨折の説明の最中だった。

「なにか困ったことがあったら、このお姉さんを呼ぶんだぞ」

　壮二が、一歩後ろに立つ若い看護師を示した。

「はい！　パパ」

　朝香の子供は壮二に笑顔で答える。壮二は面食らった顔になるが、すぐに頬を緩ませた。

「すみませんっ。この子、父親くらいの男性を見ると、すぐに『パパ』と言ってしまうんです。聖、ダメでしょ。聖の足を治してくれるお医者さまよ」

　慌てて壮二に謝り、朝香は息子を諭す。

「いいんです。では失礼します。優成さん、ちょっと」

　病室を出ていく間際、壮二は俺を呼んだ。廊下に出て口を開く。

「しおりんは？　ドレスショップへ行っていたのでは？」

「そうだが」

「はあ～。ここは俺に任せてくれればいいんです。紹介した手前、心配だったのはわかりますが。早くしおりんの元へ行ってください」

　俺の返事に、壮二はあきれたため息を漏らした。

「わかっている。じゃあよろしく頼むよ」

　壮二が去っていく後ろ姿を見て、俺は病室へ戻る。朝香はこれから二週間は職場と病院の往復だろう。仕事量を調整してもらうように告げ、病室を後にしようとした。

　子供は俺を見送ると言い、車椅子に乗って廊下に出た。別れ際の廊下で、俺のことを『パパ』と呼ぶ。壮二に続いて俺もか、と苦笑いを浮かべ、屈託なく笑う子供の頭に手を置いた。

「しばらく痛いが、治っていく証拠だからな。先生やママの話をよく聞くんだぞ」

　俺は彼女の息子にそう言葉をかけ、病院を後にした。そして車に向かいながら、汐里のスマホに電話をかける。しかし呼び出し音が鳴るばかりだ。

　気づかないのか、電車なのか……。

　ドレスショップへ電話をかけると、一時間ほど前に店を出たとのことだった。予定がなくなった汐里は、友人と会う約束をしたのかもしれない。

　病院の駐車場から車を出庫させ、俺は会社に向かった。




　そして、その日から、汐里は俺の前から姿を消した。










十　愛する人と離れて




　少しだけ気持ちが落ち着くと、私は飛行機のチケットを手配した。明日の朝に発つフライトを予約し、一週間用のキャリーケースに思い当たる服や常に使っているものをポンポン詰め込んでいく。

　この際、優成さんから離れて、よく考えたかった。

　ほとんど寝ておらず、頭がぼうっとするけど、私は立ち止まらなかった。ただの足踏みさえもしなかった。

　二ツ木乗馬クラブへ行く約束も反故にするのは、心苦しかった。気持ちの整理をつけて、戻ってきたら行こう。

　そう考えて珠理奈には、用事ができて行けなくなったと謝りのメッセージを送った。




　翌朝、タクシーで羽田国際空港へ向かい、旅客機に乗り込む。

　なにもかも放り出す、真面目で保守的な私らしからぬ行動だった。家族には心配をかけないよう、結婚前に友人との旅行が急遽決まったから、と話した。

　壮兄にも本当のことは口に出せなかった。出かける私に玄関で、『優成さんは、なんて言ってた？』と聞く壮兄に、私は『楽しんできてって』と嘘をついたのだ。

　飛行機の中でも一睡もできずに乗り継ぎをして、到着したのはアメリカの北西部に位置するシアトルだった。

　シアトルは優成さんの妹・華さんが住む街。姉のように慕っている華さんは、私が岐路に立ったとき、何度もアドバイスをしてくれており、実の兄たちよりも頼りになる人だ。

　しかし、今回のことは華さんの兄のことでもあり、相談はできない。そう考えたものの、なにもかも放り出して、顔だけでも見たいと思ったのは華さんだった。

　私がシアトルへ来たことは連絡しておらず、少し考え、気持ちを落ち着かせてから華さんに会おうと思っている。

　空港から向かったのはダウンタウンにある高級ホテルで、シアトル美術館やパイクプレイスマーケットなどに近い便利なロケーションに建っている。

　街の木々や、タクシーでホテルに向かう途中の公園の樹木は、秋で色づきを見せていた。

　日本を離れ、素敵な景色の外国へ来たけれど、心はほんの少しも晴れずに、私はため息ばかり漏らしている。

　今日は薄曇りで日本よりも肌寒く、日中は同じような服装で問題なさそうだが、夜は寒くて、冬物のコートが必要になりそうだ。街のショーウインドーにもダウンや厚手のコートなどが目につく。

　気が回らなくて、冬物のコートはキャリーケースに入れてこなかったな。後で街に出てみよう。

　とはいえ、ロサンゼルス経由で日本を離れて、なんだかんだと二十時間が経っている。現在の時刻は夕方だ。

　買い物は明日にしよう。今は睡眠が取れなかったせいで頭痛もあって、早く横になりたかった。




　少しして、落ち着いた趣きのあるどっしりした建物の高級ホテルのエントランスに、タクシーは到着した。

　ベルボーイが後部座席のドアを開け、外に出ると寒さにぶるっと震えがきた。

　やっぱり寒いわね。

　急いでホテルの中に入り、チェックインカウンターへ足を運ぶ。

　チェックイン後、ツインルームへ案内され、ようやく腰を下ろすことができた。

　そこで、ずっと見ていなかったスマホの電源を入れた。日本時間は月曜日の朝九時を回っている。

　電源を入れた途端、優成さんからの着信は無数にあり、メッセージも入っていた。

　彼には日本を出発間際、【結婚は間違っていると思います。少し考えたいので留守にします。退職願を受理してください。私が秘書室で使っていたデスクの引き出しに入っています】と書き記してメッセージを送っていた。

　優成さんからのメッセージを読むのが怖くて、再び電源を落とし、ベッドに横になった。




　疲れきっていたせいで眠りに落ちたが、夢ばかりを見ていて、目が覚めたとき、頭はすっきりしていなかった。

　優成さんがなにか話している夢だった。けれどなにを言っているのかわからなくて、私は必死に聞こうとしていた。

　覚えているのはそれだけだった。逃げ出してしまった罪悪感からくる夢だったのだろう。

「もう二十一時過ぎ……」

　十二時間眠っていたようだ。たっぷり眠った割には身体が重いが、いつもは六時に起床するのが身についているから、なんとなく後ろめたい。

　ベッドからのろのろと出て、黄緑色の生地に花をちりばめた柄のクラシカルなカーテンを開ける。日差しが降り注ぎ、今日の天気はよさそうだった。




　出かける準備を済ませ、グレーのセーターにデニム、ダスティピンクのジャケットを手にして、一階のレストランへ下りた。

　シアトル到着前に軽食を食べた後、なにも口にしていないので、たくさん食べられそうだ。

　レストランでは、通りを見られる窓際の席に案内される。

　ブレックファーストメニューを頼み、頬ほお杖づえをついて外を眺める。シアトルは二回目。三年前の華さんの結婚式以来だ。

　あのときは繁忙期で、結婚式に出席した以外は、飛行機やホテルの部屋で優成さんと仕事をして、観光ができずじまいだったことを思い出した。

　優成さん……。

　彼の姿が脳裏に映し出され、胸がギュッと掴まれたみたいに痛くなった。

　理由も話さずに逃げ出した私に、憤っているよね……。

　まだどうしたらいいのかわからない。優成さんに子供がいるのだから、あの子から父親を奪ってはいけない。

　でも、私は優成さんを愛しているから、本当は彼と結婚したいし、離れたくないと思っている。

　心の迷いのせいか、お腹が空いているはずなのに、朝食にはほとんど手をつけられなかった。

　気分転換に街に出よう。身体を動かせばお腹が空くかもしれない。




　優成さんとのことは結論を急がないように、その日はなにも考えないと決めて、シアトル美術館や公園、マーケットなどを歩き回った。

　ホテルに戻ると、さすがに歩きすぎて疲れを覚えており、ルームサービスの夕食にした。オーダーしたクラムチャウダーのスープが身体を温めてくれる。

　だけどシーフードのサラダとパンは、綺麗に皿の上で手つかずだ。まだ食欲は戻ってくれない。

　食べるのを諦めた私は、バスタブにゆっくり浸かり、眠りに就いた。




　電話が鳴っている……。

「うう……ん……」

　寝返りを打ったところで、ここがどこなのかを一瞬考えてからハッとして、身体を起こした。

　ベッドサイドの電話の受話器を取った途端、英語で話す女性の声が聞こえてきた。

《グッドモーニング、ミス・イチジョウ？》

「イエス……」

　英語の問いかけに、まだ働かない頭で応じて、すぐに――。

《ミセス・シモンズがロビーにいらしています》

　えっ!?

　驚いて固まってしまった私の耳に、華さんの声が聞こえてきた。

《受話器を貸して》

　流りゅう暢ちょうな英語でのきっぱりした物言いで、スタッフに指示する声だ。

『汐里、部屋へ行ったほうがいい？　それともここに来る？』

　英語から日本語に切り替えた華さんの勢いに押されて、「部屋で……」と告げる。部屋のほうが落ち着いて話ができるだろう。

　電話を切った私は、急いで顔を洗いに行く。部屋着から昨日のセーターとデニムに着替えたところでドアがノックされた。

　どうしてここに来ているのが知られたのかさえ、考える暇もなくて。

　ドアを開けた途端に華さんが勢いよく入ってきて、「汐里！」と抱きつかれた。

「華……さん……」

　ギュッと抱きしめられて十秒ほどが経っただろうか、華さんは私から離れる。

　彼女はビタミンカラーの黄色のワンピースを着ており、美しく、いつもながらエレガントだ。

　エンジニアとしてシモンズの飛行機工場で働いていたときは、作業服を着て男性に交じって仕事をしていた華さんだ。

「汐里、大丈夫なの？　どうして、どこへ行くとも知らせずにいなくなったの？　兄さんが必死になって探していたわ」

　華さんは部屋の中へ進み、二脚ある椅子には座らずベッドの端に腰を下ろして、私にもそうさせる。

　そして私の両手を握って、黒曜石のような黒い瞳でまっすぐ見つめてくる。

「どうやって……私を見つけたんですか？」

「シモンズの力なら、なんだってできるわよ。兄さんも総力を挙げて汐里の居場所を見つけたわ。私よりは若干遅かったけれどね」

　優成さんも私の居所を見つけたの？

　私は優成さんを思い出して切なくなった。

　会いたい……。

「汐里？」

「……考える時間が欲しかったんです」

「マリッジブルーはよくあるわ。私だって、自分の人生をハワードに預けてもいいの？って思ったもの。でも、なにも言わずに出てくるのはいけないわ。兄さんは仕事どころじゃないわよ」

　華さんは大きなため息をこぼす。

「優成さんが……？」

「数時間のうちに出国するはずよ」

「ええっ!?　ここへ来るってことですか？」

　私が想像していなかった展開だ。仕事を放り出してくるとは……。

「そうに決まっているじゃない。汐里を愛しているんだから」

　愛している？　ううん、違う。

「汐里？　ここをチェックアウトして、うちへ行きましょう。どうしてすぐに来てくれなかったの？　本当に心配だったわ」

　すっくと立ち上がり、華さんはバスルームから私が使っていたものを運んで、テーブルの上に置いた。

「華さんっ、私は――」

　彼女には会いたいと思っていたけれど、ハワード家に泊まるつもりなんてなかった。

「私には、迷惑はかけたくないって？　でも、ここに来たのは私に会いたかったからでしょう？　苦しいんでしょう？」

　突っ立ったままでいる私を、華さんは抱きしめてくれる。

「汐里は誤解しているの。兄さんが到着するまで、我が家で休んで」

　華さんは、なにがなんでも私を自宅へ連れていく意気込みだった。

　仕方なく荷物をキャリーケースに入れて、ハワード家へ行く支度をした。




　華さんはお抱えの運転手付きの大きな黒塗りの車を、ホテルの車寄せに待たせていた。ピカピカの車の横で待っていた黒いスーツを着た男性が、私のキャリーケースを引き取る。

　黒いスーツの屈強な体格の男性は、ボディガードも兼ねているようだ。

　世界でも一、二を争う航空機メーカーだから、日々、誘拐などにも気をつけなければならないと、以前華さんが言っていたのを思い出す。

　生活を縛られることもあって、華さんはハワード・シモンズ氏と結婚するのを迷ったのだ。

　私たちが後部座席に乗り込むと、車はシモンズ家に向かった。その道中、当たり障さわりのない話をしていた。今回のことを華さんがあえて聞かないのは、私から話したくなったらでいい、というスタンスなのだと思う。

　そして二十分後、車は大きな自動の門を通り、坂を上がっていく。少し進むと日本では考えられないくらいの大きな邸宅が姿を見せる。

　白亜の建物はギリシャの神殿のような雰囲気で、華さんとハワードさんの披露宴パーティーは、海を見渡せるここの裏庭で挙げた。

　車を降りると、玄関前で小さな女の子が年配の女性に抱っこされながら、歓喜の声を上げていた。

　その女性は子供の子守りだと、華さんが教えてくれる。

「ママ！」

　華さんのほうに手を大きく広げて抱っこをせがんでいる女の子は、薄いブラウンの髪で、光に当たると金髪に見える。くるくるした髪が可愛くて、まるで天使のように愛らしい。

　愛娘のリサちゃんを華さんは抱きとめる。その様子に見入っていた私に、リサちゃんはニコニコと笑う。

　リサちゃんの笑みに、今まで鬱々としていた心が晴れていくようだった。

「リー、汐里お姉ちゃんよ」

　二歳になったばかりのリサちゃんは人見知りもせず、私を見てペコッと頭を下げる。

「なんて可愛いの！　リサちゃん、よろしくね」

　目尻を下げて、私はリサちゃんの小さな手と握手をした。

　リサちゃんを見ていると、切実に子供が欲しいと思ってしまう。数秒、間が空いて、華さんから「なにを考えているの？　暗い顔になっちゃったわね。中へ入りましょう」と、家の中へ入るように促された。

「ハワードは仕事だから、会うのは夕方になるわ。だからゆっくり話ができるわよ。どんな話でもいいわ。今回と関係ないことだってね」

　華さんはリサちゃんを抱っこしながらドアを開けた。ついていった先に、海が見渡せる広いリビングがあった。

　ピカピカに磨かれた白い大理石の床を進み、私は窓辺に近づく。披露宴を行った広大な敷地や、紺こん碧ぺきの海が見渡せた。心が洗われるような美しい景色だった。

「結婚式のときはゆっくり見られなかったけれど、本当に素敵なところですね」

　こんなに広い邸宅に住んでいるのは、家族三人と使用人たちだけと聞いている。

「汐里、食事を用意してあるの。起きてからまだ食べていないでしょう？」

「そういえば……」

　フロントからの電話で起こされて今に至っているのだから、まだ水一滴すら口にしていないことに気づいた。時刻は十二時近い。

「こっちよ」

　華さんは私を隣のダイニングルームへ案内する。十人は座れるテーブルに、いろいろな料理が用意されていた。まるでレストランのブッフェのように種類が多い。

「汐里、座って。リーも食べましょうね」

　華さんは私に腰を下ろすように促した。そして、私の対面にある子供用の椅子に愛娘を座らせ、自分も隣に腰かける。

　無邪気なリサちゃんのおかげで、ずっとなかった食欲が少し戻ってきたようだ。けれど、しばらくすると、「もうそれだけ？」と華さんは不満げだ。

「フルーツをいただきます。美味しそうなグレープフルーツ」

　私はカットされたみずみずしいグレープフルーツを口にする。

「シアトルに来てくれて嬉しかったわ」

　ふと漏らされた華さんの温かい言葉に、泣きそうになりながら小さく微笑む。

「ここしか思い浮かばなかったんです」

　そう言うと、華さんはふふっと笑った。

「本当に？　シアトルに来たのに、私に連絡してこなかったじゃない。会わずに帰国する気じゃなかったの？」

　やんわりとこぼされた嫌味に、私の本心はどうだったのだろうかと考える。

　そして、私は首を左右に振った。

「いいえ。華さんに会いたかったんです。だから、連絡していたはずです」

「思慮深く、周りに心配をかけたくない性格のあなたが黙って来たのだから、よほどの悩みがあったのね……」

　椅子に座ったまま今にも眠ってしまいそうなリサちゃんを、華さんは自分の膝の上に乗せた。

　向かい合わせに抱っこをして、小さな背中をトントンと優しく叩いている。男勝りでやんちゃな雰囲気だった華さんは、すっかり母親の顔になっていた。

「ちょっと、いっぱいいっぱいになっちゃったみたいで……。でも、もう大丈夫です。ちゃんと優成さんと話し合います」

　華さんとリサちゃんを見ていたら、優成さんと話す勇気が出てきた。彼はここへやってくるのだから、しっかり話をしなければならない。その結果、どう転んでも私は受け入れる。

　いつか私も母親になりたいから、前を見ていく。そう思えた。

「よかったわ。お似合いのふたりだもの。ちゃんと話し合ってね。邪魔をしないで見守ると約束するわ」

　持ち前のジョークを口にした華さんに、私はおかしくて声を出して笑った。

　こうして笑うのは久しぶりだった。




　華さんとリサちゃんと過ごしたり、ひとりで庭を散歩したりしてのんびりしていると夕方になり、華さんの夫のハワードさんが帰宅した。

《シオリ、会えて嬉しいよ》

　少し癖のあるブロンドの髪に、ハリウッドのイケメン俳優のような整った顔立ちのハワードさんは、私を温かく迎えてくれる。

　彼の前では、どんな女性も見とれてしまうだろう。でも華さんはそうじゃなかったと、馴れ初めを話してくれたときに聞いていた。

　ハワードさんの熱烈な強い押しで、華さんは彼を愛するようになって結婚した。

　百九十センチ近くある高身長の彼は、学生時代、バスケットの選手だった。アメリカではそれくらいの身長では高い部類に入らないが、才能があった。

　プロのバスケットボール選手になることと、家業のどちらを選ぶか祖父に迫られ、バスケットを諦めたのだ。創始者一族として、彼は航空機に愛情があったから。

　夕食はメキシコ料理で、タコスやチョリソのケサディーヤ、ライムの効いたサラダなど、メキシコ人の料理人が本場の味でもてなしてくれた。

　世の男性に見習ってほしいくらいの子煩悩で、ハワードさんは常にリサちゃんをあやし、食べさせている。

《子煩悩ですね。華さんの旦那さまは》

　ハワードさんは日本語も話せるけれど、私はさびついた英語を少しでも復活させたくて、普段通りの会話をしてもらった。

《そうなの。子守りもいるけど、就寝時や出かけるとき以外は私たちで面倒を見ているの。リーが可愛くてしょうがないわ》

　そう話し、華さんと、リサちゃんを抱いているハワードさんは、視線を合わせて微笑む。

　なんて理想的な夫婦なんだろう。家族の美しさに、『ほーっ』とため息が出そうになる。

《リーは私たちの宝物だよ。シオリ、早くリーの従妹弟たちを作ってくれ》

　その言葉に、病院で優成さんが『パパ』と呼ばれていたことを思い出して、気持ちが沈みそうになった。

　ダメダメ、今は考えないようにしなきゃ。

　暗い雰囲気にならないように、努めて明るい笑顔を浮かべた。

《シオリとユウセイはお似合いだと、ずっと思っていたんだよ。だから結婚の知らせはとても嬉しかった。アサヒも素敵な女性と結婚して、サクラミヤ家は福に恵まれているとね》

　ハワードさんは三十七歳で、華さんとは四歳違い。優成さんよりも年上であることから、立場は義弟であっても呼び捨てにしている。仕事上でもシモンズ社の次期ＣＥＯである彼とは関わりがあり、ふたりは仲がいい。

　シモンズ社の実権を握っているハワードさんは、来年、祖父から職位を引き継ぎ、ＣＥＯとなるのが決まっていた。

《ハワード、結婚前にはいろいろナイーブになるのよ》

　私の様子をいち早く察した華さんは、ハワードさんの傍らに立つ。自然に彼の腕が華さんの腰に回り、人前だというのに頬やこめかみにキスを落とす。

　その姿は映画を観ているかのように素敵で、羨ましくなった私だった。




　翌朝、すっきり目が覚めた私は部屋を出た。七時過ぎで、ようやく太陽が昇り、外は明るくなってきている。

　ダイニングルームへ足を運ぶと、ハワードさんと華さんが食事をしていた。顔を覗かせた私にハワードさんが気づく。

《グッドモーニング。シオリ、入って。早起きだな。まだ寝ていてもいいんだよ》

　コーヒーカップをソーサーに戻して、ハワードさんは挨拶をした。

「おはよう、汐里。ハワードの言う通りよ。ゆっくり眠れた？　座って。コーヒーと紅茶、どちらにする？」

　立ち上がって華さんは私に席を勧める。

「散歩をしてきていいですか？　とても気持ちのいい朝なので」

「もちろん。じゃあ、そこにあるカウチンセーターを羽織って。外は海風で寒いから」

　私の格好は昨日とほとんど変わらない。クリーム色のセーターにデニム姿だ。

「ありがとうございます」

　華さんの暖かそうな厚手のカウチンセーターを羽織って、玄関に向かった。

　外へ一歩踏み出し、冷たい風が顔に当たる。

「寒いけれど清々しいって、こんな感じね」

　カウチンセーターの前を手繰り寄せ、邸宅の正面をゆっくり回り、裏手に足を運ぶ。

　裏手には、競技用に近い大きなプールもあった。今は水が抜かれていて、プールの底に木の葉が落ちているのを横目に、近くにあったベンチに座って海を眺める。

　そのとき、ヘリコプターの爆音が聞こえてきて、上空を通り過ぎていった。ヘリコプターのバリバリというプロペラの音は、さらに大きくなっていく。

　もしかして……？

　このヘリコプターに優成さんが乗っているのかも、と思ったら、いても立ってもいられず、音のする方向へ走った。

　広大な敷地の一角に、シモンズ社のヘリコプターが駐機していた。プロペラはゆっくり停止するところで、中からスーツ姿の優成さんが姿を現す。

　ドアの高さから飛び降りた優成さんは、辺りへ視線を巡らして、二十メートルくらい離れている私に目を留めた。次の瞬間、大股で近づいてくる。

「汐里！」

　距離を詰めてくる優成さんの表情はわからない。でも、徐々に近くなっていくにつれて、彼が安堵した表情になっているのがわかった。

　彼は小さく口元を緩めている。その刹那、私は今までの行動を反省した。

「優成さん……」

　目の前までやってきた優成さんは、私を強く抱きしめた。

「どうしてなにも言わない!?　なぜ我慢して身を引こうとするんだ!?　子供が欲しいんだろう？」

「……優成さんが幸せじゃなければ嫌だったから」

「汐里がそばにいてくれなければ、幸せじゃないのに？」

　抱きしめていた腕の力を緩め、優成さんは私の顔を見つめる。

「それは……？」

　私がそばにいなければ幸せじゃないって……？　どういうこと……？

「俺は君を愛している。それに気づいたのは、汐里に退職願を提出されたときだった。気づくのが遅くて、時間を無駄にしてしまった。いつの間にか、汐里は俺になくてはならない存在だったんだ」

　私を愛している……？

　頭の中で優成さんの言葉を反復してみる。

「君が俺を愛してくれるまで気長に待つし、愛してもらえるように努力も怠らない」

「えっ？」

　真顔になってから、私は優成さんから視線を泳がせる。

　優成さんは、私が彼を愛していないと思っていたの？

「汐里？　俺を男として見られないのか？　上司、もしくは兄のようにしか見られない？」

　焦る表情の優成さんに、ふふっとお腹から笑いが込み上げてきた。

「なぜ笑う？」

「なぜって、私はずっと優成さんを愛していたんです。もちろんその気持ちは、壮兄へのようなものではないです。男性として、異性として、愛していました」

　優成さんの言葉に勇気づけられて、今まで隠し続けていた自分の心の内をさらけ出した。

「愛していたんです？　では、今は？　結婚を考え直すようにメッセージに書かれていたよな？」

　自信家の彼の、こんなに不安そうな瞳を見たことがなかった。

「もちろん、今もです。優成さん以外に惹かれる男性なんていませんでした。私のほうこそ、優成さんは赤ちゃんのためだけに結婚してくれるのだと思っていました」

　顔を覗き込んで真摯な表情で尋ねる優成さんに、今度は私からギュッと抱きつく。彼の胸に頬を置くと、心臓が痛いくらいに暴れ、苦しい呼吸を整える。

「俺は赤ん坊が欲しいから協力したんじゃない。汐里を愛しているからだ」

「優成さん……でも……私は、聖くんからパパを取り上げることはできない……」

「聖くんを俺の子供だと思ったのか。あの子は俺の子供じゃない。後で看護師から聞いた。聖くんが俺のことを『パパ』と呼んだとき、汐里があの場にいたと」

「こ、子供じゃない？　でも、パパって……」

　私の頭は混乱している。安堵感、嬉しい気持ち、『でも本当なの？』という疑惑などで。

「ああ。違う。シンガポール人が父親だが、彼女は結婚せずシングルマザーになったんだ。父親を知らないせいで、それくらいの年の男をすぐに『パパ』と呼んでしまうのだと言っていた。壮二も呼ばれていたよ」

　優成さんは、聖くんの父親ではなかった。

「聖くんのパパじゃなかった……」

　私の足から力が抜けていき、ヘナヘナとその場に座り込みそうになる。優成さんはそんな私を支えて抱き上げた。

　お姫さま抱っこをされて慌てる私の唇に、彼はキスを落とす。

「……でも、聖くんのお母さんとキスをしていたと」

「そんなこと、誰が言ったんだ？　絶対にしていないと誓う。確かに恋人だったことはあるが、彼女に気持ちは残っていない。あくまでもビジネスで接していただけだ」

「それは……」

　彼女の名前を出すのはためらわれた。宮本さんが嘘をついていたのだと、今の優成さんの顔を見たら信じられる。宮本さんは優成さんが好きで、私を陥れて、離したかったのだと。

「……私がちゃんと詳しく聞いていれば、優成さんに迷惑をかけることもなかったのに……」

「汐里に吹聴した人物は、だいたい想像はつくが……いろいろと誤解があったな。でも、もう汐里は俺の元に戻ってくれるんだろう？　俺たちは誰もが認める似合いの夫婦になる」

　誤解が解けて安堵した様子の優成さんには、いつもの自信に満ちあふれた表情が戻ってきた。

「……はい。幸せすぎて泣きそうです」

　優成さんは、私を愛してくれていた……。

　実際には目尻を濡らしていた。そして言葉にしたとき、ツーッと涙があふれ出てきた。その涙を優成さんは唇で吸い取ってくれる。

「さてと、あそこでニヤニヤ笑っている夫婦の元へ行こうか」

「えっ？」

　私をお姫さま抱っこしている優成さんは、身体の向きを少し変えた。

　建物の傍らで立っている華さんとハワードさんがいた。もちろん、ハワードさんの腕が華さんの腰を抱いて。

「兄さんっ、久しぶり！　早く入って！　寒いでしょう」

　大きな声で叫び、華さんが手を振っている。絵になる夫婦は微笑んでいた。




　室内へ入った優成さんは、ハワードさんとハグをして再会を喜んでいる。華さんともハグをして、兄妹仲がいいところを妬くハワードさんが間に割り込み、引き離そうとする。

　そんな光景を穏やかな気持ちで見られる今が、とても幸せだった。

「無事に丸く収まったのね」

　ラブラブの夫婦はダイニングルームへ私たちを案内する。優成さんも私と手をしっかりと繋いで、彼らの後をついていく。

「兄さん、朝食はまだでしょう？　汐里もまだなのよ。どうぞ座って」

　私たちは並んで席に着き、メイドがコーヒーを銀のポットでカップに注いでいった。

　濡れナプキンで手を拭き、優成さんは早速コーヒーを口にする。

　別のメイドはスクランブルエッグやウインナー、ベーコンエッグなどが載った皿を置いていく。行き届いたタイミングから、華さんが前もって指示していたのだろうと推測した。

「どうぞ、ゆっくり食べて」

　籠に入ったパンを差し出され、私はひとつ手にして口元へ持っていく。その途端、胃から込み上げてくる不快感に、パンを皿の上に置いて急いで立ち上がった。

「どうした？」

　見上げている優成さんに返事ができず、首だけフルフルと横に動かし、席を離れる。

　ガタン、と音をさせて優成さんが立ち上がった様子だった。続いて華さんの「私が行くわ」という声が、レストルームに駆け込む私に届く。

　込み上げてくるものを抑えられずに、私はトイレで嘔おう吐とした。

「汐里？　大丈夫？　気分が悪いのね？」

　個室の外から聞こえる華さんの心配そうな声がけに、吐いて少し落ち着いた私は口を開く。

「だ……いじょう……ぶです。パンの匂いを嗅いだら……」

「それって……」

　個室の向こうで、華さんが一瞬黙り込む。

「汐里、妊娠したのかもしれないわよ。私、判定キットを持っているから、ちょっと待っていて」

　パタパタといなくなる気配を感じながら、私は平らな腹部に手を置いた。

　赤ちゃんができたの……？

　前回の月のものがいつだったのか思い出そうとしてみるも、気持ちがじわりと高揚してきて、冷静に考えられない。わかることは、ここのところ月のものはなかったということだけ。

「汐里、持ってきたわよ」

　個室のドアを開けて、差し出された妊娠判定キットを受け取った。

「すみません。ありがとうございます」

「妊娠していたらいいわね。向こうで待っているから。ゆっくりでいいからね」

　ニッコリ笑って華さんは去っていった。

　そして数分後、私は妊娠判定キットの二本線に茫然となったのち、嬉しさが込み上げてきた。

　本当に、私は優成さんとの赤ちゃんを妊娠したの？

　妊娠判定キットを百パーセント信じるわけにはいかないけれど、最近の食欲や気持ちの浮き沈み、そして吐き気が、真実だと答えてくれているようだった。

　レストルームを出たところで、優成さんが壁に背をもたせかけて待っていた。

「汐里。華が、妊娠したかもと言っていたが？」

　心配げな優成さんに、満面の笑みで答える。

「判定キットでは陽性だったの。もしかしたら、赤ちゃんがいるかも……」

　優成さんは私の肩に腕を回し、そっと抱きしめる。

「妊娠していたら嬉しいな。日本へ戻ったら病院へ行こう」

「はい。本当に。今だけでも、嬉しくてふわふわ浮いた気分です」

「華とハワードが待っている。行こう。知らせたら喜んでくれる。華もソワソワしていたからな」

　私たちはふたりが待っているダイニングルームへ戻った。

　そして、妊娠判定キットは陽性だったと告げると、自分たちのことのように喜んでくれたふたりだった。




　妊娠したかもしれない安心感で、私たちふたりに用意してくれた朝食もなんとか食べ進められている。

　私たちが食事をするテーブルで、華さんとハワードさんが対面に座り、コーヒーを飲みながら笑みを浮かべていた。

《兄さんと汐里の赤ちゃんは、性別はどっちかしらね。どちらでもすごく綺麗な子が生まれそう》

　テーブルに頬杖をつきながら華さんが言う。

《ハナ。リーに従弟妹ができて嬉しいが、私たちにもリーの弟か妹がそろそろ欲しいな。最近、君はリーと寝てばかりだから》

《ちょ、ちょっとハワード。こんなところでなにを言ってるのよ》

　華さんにしては珍しく、ハワードさんの言葉にあたふたしている。

《それは問題だな。夫婦の時間も大事にしなくては》

　そんな華さんをからかうのは優成さんだ。

《ハワードは適当なことを言ってるの。いつだって――》

　顔を真っ赤にしながら、華さんは言葉を詰まらせる。

《優成さん、ハワードさん。華さんが困っていますよ。おふたりの仲のいい様子に、昨日から当てられっぱなしでした》

　私の援護に、男性ふたりは楽しそうに笑う。

《そうだな。この辺でやめておこう》とハワードさんが言い、華さんを引き寄せて、髪にキスを落とした。




　その夜、私たちはシアトルを離れ、一路日本へ飛んだ。




　そして五ヵ月後。

「社長、今日の会議は十一時からとなっております。十二時から機内ミールの試食会で――」

「汐里さん！　そんなところに立っていないで、ここに座りなさい」

　タブレットを見ながら、義父である社長のスケジュール確認をしていた私は、心配性な声に遮られた。

「社長、大丈夫ですから」

　やんわり断り、私はスケジュール確認を続けようとする。

　結婚後、私は優成さんの専属秘書を離れ、社長の第二秘書になっていた。三和子さんが第一秘書だけど、彼女は南場室長の代わりに〝室長〟となっている。

　昇格し、お給料も上がった、と三和子さんは喜んでいたが、秘書課の責任者という立場には、いささかげんなりしている様子。

　そして南場室長が、優成さんの専属秘書に。秘書課の室長ではなくなったが、今までの業績により、室長から部長に昇格。

　宮本さんが南場室長、もとい南場秘書の下につき、サポートしている。本当ならば私が退社後、彼女が第一秘書になるはずだったけれど、仕事の評価が下がり、第二秘書に。

　私が退社するまではあと一ヵ月しかなく、私のお腹は妊婦だとわかるくらいに大きくなっていた。

　そこへノックの後、優成さんが現れる。

「汐里、十六時に検診に行くんだろう？　俺も一緒に行くから」

「優成さん、お仕事が……」

「一ヵ月に一度のこの日のために、あり得ないほどの仕事をこなしてきたんだ。鬼の秘書に尻を叩かれてな」

　南場秘書を鬼の秘書とたとえるのはピッタリで、ふたりはなかなかいいコンビだと思う。

「そうだ、そうだ。優成は働きすぎだ。汐里さんと行ってきなさい」

　社長の援護射撃で、優成さんは満足そうに口元を緩めた。

「汐里、心配はいらない。南場の許可も取っている」

　持ち前の采配を振るい、南場秘書は優成さんをタジタジにさせているみたいだった。

　仕事は順調で私生活も充実している。とても幸せな日々を送っている私たちだった。




　そして六月の終わり、私は元気な男の赤ちゃんを産んだ。

　赤ちゃんは優成さんに似ていて、両家の祖父母や、おじ、おばたちをメロメロにさせていた。

　ずっと欲しかった赤ちゃんをこの手に抱くことができて、私はつくづく幸せを実感している。

　そして、なによりも私を愛してくれている素敵な旦那さまがいる。

　今日は赤ちゃんと私の退院日。純白のおくるみに包まれた赤ちゃんを抱く私の傍らに、荷物を持つ優成さんがいた。

「忘れ物はないな」

　個室の病室を優成さんはぐるっと見回す。「なし」と改めて呟く彼に、私は答える。

「あります」

「ある？」

　首を傾げ、彼は黒い瞳で私を見つめた。その瞳に、私の胸はいつもドキドキ高鳴る。

「優成さん、キスを忘れていますよ」

　私の言葉に優成さんが、ふっと笑う。

　さらに、「そんなことか」と顔を傾けて、私の唇をそっと食んだ。

「いつでもそうやって、ねだって。美人の俺の奥さん。愛しているよ」

「私もです。優成さん、愛しています。これからも、ずっと……」

　お互い顔を見合わせて、微笑んでから、再び唇が重なった。
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あとがき




　このたびは『エリート御曹司が花嫁にご指名です』をお手に取ってくださりありがとうございました。

　今回のヒーローは二月に発売しました『極上パイロットが愛妻にご所望です』に登場しました桜宮朝陽の兄・優成です。

　前作の最後にちらっと登場していました。もちろん、ヒロインの汐里も。

　当初、編集さんと打ち合わせのとき、次はオフィスものを、とやり取りしていましたが、先にパイロットの構想が思い浮かんだので、こちらは後回しに。

　前作の最後に優成と汐里を登場させたら、このふたりはどんな恋愛をして愛を育むのだろうと考えると、妄想が止まらなくなりました。

　可愛いけれど頑張り屋のヒロインを私は書くことが多いのですが、今回は社内の〝高嶺の花〟と言われる、美人で裕福ですが仕事も完璧にこなす女子をヒロインにしました。好きな人に愛されなくても子供が欲しいという彼女が愛しかったです。

　そんなヒロインと鬼畜なヒーローを楽しんでいただけたら幸いです。

　こちらを先に読まれ、パイロットとグランドスタッフの恋が気になりましたら、どうぞよろしくお願いいたします。




　最後に、この作品にご尽力いただいたスターツ出版のみなさま、編集の矢郷さま、三好さま。長年、私を支えてくださった大切なおふたりですが、三好さまがこの作品の途中で退職されてしまいました。

　私事ですが、この作品が最後ということで、ここでお礼を申し上げさせてください。お疲れさまでした。長い間ありがとうございました。そして前作に続き、今回も素敵なふたりを描いてくださいました、ささおかえり先生、ありがとうございました。

　この本に携わってくださいましたすべてのみなさまに、お礼申し上げます。




　これからも小説サイト『Berry's Cafe』、そしてベリーズ文庫の発展を祈りつつ、応援してくださるみなさまに感謝を込めて。




　二〇二〇年六月吉日

若わか菜なモモ
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